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はじめに 

 

 

猪名川上流広域ごみ処理施設建設事業の実施にあたり、「猪名川上流広域ごみ処理施設組合

が設置するごみ処理施設に係る環境影響評価の実施手続きに関する条例」の規定に基づき、

環境影響評価準備書の縦覧を経て、平成 16 年 11 月に環境影響評価書をとりまとめている。 

また、同条例により、事業着手後は、その影響の度合いを明らかにするため、事後調査を

実施することになっており、工事に着手した平成 17 年から、継続して調査を実施している。 

本報告書は、平成 20 年度の工事中（試運転を含む）における環境影響評価事後調査結果等

についてとりまとめたものである。 
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1. 対象事業の概要 

1.1 事業者の氏名又は名称及び住所 

1.1.1 事業者の名称 

猪名川上流広域ごみ処理施設組合 

 

1.1.2 代表者の氏名 

管理者 大塩 民生 

 

1.1.3 事業者の住所 

兵庫県川西市中央町 12 番 1 号 

 

1.2 対象事業の概要 

1.2.1 対象事業の名称 

猪名川上流広域ごみ処理施設建設事業 

 

1.2.2 対象事業の区域 

兵庫県川西市国崎字小路 

 

1.2.3 対象事業の種類 

「猪名川上流広域ごみ処理施設組合が設置するごみ処理施設に係る環境影響評価の実施手続

に関する条例」の対象となる焼却施設及びリサイクルプラザの建設 

 

1.2.4 対象事業の規模 

焼 却 施 設 ：235ｔ／日 (117.5t／日×2炉、灰溶融炉付き) 

リサイクルプラザ：84.0ｔ／5h 

 

1.2.5 対象事業の目的 

兵庫県川西市、同川辺郡猪名川町、大阪府豊能郡豊能町及び能勢町の 1市 3 町は、川西市に

おける施設の老朽化や豊能郡におけるダイオキシン汚染等を契機に、環境を共有する地域とし

て、共同で新たなごみ処理施設を建設することにした。 

本事業は、焼却施設及びリサイクルプラザを建設し稼働させることにより、ごみ処理施設か

ら排出される有害物質等による環境負荷を現状より低減させるとともに、一般廃棄物の安定的

かつ適正な処理及びリサイクルを行い、循環型社会の構築に寄与することを目的とする。 
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図 1.2.5.1 対象事業区域 
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2. 対象事業等の工事の進行状況 

対象事業の工事の全体工程を表 2.1 に示す。 

平成 20 年度は、ごみ処理施設建設工事及び施設の試運転を実施した。 

 

表 2.1 工事工程表 
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写真 2.1(1) 工事実施状況写真 
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写真 2.1(2) 工事実施状況写真（つづき） 



 5

3. 事後調査の期間 

工事中における事後調査の項目別の実施期間を表 3.1 に示す。 

 

表 3.1 事後調査の実施期間（工事中及び試運転時） 

項  目 環 境 要 素 項 目 実施期間 

排出源モニタリング 大 気 汚 染 試運転時排ガス 平成 20 年度 

 水 質 汚 濁 放流水（雨水・下水） 平成 20 年度 

 低 周 波 音 試運転時低周波音 平成 20 年度 

 処 分 物 スラグ、飛灰固化物 平成 20 年度 

環境モニタリング 大 気 汚 染 気 象 平成 17 年度～平成 20 年度 

  大気質 平成 17 年度～平成 20 年度 

 水 質 汚 濁 降雨時水質 平成 17 年度～平成 20 年度 

  平常時水質 平成 17 年度、平成 20 年度 

 土 壌 汚 染 現況土壌 平成 20 年度 

 騒 音 環境騒音 平成 17 年度～平成 20 年度 

  環境騒音（発破） 平成 18 年度 

  工事騒音 平成 17 年度～平成 20 年度 

  試運転時騒音 平成 20 年度 

  道路交通騒音 平成 17 年度～平成 20 年度 

 振 動 環境振動 平成 17 年度～平成 20 年度 

  環境振動（発破） 平成 18 年度 

  工事振動 平成 17 年度～平成 20 年度 

  試運転時振動 平成 20 年度 

  道路交通振動 平成 17 年度～平成 20 年度 

 低 周 波 音 工事時低周波音（発破） 平成 18 年度 

  試運転時低周波音 平成 20 年度 

植 生 平成 20 年度 

クモノスシダ 平成 18 年度～平成 20 年度 

 陸 生 植 物

ヤマザクラ 平成 18 年度～平成 20 年度 
 陸 生 動 物 コウモリ 平成 18 年度～平成 20 年度 

  ヒメボタル 平成 18 年度～平成 20 年度 
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4. 事後調査計画 

工事中及び試運転時における事後調査計画は、表 4.1、表 4.2 に示すとおりである。 

 

表 4.1 工事中及び試運転時における事後調査計画（排出源モニタリング） 

項  目 環 境 要 素  現地調査項目 現地調査地点 
現地調査の 

時期・頻度 

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類 煙突排出口（2

炉） 

2 回/試運転時 

排ガス全般 

（ばいじん、塩化水素、硫黄酸

化物、窒素酸化物、ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類、

水銀、ｶﾄﾞﾐｳﾑ、鉛+銅+ｸﾛﾑ+ﾏﾝｶﾞ

ﾝ） 

煙突排出口（2

炉） 

2 回/試運転時 

排出源モニ

タリング 

大 気 汚 染 試運転時

排ガス 

連続監視項目 

（焼却量、NOX、SO2、CO、O2、

HCl、ばいじん、水銀、排ガス

量） 

煙突排出口（2

炉） 

連続/試運転時 

 雨水放流

水（降雨

時水質） 

浮遊物質量,透視度,濁度, 水

素イオン濃度(pH),鉛（溶解性、

懸濁性の別）,砒素（溶解性、

懸濁性の別）,硫酸イオン,化学

的酸素要求量,銅（溶解性、懸

濁性の別） 

事業実施区域敷

地境界（濁水処理

層の原水または

処理水）1～3 地

点 

1 回/月程度（降雨

の状況により、平

成 20 年度は 7 回/

年実施） 

硫酸イオンは必要

に応じて実施 

 

水 質 汚 濁

下水放流

水 

生活環境項目 

（水温、ﾖｳ素消費量、水素ｲｵﾝ

濃度（pH）、生物化学的酸素要

求量（BOD）、浮遊物質量（SS）、

ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質（鉱油類）、

ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質（動植物油脂

類）、ﾌｪﾉｰﾙ類、銅、亜鉛、溶解

性鉄、溶解性ﾏﾝｶﾞﾝ、ｸﾛﾑ、窒素、

ﾘﾝ） 

健康項目 

（ｶﾄﾞﾐｳﾑ、全ｼｱﾝ、有機ﾘﾝ、鉛、

六価ｸﾛﾑ、砒素、総水銀、ｱﾙｷﾙ

水銀、PCB、ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛ

ｴﾁﾚﾝ、ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、四塩化炭素、

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,1,1-ﾄﾘｸﾛ

ﾛｴﾀﾝ、1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,3-ｼﾞ

ｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ、ﾁｳﾗﾑ、ｼﾏｼﾞﾝ、ﾁｵﾍﾞ

ﾝｶﾙﾌﾞ、ﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｾﾚﾝ、ほう素、

ふっ素、ｱﾝﾓﾆｱ性窒素+亜硝酸性

窒素+硝酸性窒素、ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類）

事業実施区域敷

地境界の 1 地点

（放流口） 

4 回/試運転時 

 処 分 物 スラグ、

飛灰固化

物（試運

転時） 

含有量試験・溶出試験 

（ばいじん、塩化水素、硫黄酸

化物、窒素酸化物、ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類、

水銀、ｶﾄﾞﾐｳﾑ、鉛+銅+ｸﾛﾑ+ﾏﾝｶﾞ

ﾝ） 

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類 

焼却施設内搬送ｺ

ﾝﾍﾞﾔ 

1 回/試運転時 

（含有量試験はス

ラグのみ、ﾀﾞｲｵｷｼ

ﾝ類のみの試験を

別途実施） 
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表 4.2 工事中及び試運転時における事後調査計画（環境モニタリング） 

項  目 環 境 要 素  現地調査項目 現地調査地点 
現地調査の 
時期・頻度 

環境モニタ
リング 

大 気 汚 染 気 象 風向・風速 周辺地域 1地点 4 季各 7日間 

・7日間測定項目（二酸化硫黄、
窒素酸化物（一酸化窒素、二酸
化窒素）、浮遊粒子状物質、光
化学ｵｷｼﾀﾞﾝﾄ、気象条件（風向・
風速）） 

周辺地域 9地点 4 季各 7日間   大気質 

・1検体測定項目（ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類（1
週間平均）、塩化水素、ﾍﾞﾝｾﾞﾝ、
ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼﾞｸﾛﾛ
ﾒﾀﾝ、水銀、粉じん、粉じん中
鉛、粉じん中 
ｶﾄﾞﾐｳﾑ） 

周辺地域 9地点 1 季各 1日間 
（ただし、ﾀﾞｲｵｷｼ
ﾝ類のみ 7日間） 

 水 質 汚 濁 平常時 
水質 

水素イオン濃度(pH),ｶﾄﾞﾐｳﾑ,
鉛,砒素,総水銀,ｾﾚﾝ,ふっ素,
塩素イオン,銅,亜鉛,硫酸ｲｵﾝ,
透視度,濁度, 化学的酸素要
求量, 浮遊物質量,全りん 

事業実施区域支
川 1 地点（田尻
川） 

1 回(工事実施前)

 土 壌 汚 染 現況土壌 ・溶出試験（ｶﾄﾞﾐｳﾑ、全ｼｱﾝ、
有機燐、鉛、六価ｸﾛﾑ、砒素、
総水銀、ｱﾙｷﾙ水銀、PCB、銅、
ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、四塩化炭素、1,2-ｼﾞ
ｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼｽ
-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴ
ﾀﾝ、1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚ
ﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟ
ﾝ、ﾁｳﾗﾑ、ｼﾏｼﾞﾝ、ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ、
ﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｾﾚﾝ、ふっ素、ほう素）
・含有量試験（ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類、ｶﾄﾞ
ﾐｳﾑ、鉛、砒素、総水銀） 

事業区域内 1 地
点及び周辺地域
9地点 

1 回/年 

 騒 音 環境騒音 騒音ﾚﾍﾞﾙ 周辺地域の 1 地
点 

2 回/年 

  環境騒音 
（発破） 

発破実施時の騒音ﾚﾍﾞﾙ 周辺地域の 2 地
点 

発破実施時 

  工事騒音 騒音ﾚﾍﾞﾙ 事業区域敷地境
界の 1地点 

1 回/年 

  試運転時
騒音 

騒音ﾚﾍﾞﾙ 事業区域敷地境
界の 1地点 

1 回/試運転時 

  道路交通
騒音 

騒音ﾚﾍﾞﾙ,交通量 県道野間出野一
庫線の計 2地点 

2 回/年 

 振 動 環境振動 振動ﾚﾍﾞﾙ 環境騒音と同じ 2 回/年 

  環境振動 
（発破） 

発破実施時の振動ﾚﾍﾞﾙ 周辺地域の 2 地
点 

発破実施時 

  工事振動 振動ﾚﾍﾞﾙ 環境騒音と同じ 1 回/年 

  試運転時
振動 

振動ﾚﾍﾞﾙ 試運転時騒音と
同じ 

1 回/試運転時 

  道路交通
振動 

振動ﾚﾍﾞﾙ 道路交通騒音と
同じ 

2 回/年 

 低 周 波 音 環境 
（発破） 

発破実施時の低周波音ﾚﾍﾞﾙ 周辺地域の 2 地
点 

発破実施時 

  環境（試
運転） 

試運転時の低周波音ﾚﾍﾞﾙ 事業実施区域内
及び周辺地域の
2地点 

試運転時 

植 生 影響確認調査 周辺地域 適宜実施 

クモノス
シダ 

影響確認調査 周辺地域 適宜実施 

 陸 生 植 物

ヤマザク
ラ 

影響確認調査 周辺地域 適宜実施 

 陸 生 動 物 コウモリ 坑道跡内における個体の確認 造成区域内 適宜実施 

  ヒメボタ
ル 

造成工事による改変がヒメボ
タル個体群へ与える影響 

造成区域内 適宜実施 
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5. 事後調査の内容 

5.1 排出源モニタリング 

5.1.1 排ガス 

(1) 調査項目 

調査項目は、表 5.1.1.1 に示すとおりとした。 

表 5.1.1.1 調査項目 

区 分 調査項目 

ダイオキシン類 

（試運転時） 

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類 

排ガス全般 

（性能試験） 

ばいじん、塩化水素、硫黄酸化物、窒素酸化物、ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類、水銀、ｶﾄﾞﾐｳﾑ、

鉛+銅+ｸﾛﾑ+ﾏﾝｶﾞﾝ 

連続監視項目 焼却量、NOX、SO2、CO、O2、HCl、ばいじん、水銀、排ガス量 

 

(2) 調査方法 

調査方法は、表 5.1.1.2 に示す各項目の測定方法とした。 

表 5.1.1.2 測定方法 

区 分 測 定 方 法 

ダイオキシン類 
（試運転時） 

日本工業規格 K0311「排ガス中のダイオキシン類の測定方法」に基づく、ダ
イオキシン類対策特別措置法で定める高分解能ガスクロマトグラフ質量分
析計による測定方法。また、「ダイオキシン類に係る生物検定法マニュアル」
（平成 17 年、環境省）による生物検定法。 

排ガス全般 
（性能試験） 

日本工業規格 K0101「工業用水試験方法」、日本工業規格 K0102「工場排水
試験法」及び環境基本法（平成 5年法律第 91 号）に基づく「水質汚濁に係
る環境基準について」（昭和 46 年環境庁告示第 59 号）に定める方法 

連続監視項目 
日本工業規格 K0103「排ガス中の硫黄酸化物分析方法」、日本工業規格 K0104
「排ガス中の窒素酸化物分析方法」、日本工業規格 Z8808「排ガス中のダス
ト濃度の測定方法」等に基づく、大気汚染防止防止法で定める方法。 

 

(3) 調査期間 

調査期間は、表 5.1.1.3 に示すとおり。 

表 5.1.1.3 調査期間 

区 分 測 定 期 間 

ダイオキシン類 
（試運転時） 

第 1回：平成 21 年 1月 23 日（試料採取） 
第 2回：平成 21 年 3月 19 日（試料採取） 

排ガス全般 
（性能試験） 

第 1回：平成 21 年 1月 30 日【午前／午後】（試料採取） 
第 2回：平成 21 年 2月 25 日（試料採取） 

連続監視項目 平成 20 年 12 月～平成 21 年 3 月 

 

(4) 調査地点 

調査地点は、第 1号炉及び第 2号炉の煙突排出口とした。 

表 5.1.1.4 調査地点 

区 分 調 査 地 点 

ダイオキシン類 
（試運転時） 

2 箇所（煙突排出口：1号炉及び 2号炉） 
（第 2回調査は 2号炉のみ） 

排ガス全般 
（性能試験） 

2 箇所（煙突排出口：1号炉及び 2号炉） 

連続監視項目 2 箇所（煙突排出口：1号炉及び 2号炉） 
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図 5.1.1.1 排ガス調査地点位置図 
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(5) 調査結果 

排ガスの調査結果は、以下に示すとおりであった。 

ダイオキシン類については、第 1回、第 2回ともに、管理基準を満たす値であった。 

排ガス全般については、第 1回、第 2回ともに全ての項目が管理基準を満たす値であった。 

 

1) ダイオキシン類 

・平成 20 年度 排ガス ダイオキシン類調査（第 1回） 

（採取日：平成 21 年 1 月 23 日） 

（分析法：高分解能ガスクロマトグラフ質量分析計による測定方法） 
 

分析結果 
項 目 

1 号炉 2 号炉 

基準値 
（管理基準） 

ダイオキシン類 ng-TEQ/m3 0.00070 0.00048 0.01 

 

・平成 20 年度 排ガス ダイオキシン類調査（第 2回） 

（採取日：平成 21 年 3 月 19 日） 

（分析法：生物検定法） 
 

分析結果 
項 目 

2 号炉 

基準値 
（管理基準） 

ダイオキシン類 ng-TEQ/m3 <0.04 0.01 

注）”<0.04”は生物検定法の定量下限値である 0.04(ng-TEQ/m3)未満であることを示す。 
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2) 排ガス全般 

・平成 20 年度 排ガス（全般）調査（第 1回）【予備性能試験時】 

（採取日：平成 21 年 1 月 30 日） 

 

1 号炉 2 号炉 
項目 

午前 午後 午前 午後 

基準値 
（管理基準）

ばいじん* g/m3N <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01 以下 

mg/m3N <1 <1 <1 <1 － 
塩化水素* 

ppm <1 <1 <1 <1 10 以下 

硫黄酸化物* ppm <1 <1 <1 <1 10 以下 

窒素酸化物* ppm 5 5 5 3 20 以下 

ダイオキシン類* ng-TEQ/m3N 0.000090 0.00011 0.00012 0.000025 0.01 以下 

水銀 mg/m3N <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 0.05 以下 

カドミウム mg/m3N <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 0.05 以下 

鉛＋銅＋クロム＋
マンガン 

mg/m3N <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 1.0 以下 

備考 1.午前：9:00～14:00 採集、午後：15:30～20:30 採集 

   2.測定分析項目の*印は、O212％換算値であることを示す。 

   3.ダイオキシン類濃度は 4時間平均値 

 

 

・平成 20 年度 排ガス（全般）調査（第 2回）【本性能試験時】 

（採取日：平成 21 年 2 月 25 日） 

 

1 号炉 2 号炉 
項目 

午前 午前 

基準値 
（管理基準）

ばいじん* g/m3N <0.001 <0.001 0.01 以下 

mg/m3N <1 <1 － 
塩化水素* 

ppm <1 <1 10 以下 

硫黄酸化物* ppm <1 <1 10 以下 

窒素酸化物* ppm 8 5 20 以下 

ダイオキシン類* ng-TEQ/m3N 0.0017 0.00032 0.01 以下 

水銀 mg/m3N <0.005 <0.005 0.05 以下 

カドミウム mg/m3N <0.005 <0.005 0.05 以下 

鉛＋銅＋クロム＋
マンガン 

mg/m3N <0.02 <0.02 1.0 以下 

備考 1.午前：9:05～14:00 採集 

   2.測定分析項目の*印は、O212％換算値であることを示す。 

   3.ダイオキシン類濃度は 4時間平均値 
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3) 連続監視項目 

・平成 20 年 12 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1号炉

焼却量 NOx SO2 O2 HCl ばいじん 水銀 排ガス

t ppm ppm ppm % ppm mg/Nm3 mg/Nm3 kNm3/h

積算値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値

1 木

2 金

3 土

4 日

5 月

6 火

7 水

8 木

9 金

10 土

11 日

12 月

13 火

14 水

15 木

16 金

17 土

18 日

19 月

20 火

21 水

22 木 30.66 18.9 5.7 67.6 16.1 1.0 0.6 0.00 19.0

23 金 0.00 3.6 5.6 86.8 19.3 0.5 0.3 0.08 12.5

24 土 44.20 16.6 0.8 60.3 14.0 3.0 0.5 0.00 19.8

25 日 112.90 6.7 0.0 7.7 7.3 0.2 0.3 0.00 21.6

26 月 110.88 1.4 0.0 7.0 7.9 0.0 0.3 0.00 23.6

27 火 5.67 0.3 0.3 72.8 16.2 0.9 0.7 0.01 20.0

28 水

29 木

30 金

31 土

112.90 18.9 5.7 86.8 19.3 3.0 0.7 0.08 23.6

0.00 0.3 0.0 7.0 7.3 0.0 0.3 0.00 12.5

50.72 7.9 2.1 50.4 13.5 0.9 0.5 0.02 19.4

2009年12月

平 均

日付

最 大

最 小

CO
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2号炉

焼却量 NOx SO2 O2 HCl ばいじん 水銀 排ガス

t ppm ppm ppm % ppm mg/Nm3 mg/Nm3 kNm3/h

積算値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値

1 木

2 金

3 土

4 日

5 月

6 火

7 水

8 木

9 金

10 土

11 日

12 月

13 火

14 水

15 木 0.00 9.5 0.0 42.0 19.8 1.0 0.5 0.00 18.0

16 金 0.00 25.3 0.3 76.3 18.4 1.9 0.8 0.00 22.1

17 土 56.18 24.3 0.0 35.1 12.1 0.7 0.9 0.00 21.7

18 日 106.05 2.9 0.0 11.0 7.1 0.0 0.6 0.00 20.8

19 月 107.87 11.6 0.1 12.5 7.1 0.0 0.5 0.00 20.6

20 火 118.33 5.1 0.0 5.7 7.4 0.0 0.5 0.00 24.1

21 水 114.57 9.6 0.0 4.7 7.8 0.0 0.3 0.00 25.5

22 木 113.98 14.6 0.0 4.1 8.5 0.0 0.4 0.00 29.6

23 金 116.50 10.7 0.0 2.2 8.1 0.0 0.3 0.00 29.5

24 土 113.07 7.8 0.0 2.0 8.1 0.0 0.4 0.00 29.8

25 日 114.52 9.5 0.0 2.0 7.6 0.0 0.4 0.00 30.0

26 月 60.65 6.0 0.0 29.8 10.3 0.3 0.5 0.00 22.1

27 火

28 水

29 木

30 金

31 土

118.33 25.3 0.3 76.3 19.8 1.9 0.9 0.00 30.0

0.00 2.9 0.0 2.0 7.1 0.0 0.3 0.00 18.0

85.14 11.4 0.0 19.0 10.2 0.3 0.5 0.00 24.5

2009年12月

平 均

最 大

最 小

日付

CO
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・平成 20 年 1 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1号炉

焼却量 NOx SO2 CO O2 HCl ばいじん 水銀 排ガス

t ppm ppm ppm % ppm mg/Nm3 mg/Nm3 kNm3/h

積算値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値

1 木

2 金

3 土

4 日

5 月

6 火

7 水

8 木

9 金

10 土 61.11 5.3 0.0 23.0 13.9 1.4 0.3 0.00 23.0

11 日 117.67 3.5 0.0 5.1 8.2 0.0 0.3 0.00 26.6

12 月 112.72 0.6 0.0 3.0 8.1 0.0 0.3 0.00 27.6

13 火 115.85 1.5 0.0 3.1 7.7 0.0 0.3 0.00 28.1

14 水 116.75 4.2 0.0 4.2 7.1 0.0 0.3 0.00 27.5

15 木 117.46 2.0 0.0 4.0 8.6 0.0 0.2 0.00 23.7

16 金 115.45 4.3 0.0 2.3 8.9 0.0 0.2 0.00 23.2

17 土 114.10 6.0 0.0 2.8 9.9 0.0 0.2 0.00 25.9

18 日 118.25 4.4 0.0 3.5 7.9 0.0 0.2 0.00 22.8

19 月 119.64 7.9 0.0 4.7 7.6 0.0 0.2 0.00 26.3

20 火 113.31 4.6 0.1 3.2 7.5 0.1 0.2 0.00 27.6

21 水 114.81 5.6 0.1 4.0 7.4 0.1 0.2 0.00 27.1

22 木 116.03 4.1 0.1 4.6 7.3 0.1 0.2 0.00 25.2

23 金 111.47 3.5 0.0 5.4 7.4 0.1 0.2 0.00 27.1

24 土 118.61 4.5 0.1 4.2 7.4 0.1 0.2 0.00 25.5

25 日 116.71 3.4 0.1 4.6 8.2 0.1 0.1 0.00 24.0

26 月 114.60 6.0 0.1 3.4 7.6 0.1 0.1 0.00 22.0

27 火 119.02 6.0 0.2 3.0 7.8 0.1 0.1 0.00 23.1

28 水 114.95 7.0 0.1 4.5 8.2 0.1 0.2 0.00 26.3

29 木 116.10 3.1 0.0 4.7 8.0 0.1 0.2 0.00 29.4

30 金 126.32 4.5 0.0 5.5 7.7 0.1 0.2 0.00 30.6

31 土 66.06 5.1 0.0 5.9 7.8 0.1 0.2 0.00 26.8

126.32 7.9 0.2 23.0 13.9 1.4 0.3 0.00 30.6

61.11 0.6 0.0 2.3 7.1 0.0 0.1 0.00 22.0

111.68 4.4 0.0 4.9 8.2 0.1 0.2 0.00 25.9

2009年1月

平 均

日付

最 大

最 小
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2号炉

焼却量 NOx SO2 CO O2 HCl ばいじん 水銀 排ガス

t ppm ppm ppm % ppm mg/Nm3 mg/Nm3 kNm3/h

積算値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値

1 木

2 金

3 土

4 日

5 月

6 火

7 水

8 木 49.48 1.0 0.0 18.4 8.8 0.5 0.5 0.00 22.0

9 金 116.03 0.8 0.0 2.7 6.6 0.0 0.3 0.00 22.5

10 土 64.45 5.5 0.0 1.6 6.6 0.0 0.3 0.00 21.0

11 日

12 月

13 火

14 水

15 木

16 金

17 土

18 日

19 月

20 火 62.80 1.2 0.0 11.1 7.4 0.3 0.4 0.00 20.6

21 水 115.38 6.5 0.0 3.2 6.5 0.1 0.3 0.00 21.7

22 木 117.51 7.1 0.0 3.0 6.6 0.1 0.3 0.00 21.6

23 金 114.27 10.7 0.0 3.1 6.6 0.1 0.3 0.00 22.2

24 土 119.67 8.0 0.0 2.4 6.6 0.1 0.3 0.00 21.9

25 日 115.89 6.0 0.0 2.5 6.6 0.1 0.3 0.00 22.3

26 月 115.02 8.0 0.0 2.4 6.6 0.1 0.3 0.00 21.6

27 火 119.17 5.3 0.0 2.6 6.6 0.1 0.2 0.00 21.8

28 水 115.97 5.7 0.0 2.7 6.6 0.1 0.3 0.00 21.4

29 木 117.48 9.0 0.0 2.2 6.8 0.1 0.3 0.00 22.9

30 金 121.97 6.5 0.0 2.1 6.8 0.1 0.3 0.00 23.4

31 土 123.18 6.9 0.0 2.0 7.2 0.1 0.3 0.00 27.4

123.18 10.7 0.0 18.4 8.8 0.5 0.5 0.00 27.4

49.48 0.8 0.0 1.6 6.5 0.0 0.2 0.00 20.6

105.88 5.9 0.0 4.1 6.9 0.1 0.3 0.00 22.3

2009年1月

最 大

最 小

平 均

日付
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・平成 21 年 2 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1号炉

焼却量 NOx SO2 CO O2 HCl ばいじん 水銀 排ガス

t ppm ppm ppm % ppm mg/Nm3 mg/Nm3 kNm3/h

積算値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値

1 日

2 月

3 火

4 水

5 木

6 金

7 土

8 日

9 月

10 火

11 水

12 木

13 金

14 土

15 日

16 月

17 火

18 水 47.75 0.0 0.1 16.3 8.2 0.1 0.0 0.00 20.0

19 木 105.64 0.2 0.1 4.7 6.9 0.1 0.1 0.00 18.7

20 金 110.10 7.0 0.1 4.9 6.5 0.1 0.1 0.00 19.4

21 土 102.68 7.2 0.1 3.6 6.8 0.1 0.1 0.00 18.3

22 日 104.29 7.6 0.1 4.0 8.0 0.1 0.1 0.00 20.7

23 月 101.73 5.4 0.0 2.4 8.0 0.3 0.1 0.00 23.7

24 火 115.28 2.9 0.1 2.3 7.6 0.1 0.2 0.00 26.9

25 水 118.10 0.1 0.2 0.8 6.9 0.1 0.2 0.00 28.4

26 木 133.43 0.0 0.0 1.2 6.8 0.1 0.2 0.00 31.9

27 金 107.04 0.3 0.1 2.0 7.6 0.1 0.2 0.00 25.3

28 土 105.50 1.3 0.1 3.4 7.3 0.1 0.1 0.00 24.7

133.43 7.6 0.2 16.3 8.2 0.3 0.2 0.00 31.9

47.75 0.0 0.0 0.8 6.5 0.1 0.0 0.00 18.3

104.69 2.9 0.1 4.1 7.3 0.1 0.1 0.00 23.5

2009年2月

平 均

日付

最 大

最 小
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2号炉

焼却量 NOx SO2 CO O2 HCl ばいじん 水銀 排ガス

t ppm ppm ppm % ppm mg/Nm3 mg/Nm3 kNm3/h

積算値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値

1 日 60.20 7.5 0.0 2.4 8.4 0.1 0.3 0.00 25.3

2 月

3 火

4 水

5 木

6 金

7 土

8 日

9 月

10 火

11 水

12 木

13 金

14 土

15 日

16 月 61.62 0.3 0.0 10.9 9.0 0.4 0.5 0.00 24.2

17 火 105.26 1.3 0.0 2.6 7.0 0.1 0.3 0.00 24.1

18 水 106.74 5.2 0.0 2.1 6.6 0.1 0.3 0.00 25.6

19 木 107.34 6.5 0.0 1.9 6.3 0.1 0.3 0.00 24.9

20 金 110.84 6.9 0.0 2.4 6.7 0.1 0.3 0.00 25.1

21 土 102.41 3.1 0.0 1.8 8.3 0.1 0.3 0.00 22.2

22 日 105.43 2.7 0.0 1.9 6.2 0.1 0.2 0.00 19.1

23 月 103.39 5.4 0.0 1.9 5.9 0.1 0.2 0.00 18.4

24 火 116.48 7.4 0.0 1.9 5.9 0.1 0.3 0.00 20.6

25 水 117.77 4.7 0.0 2.0 5.8 0.1 0.3 0.00 21.3

26 木 124.40 2.6 0.0 2.2 6.0 0.1 0.3 0.00 24.9

27 金

28 土

124.40 7.5 0.0 10.9 9.0 0.4 0.5 0.00 25.6

60.20 0.3 0.0 1.8 5.8 0.1 0.2 0.00 18.4

101.82 4.5 0.0 2.8 6.8 0.1 0.3 0.00 23.0

2009年2月

最 大

最 小

平 均

日付
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・平成 21 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1号炉

焼却量 NOx SO2 CO O2 HCl ばいじん 水銀 排ガス

t ppm ppm ppm % ppm mg/Nm3 mg/Nm3 kNm3/h

積算値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値

1 日 63.28 0.5 0.1 4.5 8.7 0.1 0.1 0.00 21.8

2 月

3 火

4 水

5 木

6 金

7 土

8 日

9 月

10 火

11 水

12 木

13 金

14 土

15 日

16 月

17 火

18 水

19 木

20 金

21 土

22 日

23 月

24 火

25 水

26 木

27 金

28 土

29 日

30 月

31 火

63.28 0.5 0.1 4.5 8.7 0.1 0.1 0.00 21.8

63.28 0.5 0.1 4.5 8.7 0.1 0.1 0.00 21.8

63.28 0.5 0.1 4.5 8.7 0.1 0.1 0.00 21.8

2009年3月

平 均

日付

最 大

最 小
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2号炉

焼却量 NOx SO2 CO O2 HCl ばいじん 水銀 排ガス

t ppm ppm ppm % ppm mg/Nm3 mg/Nm3 kNm3/h

積算値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値

1 日

2 月

3 火

4 水

5 木

6 金

7 土

8 日

9 月

10 火

11 水

12 木

13 金

14 土

15 日

16 月 43.25 0.2 0.0 14.5 7.9 0.3 0.4 0.00 23.1

17 火 116.40 0.3 0.0 3.1 6.7 0.1 0.3 0.00 24.0

18 水 118.16 1.3 0.1 2.6 7.1 0.5 0.3 0.00 27.1

19 木 116.05 2.3 0.0 2.2 7.6 0.1 0.4 0.00 32.0

20 金 115.83 0.7 0.0 2.1 7.7 0.1 0.3 0.00 26.8

21 土 119.40 0.3 0.0 1.5 8.3 0.1 0.4 0.00 27.0

22 日 114.76 0.6 0.0 2.3 8.6 0.1 0.4 0.00 26.2

23 月 115.01 1.1 0.0 1.4 8.5 0.1 0.3 0.00 26.3

24 火 119.01 4.7 0.0 1.6 7.7 0.1 0.3 0.00 26.1

25 水 117.23 7.7 0.0 3.2 7.4 0.1 0.3 0.00 23.7

26 木 115.54 7.3 0.0 1.6 7.4 0.1 0.3 0.00 27.1

27 金 115.48 8.9 0.0 1.8 7.0 0.1 0.3 0.00 28.4

28 土 118.49 6.4 0.0 1.5 7.0 0.1 0.3 0.00 28.9

29 日 115.71 7.0 0.0 1.6 7.0 0.1 0.3 0.00 28.9

30 月 116.76 7.5 0.0 1.5 7.1 0.1 0.3 0.00 29.0

31 火 117.74 7.6 0.0 2.1 8.1 0.1 0.3 0.00 27.1

119.40 8.9 0.1 14.5 8.6 0.5 0.4 0.00 32.0

43.25 0.2 0.0 1.4 6.7 0.1 0.3 0.00 23.1

112.18 4.0 0.0 2.8 7.6 0.1 0.3 0.00 27.0

2009年3月

最 大

最 小

平 均

日付
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5.1.2 放流水（雨水・下水）水質調査 

(1) 調査項目 

調査項目は、表 5.1.2.1 に示す方法とした。 

 

表 5.1.2.1 調査項目 

区 分 調査項目 

雨水放流水 
水質 

（降雨時） 

水温、透視度、濁度、水素イオン濃度（ｐH）、浮遊物質量（SS）、Pb(溶解性、
懸濁性の別)、As(溶解性、懸濁性の別)、硫酸イオン注１） 

下水放流水 
水質 

生活環境項目 
（水温、ﾖｳ素消費量、水素ｲｵﾝ濃度（pH）、生物化学的酸素要求量（BOD）、浮
遊物質量（SS）、ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質（鉱油類）、ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質（動植物油
脂類）、ﾌｪﾉｰﾙ類、銅、亜鉛、溶解性鉄、溶解性ﾏﾝｶﾞﾝ、ｸﾛﾑ、窒素、ﾘﾝ） 
健康項目 
（ｶﾄﾞﾐｳﾑ、全ｼｱﾝ、有機ﾘﾝ、鉛、六価ｸﾛﾑ、砒素、総水銀、ｱﾙｷﾙ水銀、PCB、ﾄ
ﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、四塩化炭素、1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴ
ﾁﾚﾝ、ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟ
ﾝ、ﾁｳﾗﾑ、ｼﾏｼﾞﾝ、ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ、ﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｾﾚﾝ、ほう素、ふっ素、ｱﾝﾓﾆｱ性窒素+
亜硝酸性窒素+硝酸性窒素、ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類） 

注 1）硫酸イオンについては、各地点の原水のみについて実施。 

 

(2) 調査方法 

測定方法は、雨水放流水については「水質汚濁に係る環境基準について」（昭和 46 年環境庁

告示第 59 号）等、下水放流水については「下水の水質の検定方法等に関する省令」（昭和 37

年厚生省・建設省令第 1号）等に準拠し、実施した。 

 

表 5.1.2.2 測定方法 

区  分 調   査   方   法 

雨水放流水 
水質 

（降雨時） 

日本工業規格 K0101「工業用水試験方法」、日本工業規格 K0102「工場排水試
験法」に定める方法、環境基本法（平成 5年法律第 91 号）に基づく「水質汚
濁に係る環境基準について」（昭和 46 年環境庁告示第 59 号）に定める方法 

下水放流水 
水質 

日本工業規格 K0102「工場排水試験法」に定める方法、「下水の水質の検定方
法等に関する省令」（昭和 37 年厚生省・建設省令第 1号）に定める方法 

 

(3) 調査期間 

調査期間（採水日）は、表 5.1.2.3 に示す期間とした。 

 

表 5.1.2.3 調査期間 

調査時期 調査期間 

雨水放流水 
水質 

（降雨時） 

第 1回：平成 20 年 5月 19 日（10:00～18:05） 
第 2回：平成 20 年 5月 27 日（10:00～18:10） 
第 3回：平成 20 年 7月 29 日（12:00～18:00） 
第 4回：平成 20 年 7月 30 日（10:00～18:10） 
第 5回：平成 20 年 9月 30 日（10:00～18:05） 
第 6回：平成 21 年 1月 28 日（10:00～16:00） 

下水放流水 
水質 

第 1回：平成 20 年 12 月 25 日 
第 2 回：平成 21 年 1月 30 日 
第 3 回：平成 21 年 2月 25 日 
第 4 回：平成 21 年 3月 19 日 
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(4) 調査地点 

調査地点は、事業区域内から河川に放流する 3地点（Ｗ－１～Ｗ－３）とした。 

調査地点を表 5.1.2.4 及び図 5.1.2.1 に示す。1 

 

表 5.1.2.4 水質調査地点 

区  分 地点番号 調査地点 実施回 

Ｗ-1 事業地南側放流口 

処理水（田尻川への放流水）及び処

理前の原水（貯留水） 

第 1回（原水[貯留水]） 
第 2回（処理水、原水[貯留水]）
第 3回（処理水、原水[貯留水]）
第 4回（処理水、原水[貯留水]）
第 5回（処理水、原水[貯留水]）
第 6回（処理水、原水[貯留水]）

Ｗ-2 事業地東側放流口 

処理水（田尻川への放流水）及び処

理前の原水（貯留水） 

第 1回（処理水、原水[貯留水]）
第 2回（処理水、原水[貯留水]）
第 3回（処理水） 
第 4回（処理水、原水[貯留水]）
第 5回（処理水、原水[貯留水]）

雨水放流水 

水質 

Ｗ-3 事業地北東側放流口 

処理水（田尻川への放流水）及び処

理前の原水（貯留水） 

第 2回（処理水、原水[貯留水]）
第 4回（処理水、原水[貯留水]）

下水放流水 

水質 

Ｗ-1 事業地南側放流口 

下水放流水 

4 回/試運転時 
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図 5.1.2.1 放流水水質調査地点位置図 
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(5) 調査結果 

1) 雨水放流水 水質調査結果 

以下に示すとおり、平成 20 年度の雨水放流水の水質調査結果は、管理目標値を設けている

項目について、全て管理目標値以下の水質であった。 

 

・第 1回［採水日：平成 20 年 5 月 19 日］ 

 採取  水温 透視度 濁度 ｐＨ ＳＳ
硫酸
イオン

全鉛
溶解性
鉛 

懸濁性 
鉛 

全砒素 
溶解性
砒素

懸濁性
砒素

項目 
 

試料 

調査日 
 時刻  （℃） （度） （度）  （mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）

① 10：00 17.2  >30 9.2 7.6 2 24 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005
② 12：00 17.0  >30 11 7.8 3 23 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005
③ 14：00 16.7  >30 12 7.8 3 23 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

④ 16：00 16.1  >30 14 7.8 4 23 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

W-1 
（南側 
放流水）

5月 
19 日 

⑤ 18：00 15.5  >30 15 7.8 4 23 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

Ｗ-２ 
(原水) 

5 月 
19 日 

① 10：15 14.9  3 240 8.0 88 9.1 0.044 0.024 0.020 0.005 <0.005 0.005 

① 10：15 15.0  23 35 7.8 30 － 0.011 <0.005 0.011 <0.005 <0.005 <0.005
② 12：05 14.8  >30 14 7.6 19 － 0.007 <0.005 0.007 <0.005 <0.005 <0.005

③ 14：05 14.5  >30 10 7.5 12 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005
④ 16：05 14.2  >30 8.5 7.5 10 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

Ｗ-２ 
（東側 
放流水）

5月 
19 日 

⑤ 18：05 14.2  29 22 7.4 19 － 0.006 <0.005 0.006 <0.005 <0.005 <0.005

管理目標 － － － － 
70 
（90）

－ 0.1 0.1 

排水基準 － － － 
5.8～
8.6

150
（200）

－ 0.1 0.1 

 

参 

考 
 

上乗せ 
排水基準 

－ － － － 
70 
（90）

－ 0.1 0.05 

（注１）懸濁性は全量から溶解性を差し引いた値（溶解性が検出せずの場合、０として計算した）。 

（注２）排水基準は水質汚濁防止法に基づく排水基準、上乗せ基準は兵庫県の上乗せ排水基準（その他の特定事業場：排水量 1000m3 以

上 5000m3未満の値）である。 

    なお、2段書きについては、上段が日間平均値、（ ）は最大値を示した。 

 

 

 

 

 



 24

・第 2回［採水日：平成 20 年 5 月 27 日］ 

 採取  水温 透視度 濁度 ｐＨ ＳＳ
硫酸
イオン

全鉛
溶解性
鉛 

懸濁性 
鉛 

全砒素 
溶解性
砒素

懸濁性
砒素

項目 
 

試料 

調査日 
 時刻  （℃） （度） （度）  （mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）

Ｗ-1 
（源水）

5月 
27 日 

① 10：00 17.0  7 87 7.7 52 28 0.021 0.009 0.012 0.005 <0.005 0.005 

① 10：00 17.3  >30 4.5 8.0 8.0 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005
② 12：00 18.0  >30 5.9 8.2 9.0 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005
③ 14：00 17.6  >30 3.1 8.2 8.0 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

④ 16：00 17.0  >30 5.8 8.3 14 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

Ｗ-1 
（南側 
放流水 

5 月 
27 日 

⑤ 18：00 16.5  >30 5.2 8.5 13 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

Ｗ-２ 
(原水) 

5 月 
27 日 

① 10：05 17.2  3.0  320 8.4 130 8.0 0.045 0.020 0.025 0.006 <0.005 0.006 

① 10：05 17.3  >30 17 8.0 18 － 0.006 <0.005 0.006 <0.005 <0.005 <0.005

② 12：05 18.2  >30 16 7.9 18 － 0.005 <0.005 0.005 <0.005 <0.005 <0.005
③ 14：05 18.1  >30 11 7.9 11 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005
④ 16：05 18.2  >30 12 7.6 13 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

Ｗ-２ 
（東側 
放流水）

5月 
27 日 

⑤ 18：05 17.7  >30 8.8 7.6 10 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

Ｗ-３ 
(原水) 

5 月 
27 日 

① 10：20 24.0  14 63 8.4 23 5.6 0.012 0.012 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

① 10：25 19.8  >30 3.5 7.3 6.0 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

② 12：10 20.5  >30 11 7.3 30 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

③ 14：15 20.7  >30 3.4 7.2 7.0 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005
④ 16：15 20.3  >30 2.7 7.1 7.0 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

Ｗ-３ 
（北側 
放流水）

5月 
27 日 

⑤ 18：10 19.7  >30 4.8 7.0 9.0 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

管理目標 － － － － 
70 
（90）

－ 0.1 0.1 

排水基準 － － － 
5.8～
8.6

150
（200）

－ 0.1 0.1 

 

参 

考 
 

上乗せ 
排水基準 

－ － － － 
70 
（90）

－ 0.1 0.05 

（注１）懸濁性は全量から溶解性を差し引いた値（溶解性が検出せずの場合、０として計算した）。 

（注２）排水基準は水質汚濁防止法に基づく排水基準、上乗せ基準は兵庫県の上乗せ排水基準（その他の特定事業場：排水量 1000m3 以

上 5000m3未満の値）である。 

 

・第 3回［採水日：平成 20 年 7 月 28 日、29 日］ 

 採取  水温 透視度 濁度 ｐＨ ＳＳ
硫酸
イオン

全鉛
溶解性
鉛 

懸濁性 
鉛 

全砒素 
溶解性
砒素

懸濁性
砒素

項目 
 

試料 

調査日 
 時刻  （℃） （度） （度）  （mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）

Ｗ-１ 
（原水）

7月 
29 日 

① 12：00 22.1  6 160 7.5 85 27 0.032 <0.005 0.032 0.005 <0.005 0.005 

① 12：00 22.0  25  22 9.6 22 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005
② 14：00 22.6  >30 13 8.9 12 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005
③ 16：00 23.1  21  33 9.0 26 － 0.006 <0.005 0.006 <0.005 <0.005 <0.005

Ｗ-１ 
（南側 
放流水）

7月 
29 日 

④ 18：00 22.7  21  32 9.6 34 － 0.005 <0.005 0.005 <0.005 <0.005 <0.005

Ｗ-２ 
（東側 
放流水）

7月 
28 日 

① 17：00 －  >30 13 9.4 10 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

管理目標 － － － － 
70 
（90）

－ 0.1 0.1 

排水基準 － － － 
5.8～
8.6

150
（200）

－ 0.1 0.1 

 

参 

考 
 

上乗せ 
排水基準 

－ － － － 
70 
（90）

－ 0.1 0.05 

（注１）懸濁性は全量から溶解性を差し引いた値（溶解性が検出せずの場合、０として計算した）。 

（注２）排水基準は水質汚濁防止法に基づく排水基準、上乗せ基準は兵庫県の上乗せ排水基準（その他の特定事業場：排水量 1000m3 以

上 5000m3未満の値）である。 

    なお、2段書きについては、上段が日間平均値、（ ）は最大値を示した。 

 



 25

・第 4回［採水日：平成 20 年 7 月 30 日］ 

 採取  水温 透視度 濁度 ｐＨ ＳＳ
硫酸
イオン

全鉛
溶解性
鉛 

懸濁性 
鉛 

全砒素 
溶解性
砒素

懸濁性
砒素

項目 
 

試料 

調査日 
 時刻  （℃） （度） （度）  （mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）

Ｗ-１ 
（原水）

7月 
30 日 

① 10：00 23.1 9 94 7.5 54 28 0.020 0.007 0.013 0.005 0.005 <0.005

① 10：00 23.1 >30 4.1 9.2 4 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005
② 12：00 23.4 >30 4.1 8.2 5 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005
③ 14：00 23.8 >30 3.7 8.3 4 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

④ 16：00 23.7 >30 4.6 8.2 8 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

Ｗ-１ 
（南側 
放流水）

7月 
30 日 

⑤ 18：00 23.7 >30 6.4 9.1 7 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

Ｗ-２ 
(原水) 

7 月 
30 日 

① 10：20 24.0 2 550 7.5 200 9.5 0.088 0.019 0.069 0.006 0.006 <0.005

① 10：20 24.0 29 14 9.2 7 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005
② 12：05 24.1 26 23 7.3 19 － 0.006 <0.005 0.006 <0.005 <0.005 <0.005
③ 14：05 24.4 22 23 7.4 18 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005
④ 16：05 24.4 >30 13 7.4 10 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

Ｗ-２ 
（東側 
放流水）

7月 
30 日 

⑤ 18：05 24.4 >30 10 7.4 7 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

Ｗ-３ 
(原水) 

7 月 
30 日 

① 10：10 27.8 9 110 8.6 49 8.3 0.022 0.011 0.011 <0.005 <0.005 <0.005

① 10：10 26.8 26 20 7.4 16 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

② 12：10 27.0 >30 11 7.4 10 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005
③ 14：10 27.6 >30 3.7 7.4 4 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005
④ 16：10 27.8 >30 4.2 7.6 5 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

Ｗ-３ 
（北側 
放流水）

7月 
30 日 

⑤ 18：10 27.8 >30 11 7.9 14 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

管理目標 － － － － 
70 
（90）

－ 0.1 0.1 

排水基準 － － － 
5.8～
8.6

150
（200）

－ 0.1 0.1 

 

参 

考 
 

上乗せ 
排水基準 

－ － － － 
70 
（90）

－ 0.1 0.05 

（注１）懸濁性は全量から溶解性を差し引いた値（溶解性が検出せずの場合、０として計算した）。 

（注２）排水基準は水質汚濁防止法に基づく排水基準、上乗せ基準は兵庫県の上乗せ排水基準（その他の特定事業場：排水量 1000m3 以

上 5000m3未満の値）である。 

    なお、2段書きについては、上段が日間平均値、（ ）は最大値を示した。 

 

・第 5回［採水日：平成 20 年 9 月 26 日］ 

 採取  水温 透視度 濁度 ｐＨ ＳＳ
硫酸
イオン

全鉛
溶解性
鉛 

懸濁性 
鉛 

全砒素 
溶解性
砒素

懸濁性
砒素

項目 
 

試料 

調査日 
 時刻  （℃） （度） （度）  （mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）

Ｗ-１ 
（原水）

9月 
26 日 

① 10:00 23.0 3 250 8.2 180 24 0.058 <0.005 0.058 0.005 <0.005 <0.005

① 10:00 23.1 29 7.4 7.7 8 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005
② 12:00 23.1 >30 8.1 7.5 9 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005
③ 14:00 23.0 21 23.0 7.3 21 － 0.006 <0.005 0.006 <0.005 <0.005 <0.005

④ 16:00 22.7 >30 17.0 7.2 12 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

Ｗ-１ 
（南側 
放流水）

9月 
26 日 

⑤ 18:00 22.5 >30 29.0 7.1 25 － 0.006 <0.005 0.006 <0.005 <0.005 <0.005

Ｗ-２ 
(原水) 

9 月 
26 日 

① 10:20 21.6 1 1400 8.0 980 10 0.29 <0.005 0.29 0.022 0.005 0.017

① 10:20 21.4 15 36 7.3 27 － 0.008 <0.005 0.008 <0.005 <0.005 <0.005
② 12:05 21.5 18 56 7.2 38 － 0.016 <0.005 0.016 <0.005 <0.005 <0.005
③ 14:05 21.5 28 24 7.3 20 － 0.007 <0.005 0.007 <0.005 <0.005 <0.005
④ 16:05 21.4 >30 10 7.2 11 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

Ｗ-２ 
（東側 
放流水）

9月 
26 日 

⑤ 18:05 21.2 >30 13 7.2 9 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

管理目標 － － － － 
70 
（90）

－ 0.1 0.1 

排水基準 － － － 
5.8～
8.6

150
（200）

－ 0.1 0.1 

 

参 

考 
 

上乗せ 
排水基準 

－ － － － 
70 
（90）

－ 0.1 0.05 

（注１）懸濁性は全量から溶解性を差し引いた値（溶解性が検出せずの場合、０として計算した）。 

（注２）排水基準は水質汚濁防止法に基づく排水基準、上乗せ基準は兵庫県の上乗せ排水基準（その他の特定事業場：排水量 1000m3 以

上 5000m3未満の値）である。 

    なお、2段書きについては、上段が日間平均値、（ ）は最大値を示した。 
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・第 6回［採水日：平成 21 年 1 月 28 日］ 

 採取  水温 透視度 濁度 ｐＨ ＳＳ
硫酸
イオン

全鉛
溶解性
鉛 

懸濁性 
鉛 

全砒素 
溶解性
砒素

懸濁性
砒素

項目 
 

試料 

調査日 
 時刻  （℃） （度） （度）  （mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）（mg/ℓ）

Ｗ-１ 
（南側 
原水） 

1 月 
28 日 

① 10：00 5.8  18  22 6.8 20 34 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

① 10：05 5.8  28 15 7.1 17 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005
② 12：00 6.5  >30 16 7.2 20 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005
③ 14：00 6.0  28 14 7.2 17 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

Ｗ-１ 
（南側 
放流水）

1月 
28 日 

④ 16：00 6.0  26 16 7.2 16 － <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

管理目標 － － － － 
70 
（90）

－ 0.1 0.1 

排水基準 － － － 
5.8～
8.6

150
（200）

－ 0.1 0.1 

 

参 

考 
 

上乗せ 
排水基準 

－ － － － 
70 
（90）

－ 0.1 0.05 

（注１）懸濁性は全量から溶解性を差し引いた値（溶解性が検出せずの場合、０として計算した）。 

（注２）排水基準は水質汚濁防止法に基づく排水基準、上乗せ基準は兵庫県の上乗せ排水基準（その他の特定事業場：排水量 1000m3 以

上 5000m3未満の値）である。 

    なお、2段書きについては、上段が日間平均値、（ ）は最大値を示した。 
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2) 下水放流水 水質調査結果 

以下に示すとおり、平成 20 年度の下水放流水の調査結果は、全 4回の調査ともに全項目に

ついて設定した下水排水基準を満たす値であった。 

 

・第 1回水質調査結果（採水日：平成 20 年 12 月 25 日） 

 

項 目 単 位 調査結果 
達成 
状況 

下水道法、下水
道条例に基づく
下水排水基準 

水温 ℃ 12.4 ○ 45 未満 

ヨウ素消費量 ㎎/ℓ < 1 ○ 220 未満 

水素イオン濃度（pH） － 8.1 ○ 5～9 

生物化学的酸素要求量（BOD） ㎎/ℓ 11 ○ 600 

浮遊物質量（SS） ㎎/ℓ 9 ○ 600 

ノルマルヘキサン抽出物質（鉱油
類） 

㎎/ℓ < 0.5 ○ 5 

ノルマルヘキサン抽出物質（動植
物油脂類） 

㎎/ℓ 0.7 ○ 30 

フェノール類 ㎎/ℓ < 0.005 ○ 5 

銅 ㎎/ℓ < 0.01 ○ 3 

亜鉛 ㎎/ℓ < 0.01 ○ 2 

溶解性鉄 ㎎/ℓ 0.04 ○ 10 

溶解性マンガン ㎎/ℓ < 0.01 ○ 10 

クロム ㎎/ℓ < 0.02 ○ 2 

窒素 ㎎/ℓ 31 ○ 240 

生
活
環
境
項
目 

リン ㎎/ℓ 0.58 ○ 32 

カドミウム ㎎/ℓ < 0.001 ○ 0.1 

全シアン ㎎/ℓ < 0.1 ○ 1 

有機リン ㎎/ℓ < 0.1 ○ 1 

鉛 ㎎/ℓ < 0.005 ○ 0.1 

六価クロム ㎎/ℓ < 0.02 ○ 0.5 

砒素 ㎎/ℓ < 0.001 ○ 0.1 

総水銀 ㎎/ℓ < 0.0005 ○ 0.005 

アルキル水銀 ㎎/ℓ < 0.0005 ○ 不検出 

ＰＣＢ ㎎/ℓ < 0.0005 ○ 0.003 

トリクロロエチレン ㎎/ℓ < 0.003 ○ 0.3 

テトラクロロエチレン ㎎/ℓ < 0.001 ○ 0.1 

ジクロロメタン ㎎/ℓ < 0.002 ○ 0.2 

四塩化炭素 ㎎/ℓ < 0.0002 ○ 0.02 

1,2-ジクロロエタン ㎎/ℓ < 0.0004 ○ 0.04 

1,1-ジクロロエチレン ㎎/ℓ < 0.002 ○ 0.2 

シス-1,2-ジクロロエチレン ㎎/ℓ < 0.004 ○ 0.4 

1,1,1-トリクロロエタン ㎎/ℓ < 0.001 ○ 3 

1,1,2-トリクロロエタン ㎎/ℓ < 0.0006 ○ 0.06 

1,3-ジクロロプロペン ㎎/ℓ < 0.0002 ○ 0.02 

チウラム ㎎/ℓ < 0.0006 ○ 0.06 

シマジン ㎎/ℓ < 0.0003 ○ 0.03 

チオベンカルブ ㎎/ℓ < 0.002 ○ 0.2 

ベンゼン ㎎/ℓ < 0.001 ○ 0.1 

セレン ㎎/ℓ < 0.001 ○ 0.1 

ほう素 ㎎/ℓ 0.12 ○ 10 

ふっ素 ㎎/ℓ 0.6 ○ 8 

アンモニア性窒素、亜硝酸性窒素
及び硝酸性窒素 

㎎/ℓ 24.73 ○ 380 

健
康
項
目 

ダイオキシン類 pg-TEQ/ℓ 0.0033 ○ 10 
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・第 2回水質調査結果（採水日：平成 21 年 1 月 30 日） 

 

項 目 単 位 調査結果 
達成 
状況 

下水道法、下水
道条例に基づく
下水排水基準 

水温 ℃ 19.0 ○ 45 未満 

ヨウ素消費量 ㎎/ℓ 7 ○ 220 未満 

水素イオン濃度（pH） － 7.5 ○ 5～9 

生物化学的酸素要求量（BOD） ㎎/ℓ 21 ○ 600 

浮遊物質量（SS） ㎎/ℓ 29 ○ 600 

ノルマルヘキサン抽出物質（鉱油
類） 

㎎/ℓ < 0.5 ○ 5 

ノルマルヘキサン抽出物質（動植
物油脂類） 

㎎/ℓ 1.1 ○ 30 

フェノール類 ㎎/ℓ < 0.005 ○ 5 

銅 ㎎/ℓ < 0.01 ○ 3 

亜鉛 ㎎/ℓ 0.02 ○ 2 

溶解性鉄 ㎎/ℓ 0.05 ○ 10 

溶解性マンガン ㎎/ℓ 0.03 ○ 10 

クロム ㎎/ℓ < 0.02 ○ 2 

窒素 ㎎/ℓ 24 ○ 240 

生
活
環
境
項
目 

リン ㎎/ℓ 1.1 ○ 32 

カドミウム ㎎/ℓ < 0.001 ○ 0.1 

全シアン ㎎/ℓ < 0.1 ○ 1 

有機リン ㎎/ℓ < 0.1 ○ 1 

鉛 ㎎/ℓ < 0.005 ○ 0.1 

六価クロム ㎎/ℓ < 0.02 ○ 0.5 

砒素 ㎎/ℓ 0.005 ○ 0.1 

総水銀 ㎎/ℓ < 0.0005 ○ 0.005 

アルキル水銀 ㎎/ℓ < 0.0005 ○ 不検出 

ＰＣＢ ㎎/ℓ < 0.0005 ○ 0.003 

トリクロロエチレン ㎎/ℓ < 0.003 ○ 0.3 

テトラクロロエチレン ㎎/ℓ < 0.001 ○ 0.1 

ジクロロメタン ㎎/ℓ < 0.002 ○ 0.2 

四塩化炭素 ㎎/ℓ < 0.0002 ○ 0.02 

1,2-ジクロロエタン ㎎/ℓ < 0.0004 ○ 0.04 

1,1-ジクロロエチレン ㎎/ℓ < 0.002 ○ 0.2 

シス-1,2-ジクロロエチレン ㎎/ℓ < 0.004 ○ 0.4 

1,1,1-トリクロロエタン ㎎/ℓ < 0.001 ○ 3 

1,1,2-トリクロロエタン ㎎/ℓ < 0.0006 ○ 0.06 

1,3-ジクロロプロペン ㎎/ℓ < 0.0002 ○ 0.02 

チウラム ㎎/ℓ < 0.0006 ○ 0.06 

シマジン ㎎/ℓ < 0.0003 ○ 0.03 

チオベンカルブ ㎎/ℓ < 0.002 ○ 0.2 

ベンゼン ㎎/ℓ < 0.001 ○ 0.1 

セレン ㎎/ℓ < 0.001 ○ 0.1 

ほう素 ㎎/ℓ 0.34 ○ 10 

ふっ素 ㎎/ℓ 0.2 ○ 8 

アンモニア性窒素、亜硝酸性窒素
及び硝酸性窒素 

㎎/ℓ 20.03 ○ 380 

健
康
項
目 

ダイオキシン類 pg-TEQ/ℓ 0.012 ○ 10 
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・第 3回水質調査結果（採水日：平成 21 年 2 月 25 日） 

 

項 目 単 位 調査結果 
達成 
状況 

下水道法、下水
道条例に基づく
下水排水基準 

水温 ℃ 10.5 ○ 45 未満 

ヨウ素消費量 ㎎/ℓ < 1 ○ 220 未満 

水素イオン濃度（pH） － 7.4 ○ 5～9 

生物化学的酸素要求量（BOD） ㎎/ℓ 11 ○ 600 

浮遊物質量（SS） ㎎/ℓ 24 ○ 600 

ノルマルヘキサン抽出物質（鉱油
類） 

㎎/ℓ < 0.5 ○ 5 

ノルマルヘキサン抽出物質（動植
物油脂類） 

㎎/ℓ < 0.5 ○ 30 

フェノール類 ㎎/ℓ < 0.005 ○ 5 

銅 ㎎/ℓ < 0.01 ○ 3 

亜鉛 ㎎/ℓ 0.01 ○ 2 

溶解性鉄 ㎎/ℓ < 0.01 ○ 10 

溶解性マンガン ㎎/ℓ 0.04 ○ 10 

クロム ㎎/ℓ < 0.02 ○ 2 

窒素 ㎎/ℓ 16 ○ 240 

生
活
環
境
項
目 

リン ㎎/ℓ 0.39 ○ 32 

カドミウム ㎎/ℓ < 0.001 ○ 0.1 

全シアン ㎎/ℓ < 0.1 ○ 1 

有機リン ㎎/ℓ < 0.1 ○ 1 

鉛 ㎎/ℓ < 0.005 ○ 0.1 

六価クロム ㎎/ℓ < 0.02 ○ 0.5 

砒素 ㎎/ℓ < 0.001 ○ 0.1 

総水銀 ㎎/ℓ < 0.0005 ○ 0.005 

アルキル水銀 ㎎/ℓ < 0.0005 ○ 不検出 

ＰＣＢ ㎎/ℓ < 0.0005 ○ 0.003 

トリクロロエチレン ㎎/ℓ < 0.003 ○ 0.3 

テトラクロロエチレン ㎎/ℓ < 0.001 ○ 0.1 

ジクロロメタン ㎎/ℓ < 0.002 ○ 0.2 

四塩化炭素 ㎎/ℓ < 0.0002 ○ 0.02 

1,2-ジクロロエタン ㎎/ℓ < 0.0004 ○ 0.04 

1,1-ジクロロエチレン ㎎/ℓ < 0.002 ○ 0.2 

シス-1,2-ジクロロエチレン ㎎/ℓ < 0.004 ○ 0.4 

1,1,1-トリクロロエタン ㎎/ℓ < 0.001 ○ 3 

1,1,2-トリクロロエタン ㎎/ℓ < 0.0006 ○ 0.06 

1,3-ジクロロプロペン ㎎/ℓ < 0.0002 ○ 0.02 

チウラム ㎎/ℓ < 0.0006 ○ 0.06 

シマジン ㎎/ℓ < 0.0003 ○ 0.03 

チオベンカルブ ㎎/ℓ < 0.002 ○ 0.2 

ベンゼン ㎎/ℓ < 0.001 ○ 0.1 

セレン ㎎/ℓ < 0.001 ○ 0.1 

ほう素 ㎎/ℓ 0.73 ○ 10 

ふっ素 ㎎/ℓ 4.3 ○ 8 

アンモニア性窒素、亜硝酸性窒素
及び硝酸性窒素 

㎎/ℓ 15.49 ○ 380 

健
康
項
目 

ダイオキシン類 pg-TEQ/ℓ 0.0099 ○ 10 
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・第 4回水質調査結果（採水日：平成 21 年 3 月 19 日） 

 

項 目 単 位 調査結果 
達成 
状況 

下水道法、下水
道条例に基づく
下水排水基準 

水温 ℃ 11.2 ○ 45 未満 

ヨウ素消費量 ㎎/ℓ < 1 ○ 220 未満 

水素イオン濃度（pH） － 6.8 ○ 5～9 

生物化学的酸素要求量（BOD） ㎎/ℓ 5.9 ○ 600 

浮遊物質量（SS） ㎎/ℓ 99 ○ 600 

ノルマルヘキサン抽出物質（鉱油
類） 

㎎/ℓ < 0.5 ○ 5 

ノルマルヘキサン抽出物質（動植
物油脂類） 

㎎/ℓ < 0.5 ○ 30 

フェノール類 ㎎/ℓ < 0.005 ○ 5 

銅 ㎎/ℓ < 0.01 ○ 3 

亜鉛 ㎎/ℓ 0.03 ○ 2 

溶解性鉄 ㎎/ℓ 0.01 ○ 10 

溶解性マンガン ㎎/ℓ 0.08 ○ 10 

クロム ㎎/ℓ < 0.02 ○ 2 

窒素 ㎎/ℓ 8.6 ○ 240 

生
活
環
境
項
目 

リン ㎎/ℓ 0.12 ○ 32 

カドミウム ㎎/ℓ < 0.001 ○ 0.1 

全シアン ㎎/ℓ < 0.1 ○ 1 

有機リン ㎎/ℓ < 0.1 ○ 1 

鉛 ㎎/ℓ < 0.005 ○ 0.1 

六価クロム ㎎/ℓ < 0.02 ○ 0.5 

砒素 ㎎/ℓ < 0.001 ○ 0.1 

総水銀 ㎎/ℓ < 0.0005 ○ 0.005 

アルキル水銀 ㎎/ℓ < 0.0005 ○ 不検出 

ＰＣＢ ㎎/ℓ < 0.0005 ○ 0.003 

トリクロロエチレン ㎎/ℓ < 0.003 ○ 0.3 

テトラクロロエチレン ㎎/ℓ < 0.001 ○ 0.1 

ジクロロメタン ㎎/ℓ < 0.002 ○ 0.2 

四塩化炭素 ㎎/ℓ < 0.0002 ○ 0.02 

1,2-ジクロロエタン ㎎/ℓ < 0.0004 ○ 0.04 

1,1-ジクロロエチレン ㎎/ℓ < 0.002 ○ 0.2 

シス-1,2-ジクロロエチレン ㎎/ℓ < 0.004 ○ 0.4 

1,1,1-トリクロロエタン ㎎/ℓ < 0.001 ○ 3 

1,1,2-トリクロロエタン ㎎/ℓ < 0.0006 ○ 0.06 

1,3-ジクロロプロペン ㎎/ℓ < 0.0002 ○ 0.02 

チウラム ㎎/ℓ < 0.0006 ○ 0.06 

シマジン ㎎/ℓ < 0.0003 ○ 0.03 

チオベンカルブ ㎎/ℓ < 0.002 ○ 0.2 

ベンゼン ㎎/ℓ < 0.001 ○ 0.1 

セレン ㎎/ℓ < 0.001 ○ 0.1 

ほう素 ㎎/ℓ 1.4 ○ 10 

ふっ素 ㎎/ℓ 5.4 ○ 8 

アンモニア性窒素、亜硝酸性窒素
及び硝酸性窒素 

㎎/ℓ 8.11 ○ 380 

健
康
項
目 

ダイオキシン類 pg-TEQ/ℓ 0.90 ○ 10 
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5.1.3 処分物 

(1) 調査項目 

調査項目は、表 5.1.3.1 に示すとおりとした。 

 

表 5.1.3.1 調査項目 

区 分 調査項目 

重金属類 含有量試験【スラグ】 ｶﾄﾞﾐｳﾑ、鉛、六価ｸﾛﾑ、砒素、水銀、ｾﾚﾝ、ふっ素、ほう素 

重金属類 溶出試験【スラグ】 ｶﾄﾞﾐｳﾑ、鉛、六価ｸﾛﾑ、砒素、水銀、ｾﾚﾝ、ふっ素、ほう素 

重金属類 溶出試験【飛灰固化物】 ｱﾙｷﾙ水銀、水銀、ｶﾄﾞﾐｳﾑ、鉛、六価ｸﾛﾑ、砒素、ｾﾚﾝ 

ダイオキシン類【スラグ】 ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類 

ダイオキシン類【飛灰固化物】 ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類 

 

(2) 調査方法 

調査方法は、表 5.1.3.2 に示す各項目の測定方法とした。 

 

表 5.1.3.2 調査方法 

区 分 測 定 方 法 

重金属類 含有量試験【スラグ】 

重金属類 溶出試験【スラグ】 

重金属類 溶出試験【飛灰固化物】 

日本工業規格 K0102 等に基づく「土壌対策汚染法」（昭和 14
年）に定める方法等による。 

ダイオキシン類【スラグ】 

ダイオキシン類【飛灰固化物】 

「ダイオキシン類特別措置法」（平成 11 年）に定められる高
分解能ガスクロマトグラフ質量分析計により測定する方法。

 

(3) 調査期間 

調査期間は、表 5.1.3.3 に示すとおり。 

表 5.1.3.3 調査期間 

区 分 調 査 期 間 

重金属類 含有量試験【スラグ】 

重金属類 溶出試験【スラグ】 

重金属類 溶出試験【飛灰固化物】 

ダイオキシン類【スラグ】 

ダイオキシン類【飛灰固化物】 

平成 21 年 2月 25 日 試運転時（試料採取） 

 

(4) 調査地点 

調査地点は、表 5.1.3.4 に示すとおりとした。 

表 5.1.3.4 調査地点 

区 分 調 査 地 点 

重金属類 含有量試験【スラグ】 

重金属類 溶出試験【スラグ】 

重金属類 溶出試験【飛灰固化物】 

ダイオキシン類【スラグ】 

ダイオキシン類【飛灰固化物】 

1 箇所：焼却施設内 搬送ｺﾝﾍﾞﾔ（試料採取場所） 
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(5) 調査結果 

処分物（スラグ及び飛灰固化物）中の重金属類及びダイオキシン類の濃度の測定結果は、

いずれの項目についても基準値を満たす値であった。 

 

1) 重金属類 含有量試験【スラグ】 

（採取日：平成 21 年 2 月 25 日：試運転時） 

 
項 目 分析結果 基準値 

カドミウム mg/kg <0.5 150 以下 

鉛 mg/kg 14 150 以下 

六価クロム mg/kg <2 250 以下 
砒素 mg/kg <0.05 150 以下 
水銀 mg/kg <0.01 15 以下 
セレン mg/kg <0.05 150 以下 
ふっ素 mg/kg 270 4000 以下 
ほう素 mg/kg 130 4000 以下 

 

2) 重金属類 溶出試験【スラグ】 

（採取日：平成 21 年 2 月 25 日：試運転時） 

 
項 目 分析結果 基準値 

カドミウム mg/L <0.001 0.01 以下 

鉛 mg/L <0.001 0.01 以下 

六価クロム mg/L <0.02 0.05 以下 

砒素 mg/L 0.002 0.01 以下 
水銀 mg/L <0.0005 0.0005 以下 
セレン mg/L <0.001 0.01 以下 
ふっ素 mg/L <0.1 0.8 以下 
ほう素 mg/L <0.02 1.0 以下 

 

3) 重金属類 溶出試験【飛灰固化物】 

（採取日：平成 21 年 2 月 25 日：試運転時） 

 
項 目 分析結果 基準値 

アルキル水銀 mg/L <0.0005 検出されないこと 
水銀 mg/L <0.0005 0.005 以下 

カドミウム mg/L 0.008 0.1 以下 

鉛 mg/L 0.22 0.3 以下 

六価クロム mg/L <0.02 0.5 以下 

砒素 mg/L 0.014 0.3 以下 
セレン mg/L 0.001 0.3 以下 

 

4) ダイオキシン類【スラグ】 

（採取日：平成 21 年 2 月 25 日：試運転時） 

 
項 目 分析結果 基準値 

ダイオキシン類 ng-TEQ/g 0（定量下限以下） 3 以下 

 

5) ダイオキシン類【飛灰固化物】 

（採取日：平成 21 年 2 月 25 日：試運転時） 

 
項 目 分析結果 基準値 

ダイオキシン類 ng-TEQ/g 0.088 3 以下 
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5.2 環境モニタリング 

5.2.1 大気質 

(1) 調査項目 

調査項目は、工事中の影響又は施設試運転時の影響を対象とし、表 5.2.1 に示すとおりとし

た。 

 

表 5.2.1.1 大気質調査項目 

対  象 分 類 調  査  項  目 

大気質 

【7日間連続測定項目】 

二酸化硫黄（SO２） 

窒素酸化物（一酸化窒素(NO)，二酸化窒素(NO2)） 

浮遊粒子状物質（SPM） 

光化学オキシダント(OX) 

焼却施設の工事時の影響

及び現況把握のための大

気質調査 

（春季、夏季、秋季） 

 

 地上気象 風向・風速 

焼却施設の試運転に伴う

影響把握のための大気質

調査 

（冬季） 

大気質 

【7日間連続測定項目】 

二酸化硫黄（SO２） 

窒素酸化物（一酸化窒素(NO)，二酸化窒素(NO2)） 

浮遊粒子状物質（SPM） 

光化学オキシダント(OX) 

【1 検体測定項目】 

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類（1 週間平均）、塩化水素、ﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁ

ﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、水銀、粉じん、粉じん中

鉛、粉じん中ｶﾄﾞﾐｳﾑ 

 地上気象 風向・風速 

注）光化学オキシダントについては、環境影響評価書での事後調査計画では、調査対象項目としていなか 
ったが、現況調査時に環境基準を上回る値が観測されたため、環境保全委員会での意見を踏まえ、参 
考として測定した。 

 

(2) 調査方法 

大気質の測定方法は、「大気の汚染に係る環境基準について」（昭和48年環境庁告示第25号）、

「二酸化窒素に係る環境基準について」（昭和 53 年 7 月 11 日環境庁告示第 38 号）、「有害大気

汚染物質測定マニュアル」（平成 15 年、環境省）、「有害大気汚染物質測定マニュアル」（平成

15 年、環境省）、「ダイオキシン類に係る大気環境測定マニュアル」（平成 20 年 3 月、環境省）

等に準拠し、表 5.2.1.2 及び表 5.2.1.3 に示すとおり実施した。 

また、気象の測定は、「地上気象観測指針」（平成 14 年,気象庁）に準拠し、実施した。 
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表 5.2.1.2 大気質の測定方法（7日間連続測定項目） 

調 査 項 目 測    定    方    法 採取口高さ

二酸化硫黄 
紫外線蛍光法 
【昭和 48年 5 月 8日環境庁告示第 25 号 別表（JIS B 7952：
2004 ）】 

地上 1.5m 

窒素酸化物 
化学発光法 
【昭和53年7月11日環境庁告示第38号（JIS B 7953：2004 ）】 

地上 1.5m 

浮遊粒子状物質 
ベータ線吸収法 
【昭和 48年 5 月 8日環境庁告示第 25 号 別表（JIS B 7954：
2001 ）】 

地上 3.0m 

光化学オキシダント 
紫外線吸収法 
【昭和 48年 5 月 8日環境庁告示第 25 号 別表（JIS B 7957：
2006 ）】 

地上 1.5m 

 

表 5.2.1.3 大気質の測定方法（1検体測定項目） 

項  目 測    定    方    法 採取口高さ

塩化水素 イオンクロマトグラフ法 

【大気汚染物質測定法指針(昭和 62 年、環境庁)】 
地上 4～5m 

ベンゼン 揮発性有害大気汚染物質容器採取法(キャニスター)で採取

し、ガスクロマトグラフ質量分析計により測定 

【有害大気汚染物質測定マニュアル(平成 15 年、環境省)】 

地上 4～5m 

トリクロロエチレン 揮発性有害大気汚染物質容器採取法(キャニスター)で採取

し、ガスクロマトグラフ質量分析計により測定 

【有害大気汚染物質測定マニュアル(平成 15 年、環境省)】 

地上 4～5m 

テトラクロロエチレ

ン 

揮発性有害大気汚染物質容器採取法(キャニスター)で採取

し、ガスクロマトグラフ質量分析計により測定 

【有害大気汚染物質測定マニュアル(平成 15 年、環境省)】 

地上 4～5m 

ジクロロメタン 揮発性有害大気汚染物質容器採取法(キャニスター)で採取

し、ガスクロマトグラフ質量分析計により測定 

【有害大気汚染物質測定マニュアル(平成 15 年、環境省)】 

地上 4～5m 

水銀 金アマルガム捕集－加熱気化原子吸光分析法 

【有害大気汚染物質測定マニュアル(平成 11 年、環境庁)】 
地上 4～5m 

粉じん 

粉じん中鉛 

粉じん中カドミウム 

ハイボリウムエアサンプラーを用いてろ紙捕集し、誘導結合

プラズマ発光分析法 

【有害大気汚染物質測定マニュアル(平成 18 年、環境省)】 

地上 4～5m 

ダイオキシン類 「ダイオキシン類に係る大気環境測定マニュアル」（平成 20

年 3 月、環境省） 
地上 4～5m 
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(3) 調査期間 

調査期間は、表 5.2.1.4 に示す期間とし、調査開始日の 0時から調査終了日の 24 時までの連

続測定とした。 

 

表 5.2.1.4 調査内容 

対 象 調査期間 

春季 平成 20 年 6月 5日（木）～平成 20年 6 月 11 日（水） 

夏季 平成 20 年 8月 21 日（木）～平成 20 年 8 月 27 日（水） 

焼却施設の工事時の

影響及び現況把握の

ための大気質調査 秋季 平成 20 年 11 月 5 日（水）～平成 20年 11 月 11 日（火） 

焼却施設の試運転に

伴う影響把握のため

の大気質調査 

冬季 平成 21 年 1月 27 日（火）～平成 21 年 2 月 2日（月） 

 

(4) 調査地点 

調査地点の位置を表 5.2.1.5、図 5.2.1.1 に示す。 

 

表 5.2.1.5 調査地点 

対 象 調査地点 

焼却施設の工事時の影響及び

現況把握のための大気質調査 

焼却施設の試運転に伴う影響

把握のための大気質調査 

①一庫 

②国崎 

③黒川 

④野間出野 

⑤下田尻 

⑥千軒 

⑦新光風台 

⑧丸山台 

⑨上杉口 
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図 5.2.1.1 大気質調査地点位置図 
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(5) 調査結果 

1) 日別調査結果 

ア. 焼却施設の工事時の影響及び現況把握のための大気質調査 

ｱ) 春 季 

 

地点名：一庫 

測定日：平成 20 年 6 月 5日（木）～平成 20 年 6 月 11 日（水） 

月 日 

項 目 
6月5日 6月6日 6月7日 6月8日 6月9日 6月10日 6月11日 期間 環境基準

最高値 0.001  0.001 0.001 0.001 0.001 0.000 0.000  0.001 0.100 

平均値 0.000  0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000  0.000 0.040 

二酸化硫黄 

SO2 

（ppm） 
最低値 0.000  0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000  0.000 ― 

最高値 0.001  0.003 0.003 0.003 0.001 0.001 0.002  0.003 ― 

平均値 0.000  0.001 0.001 0.001 0.000 0.001 0.000  0.001 ― 

一酸化窒素 

NO 

（ppm） 
最低値 0.000  0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000  0.000 ― 

最高値 0.007  0.016 0.015 0.009 0.006 0.011 0.007  0.016 ― 

平均値 0.003  0.006 0.005 0.004 0.003 0.004 0.003  0.004 
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

NO2 

（ppm） 

最低値 0.001  0.003 0.001 0.002 0.002 0.001 0.002  0.001 ― 

最高値 0.007  0.018 0.017 0.011 0.006 0.012 0.008  0.018 ― 

平均値 0.004  0.007 0.006 0.005 0.004 0.005 0.004  0.005 ― 

窒素酸化物 

NOx 

（ppm） 
最低値 0.001  0.003 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002  0.001 ― 

最高値 0.052  0.078 0.078 0.063 0.087 0.086 0.096  0.096 0.200 

平均値 0.029  0.033 0.041 0.042 0.048 0.053 0.051  0.042 0.100 

浮遊粒子状物質 

SPM 

（mg/m3） 
最低値 0.010  0.015 0.019 0.017 0.024 0.022 0.023  0.010 ― 

最高値 0.059  0.075 0.082 0.065 0.075 0.100 0.068  
0.100 

※ 
0.060 

平均値 
(0.048) 

0.046  

(0.050) 

0.040  

(0.053)

0.041 

(0.053)

0.048 

(0.050)

0.042 

(0.065)

0.052 

(0.048) 

0.045  

(0.052) 

0.045  
― 

光化学オキシダント

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.024  0.012 0.010 0.026 0.017 0.023 0.021  0.010 ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20 時）の値を示す。 
注：網掛け部は環境基準を超える値を示す。 
※光化学オキシダント濃度の最高値は 6月 5 日を除く全日で環境基準を上回っていた。この要因として、周辺の一般大気常
時監視局のデータも現地調査結果と同じような状況を示していたことから、広域的な要因によって光化学オキシダント濃
度が高くなったことが考えられる。 
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地点名：国崎 

測定日：平成 20 年 6 月 5日（木）～平成 20 年 6 月 11 日（水） 

月 日 

項 目 
6月5日 6月6日 6月7日 6月8日 6月9日 6月10日 6月11日 期間 環境基準

最高値 0.001  0.002 0.003 0.001 0.002 0.003 0.001  0.003 0.100 

平均値 0.000  0.001 0.001 0.001 0.000 0.001 0.001  0.001 0.040 

二酸化硫黄 

SO2 

（ppm） 
最低値 0.000  0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000  0.000  

最高値 0.003  0.004 0.005 0.005 0.005 0.006 0.005  0.006 ― 

平均値 0.001  0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002  0.002 ― 

一酸化窒素 

NO 

（ppm） 
最低値 0.000  0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001  0.000 ― 

最高値 0.004  0.015 0.015 0.007 0.006 0.011 0.004  0.015 ― 

平均値 0.002  0.005 0.004 0.003 0.002 0.003 0.002  0.003 
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

NO2 

（ppm） 

最低値 0.000  0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000  0.000 ― 

最高値 0.006  0.018 0.018 0.009 0.011 0.013 0.007  0.018 ― 

平均値 0.003  0.006 0.006 0.005 0.004 0.005 0.004  0.005 ― 

窒素酸化物 

NOx 

（ppm） 
最低値 0.000  0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001  0.000 ― 

最高値 0.018  0.042 0.047 0.052 0.052 0.062 0.068  0.068 0.200 

平均値 0.010  0.027 0.027 0.032 0.040 0.043 0.041  0.031 0.100 

浮遊粒子状物質 

SPM 

（mg/m3） 
最低値 0.003  0.009 0.009 0.005 0.018 0.021 0.011  0.003 ― 

最高値 0.052  0.065 0.076 0.057 0.062 0.091 0.056  
0.091 

※ 
0.060 

平均値 
(0.037) 

0.036  

(0.044) 

0.033  

(0.050)

0.035 

(0.043)

0.037 

(0.041)

0.031 

(0.058)

0.043 

(0.040) 

0.036  

(0.045) 

0.036  
― 

光化学オキシダント

Ox 

（ppm） 

最低値 0.013  0.009 0.002 0.012 0.007 0.012 0.013  0.002 ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20 時）の値を示す。 
注：網掛け部は環境基準を超える値を示す。 
※光化学オキシダント濃度の最高値は 6月 5 日、8 日、11 日を除く全日で環境基準を上回っていた。この要因として、周辺
の一般大気常時監視局のデータも現地調査結果と同じような状況を示していたことから、広域的な要因によって光化学オ
キシダント濃度が高くなったことが考えられる。 
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地点名：黒川 

測定日：平成 20 年 6 月 5日（木）～平成 20 年 6 月 11 日（水） 

月 日 

項 目 
6月5日 6月6日 6月7日 6月8日 6月9日 6月10日 6月11日 期間 環境基準

最高値 0.001  0.003 0.003 0.001 0.002 0.002 0.001  0.003 0.100 

平均値 0.001  0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001  0.001 0.040 

二酸化硫黄 

SO2 

（ppm） 

最低値 0.000  0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000  0.000 ― 

最高値 0.000  0.002 0.001 0.000 0.000 0.001 0.000  0.002 ― 

平均値 0.000  0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000  0.000 ― 

一酸化窒素 

NO 

（ppm） 

最低値 0.000  0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000  0.000 ― 

最高値 0.005  0.014 0.010 0.007 0.003 0.009 0.003  0.014 ― 

平均値 0.003  0.005 0.004 0.003 0.002 0.003 0.002  0.003 
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

NO2 

（ppm） 

最低値 0.001  0.002 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001  0.001 ― 

最高値 0.005  0.016 0.011 0.007 0.003 0.009 0.003  0.016 ― 

平均値 0.003  0.005 0.004 0.003 0.002 0.003 0.002  0.003 ― 

窒素酸化物 

NOx 

（ppm） 

最低値 0.001  0.002 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001  0.001 ― 

最高値 0.026  0.032 0.039 0.053 0.076 0.070 0.062  0.076 0.200 

平均値 0.010  0.022 0.029 0.031 0.041 0.041 0.038  0.030 0.100 

浮遊粒子状物質 

SPM 

（mg/m3） 

最低値 0.004  0.011 0.015 0.015 0.031 0.025 0.021  0.004 ― 

最高値 0.053  0.069 0.080 0.060 0.065 0.097 0.062  
0.097 

※ 
0.060 

平均値 
(0.042) 

0.040  

(0.046) 

0.034  

(0.050)

0.035 

(0.047)

0.039 

(0.046)

0.033 

(0.056)

0.041 

(0.043) 

0.040  

(0.047) 

0.037  
― 

光化学オキシダント

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.013  0.008 0.003 0.013 0.007 0.006 0.010  0.003 ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20 時）の値を示す。 

注：網掛け部は環境基準を超える値を示す。 

※光化学オキシダント濃度の最高値は 6 月 5 日、8 日を除く全日で環境基準を上回っていた。この要因として、周辺の一般

大気常時監視局のデータも現地調査結果と同じような状況を示していたことから、広域的な要因によって光化学オキシダ

ント濃度が高くなったことが考えられる。 
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地点名：野間出野 

測定日：平成 20 年 6 月 5日（木）～平成 20 年 6 月 11 日（水） 

月 日 

項 目 
6月5日 6月6日 6月7日 6月8日 6月9日 6月10日 6月11日 期間 環境基準

最高値 0.001  0.002 0.003 0.002 0.003 0.003 0.002  0.003 0.100 

平均値 0.001  0.001 0.002 0.001 0.001 0.001 0.001  0.001 0.040 

二酸化硫黄 

SO2 

（ppm） 

最低値 0.000  0.000 0.000 0.001 0.001 0.000 0.001  0.000 ― 

最高値 0.002  0.002 0.002 0.001 0.001 0.002 0.001  0.002 ― 

平均値 0.001  0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001  0.001 ― 

一酸化窒素 

NO 

（ppm） 

最低値 0.001  0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001  0.001 ― 

最高値 0.007  0.012 0.011 0.009 0.005 0.011 0.004  0.012 ― 

平均値 0.003  0.005 0.005 0.004 0.003 0.004 0.003  0.004 
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

NO2 

（ppm） 

最低値 0.001  0.002 0.001 0.002 0.001 0.001 0.002  0.001 ― 

最高値 0.009  0.014 0.013 0.010 0.006 0.012 0.005  0.014 ― 

平均値 0.004  0.006 0.006 0.005 0.004 0.005 0.004  0.005 ― 

窒素酸化物 

NOx 

（ppm） 

最低値 0.002  0.003 0.002 0.003 0.002 0.002 0.003  0.002 ― 

最高値 0.022  0.039 0.041 0.052 0.062 0.059 0.088  0.088 0.200 

平均値 0.010  0.023 0.030 0.032 0.044 0.042 0.044  0.032 0.100 

浮遊粒子状物質 

SPM 

（mg/m3） 

最低値 0.001  0.009 0.021 0.016 0.030 0.026 0.022  0.001 ― 

最高値 0.053  0.074 0.083 0.067 0.071 0.100 0.067  
0.100 

※ 
0.060 

平均値 
(0.040) 

0.039  

(0.050) 

0.037  

(0.054)

0.038 

(0.050)

0.042 

(0.048)

0.035 

(0.061)

0.045 

(0.050) 

0.043  

(0.051) 

0.040  
― 

光化学オキシダント

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.016  0.009 0.001 0.017 0.005 0.009 0.013  0.001 ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20 時）の値を示す。 

注：網掛け部は環境基準を超える値を示す。 

※光化学オキシダント濃度の最高値は 6月 5 日を除く全日で環境基準を上回っていた。この要因として、周辺の一般大気常

時監視局のデータも現地調査結果と同じような状況を示していたことから、広域的な要因によって光化学オキシダント濃

度が高くなったことが考えられる。 
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地点名：下田尻 

測定日：平成 20 年 6 月 5日（木）～平成 20 年 6 月 11 日（水） 

月 日 

項 目 
6月5日 6月6日 6月7日 6月8日 6月9日 6月10日 6月11日 期間 環境基準

最高値 0.000  0.000 0.001 0.001 0.001 0.001 0.000  0.001 0.100 

平均値 0.000  0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000  0.000 0.040 

二酸化硫黄 

SO2 

（ppm） 

最低値 0.000  0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000  0.000 ― 

最高値 0.000  0.001 0.000 0.000 0.001 0.001 0.001  0.001 ― 

平均値 0.000  0.000 0.000 0.000 0.000 0.001 0.001  0.000 ― 

一酸化窒素 

NO 

（ppm） 

最低値 0.000  0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000  0.000 ― 

最高値 0.006  0.011 0.010 0.007 0.011 0.008 0.005  0.011 ― 

平均値 0.003  0.005 0.004 0.003 0.003 0.004 0.002  0.003 
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

NO2 

（ppm） 

最低値 0.000  0.002 0.000 0.000 0.001 0.000 0.001  0.000 ― 

最高値 0.006  0.012 0.010 0.007 0.011 0.009 0.006  0.012 ― 

平均値 0.003  0.005 0.004 0.003 0.003 0.004 0.003  0.004 ― 

窒素酸化物 

NOx 

（ppm） 

最低値 0.000  0.002 0.000 0.000 0.001 0.000 0.001  0.000 ― 

最高値 0.023  0.035 0.044 0.054 0.057 0.076 0.099  0.099 0.200 

平均値 0.010  0.023 0.028 0.031 0.038 0.043 0.043  0.031 0.100 

浮遊粒子状物質 

SPM 

（mg/m3） 

最低値 0.003  0.012 0.010 0.014 0.029 0.018 0.028  0.003 ― 

最高値 0.049  0.063 0.070 0.059 0.060 0.085 0.055  
0.085 

※ 
0.060 

平均値 
(0.036) 

0.035  

(0.042) 

0.032  

(0.046)

0.033 

(0.044)

0.038 

(0.040)

0.030 

(0.052)

0.040 

(0.040) 

0.035  

(0.043) 

0.035  
― 

光化学オキシダント

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.014  0.009 0.003 0.016 0.007 0.014 0.007  0.003 ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20 時）の値を示す。 

注：網掛け部は環境基準を超える値を示す。 

※光化学オキシダント濃度の最高値は 6月 6 日、7 日、10 日で環境基準を上回っていた。この要因として、周辺の一般大気

常時監視局のデータも現地調査結果と同じような状況を示していたことから、広域的な要因によって光化学オキシダント

濃度が高くなったことが考えられる。 
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地点名：千軒 

測定日：平成 20 年 6 月 5日（木）～平成 20 年 6 月 11 日（水） 

月 日 

項 目 
6月5日 6月6日 6月7日 6月8日 6月9日 6月10日 6月11日 期間 環境基準

最高値 0.001  0.001 0.004 0.002 0.003 0.004 0.002  0.004 0.100 

平均値 0.000  0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001  0.001 0.040 

二酸化硫黄 

SO2 

（ppm） 

最低値 0.000  0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000  0.000 ― 

最高値 0.001  0.001 0.003 0.001 0.001 0.003 0.003  0.003 ― 

平均値 0.000  0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000  0.000 ― 

一酸化窒素 

NO 

（ppm） 

最低値 0.000  0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000  0.000 ― 

最高値 0.007  0.007 0.011 0.006 0.007 0.009 0.006  0.011 ― 

平均値 0.003  0.004 0.005 0.003 0.004 0.005 0.003  0.004 
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

NO2 

（ppm） 

最低値 0.001  0.002 0.002 0.001 0.002 0.002 0.001  0.001 ― 

最高値 0.008  0.009 0.013 0.006 0.008 0.011 0.009  0.013 ― 

平均値 0.003  0.004 0.005 0.003 0.004 0.005 0.003  0.004 ― 

窒素酸化物 

NOx 

（ppm） 

最低値 0.001  0.002 0.002 0.001 0.002 0.002 0.002  0.001 ― 

最高値 0.020  0.033 0.041 0.045 0.050 0.055 0.057  0.057 0.200 

平均値 0.011  0.024 0.031 0.032 0.041 0.042 0.038  0.031 0.100 

浮遊粒子状物質 

SPM 

（mg/m3） 

最低値 0.005  0.011 0.018 0.017 0.032 0.027 0.023  0.005 ― 

最高値 0.062  0.075 0.092 0.075 0.076 0.108 0.068  
0.108 

※ 
0.060 

平均値 
(0.048) 

0.046  

(0.052) 

0.041  

(0.059)

0.043 

(0.051)

0.044 

(0.048)

0.036 

(0.064)

0.048 

(0.047) 

0.040  

(0.053) 

0.043  
― 

光化学オキシダント

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.015  0.013 0.011 0.020 0.011 0.015 0.010  0.010 ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20 時）の値を示す。 

注：網掛け部は環境基準を超える値を示す。 

※光化学オキシダント濃度の最高値は調査期間の全日で環境基準を上回っていた。この要因として、周辺の一般大気常時監

視局のデータも現地調査結果と同じような状況を示していたことから、広域的な要因によって光化学オキシダント濃度が

高くなったことが考えられる。 
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地点名：新光風台 

測定日：平成 20 年 6 月 5日（木）～平成 20 年 6 月 11 日（水） 

月 日 

項 目 
6月5日 6月6日 6月7日 6月8日 6月9日 6月10日 6月11日 期間 環境基準

最高値 0.000  0.001 0.001 0.000 0.000 0.000 0.000  0.001 0.100 

平均値 0.000  0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000  0.000 0.040 

二酸化硫黄 

SO2 

（ppm） 

最低値 0.000  0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000  0.000 ― 

最高値 0.001  0.002 0.001 0.000 0.001 0.001 0.001  0.002 ― 

平均値 0.000  0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000  0.000 ― 

一酸化窒素 

NO 

（ppm） 

最低値 0.000  0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000  0.000 ― 

最高値 0.008  0.016 0.013 0.010 0.006 0.010 0.005  0.016 ― 

平均値 0.004  0.006 0.005 0.004 0.003 0.004 0.003  0.004 
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

NO2 

（ppm） 

最低値 0.001  0.002 0.001 0.002 0.002 0.001 0.002  0.001 ― 

最高値 0.008  0.018 0.014 0.010 0.006 0.011 0.005  0.018 ― 

平均値 0.004  0.007 0.006 0.004 0.003 0.004 0.003  0.004 ― 

窒素酸化物 

NOx 

（ppm） 

最低値 0.001  0.003 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002  0.001 ― 

最高値 0.025  0.037 0.048 0.045 0.049 0.048 0.048  0.049 0.200 

平均値 0.014  0.021 0.025 0.025 0.031 0.030 0.029  0.025 0.100 

浮遊粒子状物質 

SPM 

（mg/m3） 

最低値 0.004  0.010 0.011 0.012 0.016 0.020 0.013  0.004 ― 

最高値 0.055  0.073 0.070 0.077 0.070 0.084 0.062  
0.084 

※ 
0.060 

平均値 
(0.045) 

0.042  

(0.048) 

0.037  

(0.049)

0.039 

(0.055)

0.046 

(0.048)

0.039 

(0.058)

0.047 

(0.046) 

0.044  

(0.050) 

0.042  
― 

光化学オキシダント

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.017  0.014 0.008 0.021 0.012 0.016 0.018  0.008 ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20 時）の値を示す。 

注：網掛け部は環境基準を超える値を示す。 

※光化学オキシダント濃度の最高値は 6月 5 日を除く全日で環境基準を上回っていた。この要因として、周辺の一般大気常

時監視局のデータも現地調査結果と同じような状況を示していたことから、広域的な要因によって光化学オキシダント濃

度が高くなったことが考えられる。 
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地点名：丸山台 

測定日：平成 20 年 6 月 5日（木）～平成 20 年 6 月 11 日（水） 

月 日 

項 目 
6月5日 6月6日 6月7日 6月8日 6月9日 6月10日 6月11日 期間 環境基準

最高値 0.002  0.004 0.003 0.003 0.003 0.003 0.002  0.004 0.100 

平均値 0.001  0.001 0.002 0.002 0.001 0.001 0.001  0.001 0.040 

二酸化硫黄 

SO2 

（ppm） 

最低値 0.001  0.001 0.000 0.001 0.000 0.000 0.001  0.000 ― 

最高値 0.002  0.003 0.008 0.002 0.003 0.004 0.002  0.008 ― 

平均値 0.001  0.001 0.002 0.001 0.001 0.002 0.001  0.001 ― 

一酸化窒素 

NO 

（ppm） 

最低値 0.000  0.001 0.001 0.000 0.000 0.001 0.000  0.000 ― 

最高値 0.011  0.016 0.015 0.009 0.010 0.011 0.008  0.016 ― 

平均値 0.004  0.006 0.007 0.004 0.005 0.006 0.005  0.005 
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

NO2 

（ppm） 

最低値 0.001  0.003 0.003 0.001 0.002 0.002 0.002  0.001 ― 

最高値 0.012  0.019 0.018 0.010 0.013 0.013 0.009  0.019 ― 

平均値 0.005  0.007 0.008 0.005 0.006 0.008 0.006  0.007 ― 

窒素酸化物 

NOx 

（ppm） 

最低値 0.001  0.004 0.004 0.001 0.002 0.003 0.002  0.001 ― 

最高値 0.021  0.039 0.044 0.047 0.054 0.054 0.054  0.054 0.200 

平均値 0.014  0.026 0.031 0.032 0.040 0.040 0.038  0.032 0.100 

浮遊粒子状物質 

SPM 

（mg/m3） 

最低値 0.007  0.008 0.017 0.008 0.029 0.021 0.025  0.007 ― 

最高値 0.053  0.075 0.077 0.082 0.071 0.089 0.061  
0.089 

※ 
0.060 

平均値 
(0.040) 

0.039  

(0.050) 

0.038  

(0.052)

0.041 

(0.055)

0.048 

(0.047)

0.039 

(0.060)

0.049 

(0.043) 

0.039  

(0.050) 

0.042  
― 

光化学オキシダント

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.014  0.011 0.009 0.025 0.013 0.014 0.018  0.009 ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20 時）の値を示す。 

注：網掛け部は環境基準を超える値を示す。 

※光化学オキシダント濃度の最高値は 6月 5 日を除く全日で環境基準を上回っていた。この要因として、周辺の一般大気常

時監視局のデータも現地調査結果と同じような状況を示していたことから、広域的な要因によって光化学オキシダント濃

度が高くなったことが考えられる。 
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地点名：上杉口 

測定日：平成 20 年 6 月 5日（木）～平成 20 年 6 月 11 日（水） 

月 日 

項 目 
6月5日 6月6日 6月7日 6月8日 6月9日 6月10日 6月11日 期間 環境基準

最高値 0.001  0.002 0.003 0.003 0.003 0.003 0.001  0.003 0.100 

平均値 0.001  0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001  0.001 0.040 

二酸化硫黄 

SO2 

（ppm） 

最低値 0.000  0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000  0.000 ― 

最高値 0.001  0.005 0.007 0.001 0.007 0.005 0.016  0.016 ― 

平均値 0.000  0.001 0.001 0.000 0.001 0.001 0.002  0.001 ― 

一酸化窒素 

NO 

（ppm） 

最低値 0.000  0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000  0.000 ― 

最高値 0.007  0.011 0.010 0.009 0.009 0.009 0.010  0.011 ― 

平均値 0.003  0.006 0.006 0.003 0.005 0.005 0.005  0.005 
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

NO2 

（ppm） 

最低値 0.000  0.002 0.003 0.001 0.003 0.002 0.002  0.000 ― 

最高値 0.008  0.016 0.013 0.010 0.016 0.013 0.026  0.026 ― 

平均値 0.004  0.007 0.007 0.004 0.006 0.006 0.006  0.006 ― 

窒素酸化物 

NOx 

（ppm） 

最低値 0.000  0.003 0.003 0.001 0.003 0.002 0.002  0.000 ― 

最高値 0.016  0.030 0.041 0.046 0.051 0.057 0.052  0.057 0.200 

平均値 0.009  0.021 0.029 0.031 0.040 0.041 0.038  0.030 0.100 

浮遊粒子状物質 

SPM 

（mg/m3） 

最低値 0.003  0.008 0.015 0.017 0.033 0.030 0.026  0.003 ― 

最高値 0.053  0.068 0.078 0.065 0.069 0.095 0.067  
0.095 

※ 
0.060 

平均値 
(0.041) 

0.038  

(0.048) 

0.035  

(0.047)

0.033 

(0.047)

0.039 

(0.045)

0.032 

(0.055)

0.041 

(0.045) 

0.037  

(0.047) 

0.037  
― 

光化学オキシダント

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.009  0.005 0.005 0.014 0.003 0.006 0.002  0.002 ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20 時）の値を示す。 

注：網掛け部は環境基準を超える値を示す。 

※光化学オキシダント濃度の最高値は 6月 5 日を除く全日で環境基準を上回っていた。この要因として、周辺の一般大気常

時監視局のデータも現地調査結果と同じような状況を示していたことから、広域的な要因によって光化学オキシダント濃

度が高くなったことが考えられる。 
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ｲ) 夏 季 

 

地点名：一庫 

測定日：平成 20 年 8 月 21 日（木）～平成 20 年 8 月 27 日（水） 

月 日 

項 目 
8月21日 8月22日 8月23日 8月24日 8月25日 8月26日 8月27日 期間 環境基準

最高値 0.001  0.002 0.001 0.000 0.001 0.001 0.001  0.002 0.100 

平均値 0.000  0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000  0.000 0.040 

二酸化硫黄 

SO2 

（ppm） 

最低値 0.000  0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000  0.000 ― 

最高値 0.001  0.003 0.002 0.001 0.001 0.001 0.002  0.003 ― 

平均値 0.000  0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000  0.000 ― 

一酸化窒素 

NO 

（ppm） 

最低値 0.000  0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000  0.000 ― 

最高値 0.005  0.012 0.004 0.003 0.003 0.007 0.005  0.012 ― 

平均値 0.002  0.005 0.003 0.001 0.001 0.003 0.003  0.003 
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

NO2 

（ppm） 

最低値 0.001  0.001 0.001 0.000 0.001 0.001 0.002  0.000 ― 

最高値 0.006  0.014 0.006 0.003 0.003 0.008 0.007  0.014 ― 

平均値 0.002  0.006 0.003 0.001 0.001 0.003 0.004  0.003 ― 

窒素酸化物 

NOx 

（ppm） 

最低値 0.001  0.001 0.002 0.001 0.001 0.001 0.002  0.001 ― 

最高値 0.038  0.036 0.043 0.040 0.048 0.033 0.048  0.048 0.200 

平均値 0.022  0.024 0.026 0.023 0.022 0.023 0.023  0.023 0.100 

浮遊粒子状物質 

SPM 

（mg/m3） 

最低値 0.011  0.013 0.010 0.009 0.009 0.009 0.009  0.009 ― 

最高値 0.035  0.046 0.028 0.034 0.032 0.026 0.024  0.046 0.060 

平均値 
(0.028) 

0.027  

(0.030) 

0.026 

(0.021)

0.020 

(0.032)

0.027 

(0.027)

0.026 

(0.020)

0.020 

(0.019) 

0.018  

(0.025) 

0.023 
― 

光化学オキシダント

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.016  0.008 0.010 0.009 0.014 0.010 0.011  0.008 ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20 時）の値を示す。 
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地点名：国崎 

測定日：平成 20 年 8 月 21 日（木）～平成 20 年 8 月 27 日（水） 

月 日 

項 目 
8月21日 8月22日 8月23日 8月24日 8月25日 8月26日 8月27日 期間 環境基準

最高値 0.000  0.005 0.001 0.000 0.000 0.000 0.001  0.005 0.100 

平均値 0.000  0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000  0.000 0.040 

二酸化硫黄 

SO2 

（ppm） 

最低値 0.000  0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000  0.000 ― 

最高値 0.003  0.012 0.004 0.003 0.005 0.006 0.009  0.012 ― 

平均値 0.001  0.002 0.002 0.001 0.001 0.002 0.002  0.002 ― 

一酸化窒素 

NO 

（ppm） 

最低値 0.001  0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001  0.001 ― 

最高値 0.003  0.011 0.003 0.002 0.003 0.006 0.006  0.011 ― 

平均値 0.001  0.005 0.002 0.000 0.000 0.002 0.002  0.002 
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

NO2 

（ppm） 

最低値 0.000  0.000 0.001 0.000 0.000 0.000 0.001  0.000 ― 

最高値 0.006  0.015 0.006 0.004 0.008 0.012 0.014  0.015 ― 

平均値 0.002  0.007 0.004 0.002 0.002 0.004 0.005  0.004 ― 

窒素酸化物 

NOx 

（ppm） 

最低値 0.001  0.001 0.002 0.001 0.001 0.001 0.002  0.001 ― 

最高値 0.027  0.039 0.043 0.028 0.021 0.040 0.039  0.043 0.200 

平均値 0.017  0.022 0.020 0.019 0.012 0.022 0.026  0.020 0.100 

浮遊粒子状物質 

SPM 

（mg/m3） 

最低値 0.008  0.010 0.006 0.010 0.003 0.005 0.011  0.003 ― 

最高値 0.036  0.054 0.031 0.037 0.034 0.025 0.024  0.054 0.060 

平均値 
(0.027) 

0.027  

(0.032) 

0.027 

(0.017)

0.018 

(0.032)

0.027 

(0.028)

0.027 

(0.018)

0.018 

(0.018) 

0.016  

(0.025) 

0.023 
― 

光化学オキシダント

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.012  0.005 0.006 0.005 0.017 0.007 0.007  0.005 ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20 時）の値を示す。 
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地点名：黒川 

測定日：平成 20 年 8 月 21 日（木）～平成 20 年 8 月 27 日（水） 

月 日 

項 目 
8月21日 8月22日 8月23日 8月24日 8月25日 8月26日 8月27日 期間 環境基準

最高値 0.001  0.005 0.002 0.001 0.001 0.001 0.001  0.005 0.100 

平均値 0.001  0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001  0.001 0.040 

二酸化硫黄 

SO2 

（ppm） 

最低値 0.001  0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001  0.001 ― 

最高値 0.000  0.002 0.000 0.000 0.000 0.001 0.001  0.002 ― 

平均値 0.000  0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000  0.000 ― 

一酸化窒素 

NO 

（ppm） 

最低値 0.000  0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000  0.000 ― 

最高値 0.003  0.012 0.003 0.003 0.001 0.004 0.004  0.012 ― 

平均値 0.002  0.005 0.002 0.001 0.001 0.002 0.003  0.002 
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

NO2 

（ppm） 

最低値 0.000  0.001 0.001 0.000 0.000 0.000 0.002  0.000 ― 

最高値 0.003  0.014 0.003 0.003 0.001 0.004 0.004  0.014 ― 

平均値 0.002  0.005 0.002 0.001 0.001 0.002 0.003  0.002 ― 

窒素酸化物 

NOx 

（ppm） 

最低値 0.000  0.001 0.001 0.000 0.000 0.000 0.002  0.000 ― 

最高値 0.020  0.026 0.030 0.021 0.022 0.028 0.029  0.030 0.200 

平均値 0.011  0.017 0.014 0.015 0.010 0.019 0.022  0.015 0.100 

浮遊粒子状物質 

SPM 

（mg/m3） 

最低値 0.003  0.010 0.003 0.010 0.004 0.005 0.013  0.003 ― 

最高値 0.037  0.055 0.033 0.037 0.035 0.027 0.026  0.055 0.060 

平均値 
(0.028) 

0.028  

(0.031) 

0.025 

(0.021)

0.021 

(0.034)

0.028 

(0.029)

0.028 

(0.021)

0.021 

(0.022) 

0.019  

(0.027) 

0.024 
― 

光化学オキシダント

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.016  0.004 0.005 0.004 0.017 0.009 0.006  0.004 ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20 時）の値を示す。 
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地点名：野間出野 

測定日：平成 20 年 8 月 21 日（木）～平成 20 年 8 月 27 日（水） 

月 日 

項 目 
8月21日 8月22日 8月23日 8月24日 8月25日 8月26日 8月27日 期間 環境基準

最高値 0.001  0.003 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001  0.003 0.100 

平均値 0.000  0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000  0.000 0.040 

二酸化硫黄 

SO2 

（ppm） 

最低値 0.000  0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000  0.000 ― 

最高値 0.002  0.002 0.003 0.001 0.001 0.003 0.002  0.003 ― 

平均値 0.001  0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001  0.001 ― 

一酸化窒素 

NO 

（ppm） 

最低値 0.001  0.001 0.001 0.001 0.000 0.000 0.000  0.000 ― 

最高値 0.002  0.010 0.002 0.001 0.001 0.005 0.003  0.010 ― 

平均値 0.001  0.003 0.001 0.000 0.000 0.002 0.002  0.001 
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

NO2 

（ppm） 

最低値 0.000  0.000 0.001 0.000 0.000 0.000 0.001  0.000 ― 

最高値 0.004  0.012 0.005 0.002 0.002 0.008 0.004  0.012 ― 

平均値 0.002  0.005 0.002 0.001 0.001 0.003 0.003  0.002 ― 

窒素酸化物 

NOx 

（ppm） 

最低値 0.001  0.001 0.002 0.001 0.000 0.000 0.001  0.000 ― 

最高値 0.026  0.057 0.031 0.026 0.015 0.027 0.031  0.057 0.200 

平均値 0.009  0.019 0.013 0.012 0.005 0.015 0.017  0.013 0.100 

浮遊粒子状物質 

SPM 

（mg/m3） 

最低値 0.001  0.001 0.002 0.001 0.001 0.004 0.009  0.001 ― 

最高値 0.034  0.051 0.029 0.036 0.032 0.023 0.025  0.051 0.060 

平均値 
(0.026) 

0.024  

(0.029) 

0.023 

(0.020)

0.019 

(0.030)

0.024 

(0.025)

0.023 

(0.018)

0.018 

(0.017) 

0.014  

(0.023) 

0.021 
― 

光化学オキシダント

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.015  0.003 0.005 0.002 0.012 0.006 0.001  0.001 ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20 時）の値を示す。 
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地点名：下田尻 

測定日：平成 20 年 8 月 21 日（木）～平成 20 年 8 月 27 日（水） 

月 日 

項 目 
8月21日 8月22日 8月23日 8月24日 8月25日 8月26日 8月27日 期間 環境基準

最高値 0.001  0.002 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001  0.002 0.100 

平均値 0.000  0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001  0.001 0.040 

二酸化硫黄 

SO2 

（ppm） 

最低値 0.000  0.001 0.000 0.001 0.001 0.001 0.001  0.000 ― 

最高値 0.001  0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.000  0.001 ― 

平均値 0.001  0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000  0.000 ― 

一酸化窒素 

NO 

（ppm） 

最低値 0.000  0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000  0.000 ― 

最高値 0.010  0.012 0.005 0.002 0.017 0.010 0.008  0.017 ― 

平均値 0.003  0.006 0.002 0.000 0.003 0.003 0.003  0.003 
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

NO2 

（ppm） 

最低値 0.000  0.000 0.001 0.000 0.000 0.000 0.001  0.000 ― 

最高値 0.011  0.013 0.006 0.003 0.018 0.011 0.008  0.018 ― 

平均値 0.004  0.006 0.002 0.001 0.003 0.003 0.003  0.003 ― 

窒素酸化物 

NOx 

（ppm） 

最低値 0.000  0.000 0.001 0.000 0.000 0.000 0.001  0.000 ― 

最高値 0.071  0.063 0.035 0.016 0.021 0.034 0.031  0.071 0.200 

平均値 0.031  0.020 0.013 0.007 0.007 0.015 0.019  0.016 0.100 

浮遊粒子状物質 

SPM 

（mg/m3） 

最低値 0.003  0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.001  0.000 ― 

最高値 0.034  0.049 0.030 0.036 0.032 0.029 0.026  0.049 0.060 

平均値 
(0.027) 

0.025  

(0.028) 

0.022 

(0.023)

0.022 

(0.032)

0.026 

(0.025)

0.023 

(0.021)

0.021 

(0.017) 

0.015  

(0.025) 

0.022 
― 

光化学オキシダント

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.010  0.004 0.010 0.007 0.005 0.008 0.003  0.003 ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20 時）の値を示す。 
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地点名：千軒 

測定日：平成 20 年 8 月 21 日（木）～平成 20 年 8 月 27 日（水） 

月 日 

項 目 
8月21日 8月22日 8月23日 8月24日 8月25日 8月26日 8月27日 期間 環境基準

最高値 0.000  0.004 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000  0.004 0.100 

平均値 0.000  0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000  0.000 0.040 

二酸化硫黄 

SO2 

（ppm） 

最低値 0.000  0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000  0.000 ― 

最高値 0.003  0.009 0.003 0.001 0.007 0.006 0.003  0.009 ― 

平均値 0.001  0.002 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001  0.001 ― 

一酸化窒素 

NO 

（ppm） 

最低値 0.000  0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000  0.000 ― 

最高値 0.013  0.013 0.008 0.004 0.009 0.011 0.006  0.013 ― 

平均値 0.003  0.007 0.004 0.002 0.003 0.005 0.004  0.004 
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

NO2 

（ppm） 

最低値 0.001  0.002 0.002 0.001 0.000 0.001 0.002  0.000 ― 

最高値 0.016  0.016 0.011 0.005 0.015 0.017 0.009  0.017 ― 

平均値 0.004  0.009 0.005 0.003 0.004 0.006 0.005  0.005 ― 

窒素酸化物 

NOx 

（ppm） 

最低値 0.001  0.003 0.002 0.001 0.000 0.001 0.002  0.000 ― 

最高値 0.025  0.031 0.043 0.030 0.022 0.035 0.039  0.043 0.200 

平均値 0.013  0.017 0.016 0.016 0.009 0.018 0.020  0.016 0.100 

浮遊粒子状物質 

SPM 

（mg/m3） 

最低値 0.001  0.000 0.000 0.004 0.000 0.003 0.004  0.000 ― 

最高値 0.037  0.052 0.024 0.037 0.034 0.027 0.025  0.052 0.060 

平均値 
(0.028) 

0.026  

(0.032) 

0.025 

(0.016)

0.015 

(0.032)

0.024 

(0.026)

0.023 

(0.018)

0.020 

(0.017) 

0.015  

(0.024) 

0.021 
― 

光化学オキシダント

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.011  0.003 0.005 0.003 0.005 0.006 0.004  0.003 ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20 時）の値を示す。 
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地点名：新光風台 

測定日：平成 20 年 8 月 21 日（木）～平成 20 年 8 月 27 日（水） 

月 日 

項 目 
8月21日 8月22日 8月23日 8月24日 8月25日 8月26日 8月27日 期間 環境基準

最高値 0.001  0.002 0.001 0.001 0.001 0.002 0.003  0.003 0.100 

平均値 0.000  0.001 0.001 0.001 0.001 0.002 0.002  0.001 0.040 

二酸化硫黄 

SO2 

（ppm） 

最低値 0.000  0.000 0.000 0.001 0.001 0.001 0.002  0.000 ― 

最高値 0.002  0.002 0.003 0.000 0.000 0.001 0.002  0.003 ― 

平均値 0.000  0.001 0.001 0.000 0.000 0.001 0.001  0.000 ― 

一酸化窒素 

NO 

（ppm） 

最低値 0.000  0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000  0.000 ― 

最高値 0.003  0.013 0.006 0.003 0.001 0.006 0.004  0.013 ― 

平均値 0.002  0.006 0.003 0.001 0.001 0.003 0.003  0.003 
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

NO2 

（ppm） 

最低値 0.001  0.001 0.002 0.001 0.001 0.001 0.002  0.001 ― 

最高値 0.004  0.014 0.009 0.004 0.001 0.006 0.006  0.014 ― 

平均値 0.002  0.006 0.004 0.002 0.001 0.003 0.004  0.003 ― 

窒素酸化物 

NOx 

（ppm） 

最低値 0.001  0.001 0.002 0.001 0.001 0.001 0.002  0.001 ― 

最高値 0.019  0.029 0.031 0.022 0.020 0.027 0.026  0.031 0.200 

平均値 0.013  0.017 0.013 0.014 0.010 0.018 0.018  0.015 0.100 

浮遊粒子状物質 

SPM 

（mg/m3） 

最低値 0.006  0.008 0.005 0.007 0.004 0.006 0.006  0.004 ― 

最高値 0.036  0.047 0.032 0.037 0.034 0.028 0.026  0.047 0.060 

平均値 
(0.028) 

0.027  

(0.032) 

0.029 

(0.024)

0.023 

(0.035)

0.029 

(0.030)

0.029 

(0.023)

0.022 

(0.021) 

0.020  

(0.027) 

0.026 
― 

光化学オキシダント

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.011  0.009 0.007 0.005 0.025 0.012 0.014  0.005 ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20 時）の値を示す。 
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地点名：丸山台 

測定日：平成 20 年 8 月 21 日（木）～平成 20 年 8 月 27 日（水） 

月 日 

項 目 
8月21日 8月22日 8月23日 8月24日 8月25日 8月26日 8月27日 期間 環境基準

最高値 0.002  0.003 0.002 0.001 0.001 0.001 0.002  0.003 0.100 

平均値 0.001  0.002 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001  0.001 0.040 

二酸化硫黄 

SO2 

（ppm） 

最低値 0.000  0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001  0.000 ― 

最高値 0.002  0.006 0.002 0.001 0.001 0.004 0.002  0.006 ― 

平均値 0.001  0.002 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001  0.001 ― 

一酸化窒素 

NO 

（ppm） 

最低値 0.000  0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000  0.000 ― 

最高値 0.004  0.018 0.006 0.005 0.005 0.009 0.007  0.018 ― 

平均値 0.002  0.008 0.004 0.002 0.002 0.004 0.004  0.004 
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

NO2 

（ppm） 

最低値 0.001  0.002 0.002 0.001 0.001 0.001 0.002  0.001 ― 

最高値 0.005  0.019 0.007 0.006 0.006 0.013 0.008  0.019 ― 

平均値 0.003  0.010 0.005 0.002 0.003 0.005 0.005  0.005 ― 

窒素酸化物 

NOx 

（ppm） 

最低値 0.001  0.002 0.002 0.001 0.001 0.001 0.002  0.001 ― 

最高値 0.022  0.045 0.027 0.025 0.021 0.035 0.030  0.045 0.200 

平均値 0.015  0.022 0.017 0.017 0.013 0.019 0.019  0.017 0.100 

浮遊粒子状物質 

SPM 

（mg/m3） 

最低値 0.007  0.010 0.010 0.004 0.005 0.010 0.010  0.004 ― 

最高値 0.035  0.048 0.032 0.037 0.034 0.026 0.025  0.048 0.060 

平均値 
(0.028) 

0.029  

(0.033) 

0.028 

(0.021)

0.021 

(0.031)

0.028 

(0.027)

0.026 

(0.020)

0.020 

(0.021) 

0.019  

(0.026) 

0.025 
― 

光化学オキシダント

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.016  0.006 0.010 0.010 0.016 0.010 0.012  0.006 ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20 時）の値を示す。 
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地点名：上杉口 

測定日：平成 20 年 8 月 21 日（木）～平成 20 年 8 月 27 日（水） 

月 日 

項 目 
8月21日 8月22日 8月23日 8月24日 8月25日 8月26日 8月27日 期間 環境基準

最高値 0.001  0.003 0.001 0.001 0.001 0.001 0.002  0.003 0.100 

平均値 0.001  0.001 0.000 0.000 0.000 0.001 0.001  0.000 0.040 

二酸化硫黄 

SO2 

（ppm） 

最低値 0.000  0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000  0.000 ― 

最高値 0.003  0.036 0.003 0.002 0.016 0.010 0.006  0.036 ― 

平均値 0.001  0.004 0.001 0.000 0.002 0.002 0.002  0.002 ― 

一酸化窒素 

NO 

（ppm） 

最低値 0.000  0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000  0.000 ― 

最高値 0.008  0.011 0.007 0.006 0.013 0.011 0.009  0.013 ― 

平均値 0.002  0.006 0.004 0.002 0.003 0.004 0.005  0.004 
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

NO2 

（ppm） 

最低値 0.001  0.001 0.002 0.000 0.001 0.001 0.002  0.000 ― 

最高値 0.010  0.046 0.009 0.008 0.029 0.021 0.014  0.046 ― 

平均値 0.003  0.010 0.006 0.002 0.005 0.006 0.008  0.006 ― 

窒素酸化物 

NOx 

（ppm） 

最低値 0.001  0.002 0.002 0.000 0.001 0.001 0.002  0.000 ― 

最高値 0.019  0.072 0.027 0.017 0.013 0.022 0.030  0.072 0.200 

平均値 0.011  0.021 0.012 0.011 0.006 0.015 0.020  0.014 0.100 

浮遊粒子状物質 

SPM 

（mg/m3） 

最低値 0.003  0.008 0.004 0.003 0.000 0.001 0.012  0.000 ― 

最高値 0.040  0.053 0.028 0.040 0.037 0.029 0.028  0.053 0.060 

平均値 
(0.030) 

0.029  

(0.031) 

0.024 

(0.019)

0.017 

(0.036)

0.027 

(0.028)

0.026 

(0.019)

0.021 

(0.015) 

0.013  

(0.026) 

0.022 
― 

光化学オキシダント

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.012  0.001 0.006 0.004 0.006 0.006 0.003  0.001 ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20 時）の値を示す。 
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ｳ) 秋 季 

 

地点名：一庫 

測定日：平成 20 年 11 月 5 日（水）～平成 20 年 11 月 11 日（火） 

月 日 

項 目 
11月5日 11月6日 11月7日 11月8日 11月9日 11月10日 11月11日 期間 環境基準

最高値 0.003 0.003 0.001 0.001 0.001 0.001 0.002 0.003 0.100 

平均値 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.040 

二酸化硫黄 

SO2 

（ppm） 

最低値 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.005 0.005 0.002 0.001 0.001 0.002 0.001 0.005 ― 

平均値 0.001 0.001 0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.001 ― 

一酸化窒素 

NO 

（ppm） 

最低値 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.033 0.014 0.006 0.002 0.002 0.005 0.004 0.033 ― 

平均値 0.010 0.008 0.004 0.001 0.002 0.002 0.002 0.004 
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

NO2 

（ppm） 

最低値 0.001 0.005 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 ― 

最高値 0.036 0.016 0.007 0.003 0.003 0.007 0.005 0.036 ― 

平均値 0.011 0.010 0.005 0.002 0.002 0.002 0.003 0.005 ― 

窒素酸化物 

NOx 

（ppm） 

最低値 0.001 0.005 0.002 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 ― 

最高値 0.040 0.086 0.064 0.029 0.018 0.017 0.014 0.086 0.200 

平均値 0.018 0.038 0.029 0.012 0.010 0.006 0.005 0.017 0.100 

浮遊粒子状物質 

SPM 

（mg/m3） 

最低値 0.000 0.013 0.002 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.035 0.039 0.037 0.031 0.027 0.030 0.027 0.039 0.060 

平均値 
(0.018) 

0.014 

(0.022)

0.017 

(0.026)

0.025 

(0.023)

0.025 

(0.023)

0.022 

(0.023)

0.020 

(0.018) 

0.016 

(0.022)

0.020 
― 

光化学オキシダント

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.002 0.005 0.011 0.020 0.012 0.008 0.006 0.002 ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20 時）の値を示す。 
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地点名：国崎 

測定日：平成 20 年 11 月 5 日（水）～平成 20 年 11 月 11 日（火） 

月 日 

項 目 
11月5日 11月6日 11月7日 11月8日 11月9日 11月10日 11月11日 期間 環境基準

最高値 0.002 0.002 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.002 0.100 

平均値 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.000 0.000 0.001 0.040 

二酸化硫黄 

SO2 

（ppm） 

最低値 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.010 0.017 0.006 0.003 0.007 0.015 0.010 0.017 ― 

平均値 0.003 0.003 0.001 0.001 0.002 0.002 0.002 0.002 ― 

一酸化窒素 

NO 

（ppm） 

最低値 0.000 0.001 0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.027 0.014 0.004 0.002 0.003 0.008 0.003 0.027 ― 

平均値 0.009 0.007 0.003 0.001 0.001 0.001 0.001 0.003 
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

NO2 

（ppm） 

最低値 0.000 0.003 0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.033 0.022 0.010 0.005 0.010 0.023 0.013 0.033 ― 

平均値 0.011 0.010 0.004 0.002 0.003 0.003 0.003 0.005 ― 

窒素酸化物 

NOx 

（ppm） 

最低値 0.000 0.004 0.002 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.046 0.068 0.074 0.042 0.021 0.019 0.022 0.074 0.200 

平均値 0.021 0.038 0.039 0.017 0.011 0.008 0.009 0.020 0.100 

浮遊粒子状物質 

SPM 

（mg/m3） 

最低値 0.000 0.016 0.007 0.002 0.003 0.001 0.000 0.000 ― 

最高値 0.042 0.049 0.044 0.037 0.032 0.034 0.030 0.049 0.060 

平均値 
(0.018) 

0.013 

(0.023)

0.016 

(0.028)

0.027 

(0.028)

0.030 

(0.024)

0.023 

(0.024)

0.019 

(0.017) 

0.015 

(0.023)

0.020 
― 

光化学オキシダント

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.001 0.001 0.009 0.024 0.006 0.003 0.002 0.001 ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20 時）の値を示す。 
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地点名：黒川 

測定日：平成 20 年 11 月 5 日（水）～平成 20 年 11 月 11 日（火） 

月 日 

項 目 
11月5日 11月6日 11月7日 11月8日 11月9日 11月10日 11月11日 期間 環境基準

最高値 0.001 0.002 0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.002 0.100 

平均値 0.000 0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.040 

二酸化硫黄 

SO2 

（ppm） 

最低値 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.004 0.004 0.001 0.000 0.001 0.002 0.001 0.004 ― 

平均値 0.001 0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

一酸化窒素 

NO 

（ppm） 

最低値 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.028 0.011 0.005 0.002 0.002 0.003 0.004 0.028 ― 

平均値 0.008 0.006 0.003 0.001 0.001 0.001 0.002 0.003 
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

NO2 

（ppm） 

最低値 0.001 0.003 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 ― 

最高値 0.031 0.013 0.005 0.002 0.002 0.005 0.004 0.031 ― 

平均値 0.010 0.007 0.003 0.001 0.002 0.002 0.002 0.004 ― 

窒素酸化物 

NOx 

（ppm） 

最低値 0.001 0.003 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 ― 

最高値 0.051 0.162 0.067 0.041 0.026 0.020 0.046 0.162 0.200 

平均値 0.026 0.051 0.039 0.023 0.016 0.012 0.015 0.026 0.100 

浮遊粒子状物質 

SPM 

（mg/m3） 

最低値 0.008 0.025 0.012 0.011 0.007 0.003 0.002 0.002 ― 

最高値 0.045 0.052 0.046 0.036 0.032 0.035 0.031 0.052 0.060 

平均値 
(0.019) 

0.013 

(0.024)

0.016 

(0.033)

0.029 

(0.029)

0.031 

(0.025)

0.023 

(0.025)

0.019 

(0.018) 

0.014 

(0.025)

0.021 
― 

光化学オキシダント

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.000 0.000 0.007 0.027 0.009 0.005 0.002 0.000 ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20 時）の値を示す。 
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地点名：野間出野 

測定日：平成 20 年 11 月 5 日（水）～平成 20 年 11 月 11 日（火） 

月 日 

項 目 
11月5日 11月6日 11月7日 11月8日 11月9日 11月10日 11月11日 期間 環境基準

最高値 0.004 0.004 0.002 0.002 0.001 0.001 0.002 0.004 0.100 

平均値 0.002 0.002 0.002 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.040 

二酸化硫黄 

SO2 

（ppm） 

最低値 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.000 0.001 0.000 ― 

最高値 0.006 0.010 0.002 0.001 0.002 0.004 0.003 0.010 ― 

平均値 0.002 0.003 0.001 0.000 0.000 0.001 0.001 0.001 ― 

一酸化窒素 

NO 

（ppm） 

最低値 0.000 0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.027 0.017 0.005 0.002 0.003 0.004 0.005 0.027 ― 

平均値 0.008 0.008 0.003 0.001 0.002 0.001 0.002 0.004 
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

NO2 

（ppm） 

最低値 0.001 0.003 0.001 0.001 0.001 0.000 0.001 0.000 ― 

最高値 0.032 0.021 0.007 0.003 0.005 0.008 0.006 0.032 ― 

平均値 0.010 0.010 0.004 0.002 0.002 0.002 0.003 0.005 ― 

窒素酸化物 

NOx 

（ppm） 

最低値 0.001 0.004 0.001 0.001 0.001 0.000 0.001 0.000 ― 

最高値 0.068 0.092 0.060 0.029 0.042 0.030 0.035 0.092 0.200 

平均値 0.023 0.043 0.030 0.016 0.020 0.010 0.014 0.022 0.100 

浮遊粒子状物質 

SPM 

（mg/m3） 

最低値 0.004 0.008 0.008 0.007 0.004 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.044 0.046 0.046 0.037 0.034 0.036 0.033 0.046 0.060 

平均値 
(0.020) 

0.015 

(0.023)

0.016 

(0.034)

0.030 

(0.031)

0.032 

(0.030)

0.028 

(0.028)

0.022 

(0.021) 

0.016 

(0.027)

0.023 
― 

光化学オキシダント

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.003 0.003 0.008 0.029 0.009 0.008 0.006 0.003 ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20 時）の値を示す。 
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地点名：下田尻 

測定日：平成 20 年 11 月 5 日（水）～平成 20 年 11 月 11 日（火） 

月 日 

項 目 
11月5日 11月6日 11月7日 11月8日 11月9日 11月10日 11月11日 期間 環境基準

最高値 0.003 0.004 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.004 0.100 

平均値 0.001 0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.040 

二酸化硫黄 

SO2 

（ppm） 

最低値 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.002 0.002 0.002 0.001 0.001 0.001 0.001 0.002 ― 

平均値 0.001 0.001 0.001 0.001 0.000 0.000 0.000 0.001 ― 

一酸化窒素 

NO 

（ppm） 

最低値 0.000 0.001 0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.026 0.030 0.015 0.003 0.005 0.026 0.021 0.030 ― 

平均値 0.012 0.015 0.007 0.002 0.003 0.006 0.007 0.007 
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

NO2 

（ppm） 

最低値 0.003 0.006 0.003 0.001 0.001 0.001 0.002 0.001 ― 

最高値 0.028 0.031 0.016 0.004 0.005 0.027 0.022 0.031 ― 

平均値 0.013 0.016 0.008 0.003 0.003 0.006 0.007 0.008 ― 

窒素酸化物 

NOx 

（ppm） 

最低値 0.004 0.007 0.004 0.001 0.001 0.001 0.002 0.001 ― 

最高値 0.047 0.058 0.047 0.020 0.020 0.020 0.022 0.058 0.200 

平均値 0.018 0.030 0.027 0.011 0.010 0.006 0.008 0.016 0.100 

浮遊粒子状物質 

SPM 

（mg/m3） 

最低値 0.000 0.009 0.003 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.045 0.050 0.043 0.037 0.033 0.035 0.032 0.050 0.060 

平均値 
(0.021) 

0.015 

(0.024)

0.017 

(0.033)

0.031 

(0.030)

0.030 

(0.028)

0.025 

(0.026)

0.020 

(0.018) 

0.014 

(0.026)

0.022 
― 

光化学オキシダント

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.002 0.002 0.010 0.026 0.007 0.003 0.002 0.002 ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20 時）の値を示す。 
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地点名：千軒 

測定日：平成 20 年 11 月 5 日（水）～平成 20 年 11 月 11 日（火） 

月 日 

項 目 
11月5日 11月6日 11月7日 11月8日 11月9日 11月10日 11月11日 期間 環境基準

最高値 0.001 0.002 0.001 0.001 0.001 0.000 0.001 0.002 0.100 

平均値 0.000 0.001 0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.040 

二酸化硫黄 

SO2 

（ppm） 

最低値 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.014 0.016 0.002 0.000 0.000 0.014 0.016 0.016 ― 

平均値 0.002 0.003 0.000 0.000 0.000 0.001 0.002 0.001 ― 

一酸化窒素 

NO 

（ppm） 

最低値 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.020 0.013 0.007 0.001 0.004 0.010 0.009 0.020 ― 

平均値 0.008 0.008 0.004 0.001 0.002 0.003 0.005 0.004 
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

NO2 

（ppm） 

最低値 0.001 0.004 0.001 0.001 0.001 0.001 0.002 0.001 ― 

最高値 0.025 0.024 0.009 0.001 0.005 0.024 0.024 0.025 ― 

平均値 0.010 0.012 0.004 0.001 0.002 0.005 0.007 0.006 ― 

窒素酸化物 

NOx 

（ppm） 

最低値 0.002 0.005 0.001 0.001 0.001 0.001 0.002 0.001 ― 

最高値 0.052 0.066 0.061 0.028 0.021 0.015 0.019 0.066 0.200 

平均値 0.021 0.035 0.032 0.015 0.011 0.006 0.009 0.019 0.100 

浮遊粒子状物質 

SPM 

（mg/m3） 

最低値 0.004 0.011 0.008 0.002 0.002 0.000 0.002 0.000 ― 

最高値 0.043 0.038 0.042 0.037 0.036 0.038 0.030 0.043 0.060 

平均値 
(0.018) 

0.014 

(0.016)

0.012 

(0.025)

0.022 

(0.030)

0.030 

(0.026)

0.024 

(0.028)

0.024 

(0.020) 

0.016 

(0.023)

0.020 
― 

光化学オキシダント

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.001 0.000 0.003 0.023 0.016 0.008 0.007 0.000 ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20 時）の値を示す。 
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地点名：新光風台 

測定日：平成 20 年 11 月 5 日（水）～平成 20 年 11 月 11 日（火） 

（ SPM のみ平成 20 年 11 月 7 日（金）～平成 20 年 11 月 13 日（木） ） 

月 日 

項 目 
11月5日 11月6日 11月7日 11月8日 11月9日 11月10日 11月11日 11月12日 11月13日 期間 環境基準

最高値 0.007 0.005 0.003 0.002 0.001 0.001 0.007 0.006
＊
 0.004

＊
 0.007 0.100

平均値 0.002 0.003 0.002 0.001 0.001 0.001 0.001 0.002
＊
 0.002

＊
 0.002 0.040

二酸化硫黄 

SO2 

（ppm） 

最低値 0.001 0.001 0.002 0.001 0.001 0.000 0.001 0.001
＊
 0.001

＊
 0.000 ― 

最高値 0.003 0.003 0.001 0.000 0.001 0.002 0.001 0.001
＊
 0.001

＊
 0.003 ― 

平均値 0.001 0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
＊
 0.000

＊
 0.000 ― 

一酸化窒素 

NO 

（ppm） 

最低値 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
＊
 0.000

＊
 0.000 ― 

最高値 0.031 0.011 0.005 0.002 0.003 0.007 0.004 0.004
＊
 0.005

＊
 0.031 ― 

平均値 0.009 0.007 0.003 0.001 0.002 0.002 0.002 0.003
＊
 0.003

＊
 0.004

0.040～

0.060

二酸化窒素 

NO2 

（ppm） 

最低値 0.001 0.004 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001
＊
 0.001

＊
 0.001 ― 

最高値 0.034 0.013 0.006 0.002 0.003 0.009 0.004 0.004
＊
 0.006

＊
 0.034 ― 

平均値 0.010 0.008 0.003 0.001 0.002 0.002 0.002 0.003
＊
 0.003

＊
 0.004 ― 

窒素酸化物 

NOx 

（ppm） 

最低値 0.001 0.004 0.002 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001
＊
 0.001

＊
 0.001 ― 

最高値 ― ― 0.068 0.044 0.033 0.043 0.031 0.041 0.038 0.068 0.200 

平均値 ― ― 0.029 0.023 0.019 0.017 0.016 0.020 0.021 0.021 0.100 

浮遊粒子状物質 

SPM 

（mg/m3） 

最低値 ― ― 0.014 0.011 0.009 0.008 0.008 0.007 0.007 0.007 ― 

最高値 0.042 0.051 0.044 0.035 0.032 0.034 0.031 0.042
＊
 0.040

＊
 0.051 0.060 

平均値 
(0.021) 

0.017 

(0.029) 

0.022 

(0.032)

0.029

(0.027)

0.028

(0.026)

0.024

(0.027)

0.023

(0.021)

0.018

(0.030)
＊
 

0.028
＊
 

(0.027)
＊
 

0.024
＊
 

(0.026)

0.023
― 

光化学 

オキシダント 

Ox 

（ppm） 
最低値 0.001 0.004 0.010 0.022 0.015 0.011 0.006 0.009

＊
 0.008

＊
 0.001 ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20 時）の値を示す。 

＊：SPM に欠測があった（11/5～11/6）ため期間を延長して実施した測定期間（11/12～11/13）における測定値を参考とし

て示したものであり、各項目の期間値へは反映していない。 
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地点名：丸山台 

測定日：平成 20 年 11 月 5 日（水）～平成 20 年 11 月 11 日（火） 

月 日 

項 目 
11月5日 11月6日 11月7日 11月8日 11月9日 11月10日 11月11日 期間 環境基準

最高値 0.004 0.003 0.001 0.001 0.000 0.002 0.000 0.004 0.100 

平均値 0.001 0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.040 

二酸化硫黄 

SO2 

（ppm） 

最低値 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.007 0.009 0.002 0.001 0.001 0.012 0.007 0.012 ― 

平均値 0.003 0.003 0.001 0.001 0.001 0.002 0.002 0.002 ― 

一酸化窒素 

NO 

（ppm） 

最低値 0.001 0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.001 0.000 ― 

最高値 0.042 0.017 0.009 0.003 0.003 0.017 0.012 0.042 ― 

平均値 0.013 0.012 0.004 0.001 0.001 0.004 0.007 0.006 
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

NO2 

（ppm） 

最低値 0.003 0.009 0.002 0.001 0.000 0.000 0.003 0.000 ― 

最高値 0.047 0.023 0.010 0.004 0.004 0.029 0.017 0.047 ― 

平均値 0.016 0.015 0.005 0.002 0.001 0.005 0.009 0.008 ― 

窒素酸化物 

NOx 

（ppm） 

最低値 0.005 0.010 0.002 0.001 0.000 0.000 0.004 0.000 ― 

最高値 0.063 0.075 0.055 0.037 0.022 0.026 0.021 0.075 0.200 

平均値 0.024 0.039 0.030 0.018 0.014 0.011 0.011 0.021 0.100 

浮遊粒子状物質 

SPM 

（mg/m3） 

最低値 0.007 0.017 0.009 0.006 0.007 0.001 0.001 0.001 ― 

最高値 0.041 0.049 0.044 0.037 0.032 0.035 0.033 0.049 0.060 

平均値 
(0.022) 

0.018 

(0.030)

0.024 

(0.032)

0.030 

(0.028)

0.030 

(0.030)

0.030 

(0.027)

0.027 

(0.018) 

0.016 

(0.027)

0.025 
― 

光化学オキシダント

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.005 0.007 0.009 0.025 0.021 0.008 0.006 0.005 ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20 時）の値を示す。 
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地点名：上杉口 

測定日：平成 20 年 11 月 5 日（水）～平成 20 年 11 月 11 日（火） 

月 日 

項 目 
11月5日 11月6日 11月7日 11月8日 11月9日 11月10日 11月11日 期間 環境基準

最高値 0.003 0.004 0.002 0.001 0.000 0.001 0.001 0.004 0.100 

平均値 0.001 0.001 0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.001 0.040 

二酸化硫黄 

SO2 

（ppm） 

最低値 0.000 0.000 0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.039 0.055 0.004 0.003 0.001 0.036 0.030 0.055 ― 

平均値 0.009 0.010 0.001 0.000 0.000 0.005 0.005 0.004 ― 

一酸化窒素 

NO 

（ppm） 

最低値 0.001 0.002 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.020 0.019 0.015 0.007 0.010 0.015 0.013 0.020 ― 

平均値 0.010 0.012 0.006 0.003 0.004 0.005 0.007 0.007 
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

NO2 

（ppm） 

最低値 0.003 0.007 0.002 0.001 0.001 0.001 0.002 0.001 ― 

最高値 0.048 0.064 0.019 0.010 0.011 0.051 0.039 0.064 ― 

平均値 0.019 0.022 0.008 0.003 0.004 0.010 0.012 0.011 ― 

窒素酸化物 

NOx 

（ppm） 

最低値 0.004 0.011 0.002 0.001 0.001 0.001 0.002 0.001 ― 

最高値 0.121 0.075 0.059 0.026 0.017 0.016 0.035 0.121 0.200 

平均値 0.028 0.038 0.032 0.015 0.011 0.008 0.010 0.020 0.100 

浮遊粒子状物質 

SPM 

（mg/m3） 

最低値 0.009 0.016 0.011 0.006 0.006 0.000 0.002 0.000 ― 

最高値 0.043 0.048 0.046 0.039 0.033 0.035 0.035 0.048 0.060 

平均値 
(0.019) 

0.013 

(0.020)

0.013 

(0.029)

0.026 

(0.028)

0.030 

(0.024)

0.022 

(0.026)

0.020 

(0.017) 

0.012 

(0.023)

0.019 
― 

光化学オキシダント

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.001 0.002 0.003 0.023 0.006 0.002 0.002 0.001 ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20 時）の値を示す。 
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イ. 焼却施設の試運転に伴う影響把握のための大気質調査 

ｱ) 冬季（試運転時） 

① 7日間連続測定項目 

地点名：一庫 

測定日：平成 21 年 1 月 27 日（火）～平成 21 年 2 月 2日（月） 

月 日 

項 目 
1月27日 1月28日 1月29日 1月30日 1月31日 2 月 1 日 2 月 2 日 期間 環境基準

最高値 0.001 0.003 0.007 0.005 0.001 0.001 0.005 0.007 0.100 

平均値 0.001 0.001 0.002 0.003 0.001 0.001 0.002 0.001 0.040 

二酸化硫黄 

SO2 

（ppm） 

最低値 0.000 0.000 0.000 0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.004 0.002 0.005 0.001 0.000 0.000 0.003 0.005 ― 

平均値 0.001 0.001 0.001 0.000 0.000 0.000 0.001 0.000 ― 

一酸化窒素 

NO 

（ppm） 

最低値 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.006 0.012 0.012 0.013 0.004 0.001 0.029 0.029 ― 

平均値 0.003 0.006 0.007 0.007 0.002 0.001 0.009 0.005 
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

NO2 

（ppm） 

最低値 0.002 0.002 0.004 0.003 0.001 0.001 0.001 0.001 ― 

最高値 0.008 0.012 0.017 0.014 0.005 0.001 0.030 0.030 ― 

平均値 0.004 0.007 0.008 0.008 0.002 0.001 0.009 0.005 ― 

窒素酸化物 

NOx 

（ppm） 

最低値 0.002 0.002 0.004 0.004 0.001 0.001 0.001 0.001 ― 

最高値 0.045 0.028 0.045 0.032 0.019 0.021 0.043 0.045 0.200 

平均値 0.022 0.018 0.023 0.019 0.009 0.013 0.026 0.018 0.100 

浮遊粒子状物質 

SPM 

（mg/m3） 

最低値 0.009 0.008 0.011 0.007 0.005 0.007 0.008 0.005 ― 

最高値 0.039 0.039 0.039 0.030 0.042 0.040 0.045 0.045 0.060 

平均値 
(0.025) 

0.022 

(0.027)

0.022 

(0.024)

0.021 

(0.024)

0.025 

(0.039)

0.038 

(0.038)

0.038 

(0.025) 

0.022 

(0.029)

0.027 
― 

光化学オキシダント

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.004 0.010 0.008 0.019 0.029 0.035 0.005 0.004 ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20 時）の値を示す。 
 
 
 



 65

 

地点名：国崎 

測定日：平成 21 年 1 月 27 日（火）～平成 21 年 2 月 2日（月） 

月 日 

項 目 
1月27日 1月28日 1月29日 1月30日 1月31日 2 月 1 日 2 月 2 日 期間 環境基準

最高値 0.001 0.002 0.003 0.005 0.000 0.000 0.004 0.005 0.100 

平均値 0.000 0.000 0.001 0.002 0.000 0.000 0.001 0.001 0.040 

二酸化硫黄 

SO2 

（ppm） 

最低値 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.007 0.006 0.012 0.006 0.002 0.003 0.004 0.012 ― 

平均値 0.002 0.002 0.003 0.002 0.001 0.001 0.002 0.002 ― 

一酸化窒素 

NO 

（ppm） 

最低値 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 ― 

最高値 0.006 0.013 0.008 0.013 0.004 0.001 0.030 0.030 ― 

平均値 0.003 0.006 0.005 0.006 0.001 0.000 0.009 0.004 
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

NO2 

（ppm） 

最低値 0.001 0.001 0.003 0.002 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.011 0.016 0.018 0.015 0.005 0.004 0.033 0.033 ― 

平均値 0.005 0.008 0.008 0.008 0.002 0.002 0.011 0.006 ― 

窒素酸化物 

NOx 

（ppm） 

最低値 0.002 0.002 0.004 0.003 0.001 0.001 0.001 0.001 ― 

最高値 0.032 0.027 0.025 0.026 0.015 0.021 0.052 0.052 0.200 

平均値 0.018 0.013 0.016 0.015 0.004 0.007 0.023 0.014 0.100 

浮遊粒子状物質 

SPM 

（mg/m3） 

最低値 0.004 0.000 0.007 0.003 0.000 0.000 0.002 0.000 ― 

最高値 0.043 0.045 0.043 0.034 0.044 0.044 0.052 0.052 0.060 

平均値 
(0.028) 

0.022 

(0.028)

0.022 

(0.026)

0.022 

(0.024)

0.025 

(0.040)

0.039 

(0.041)

0.041 

(0.026) 

0.021 

(0.030)

0.027 
― 

光化学オキシダント

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.002 0.009 0.007 0.020 0.029 0.035 0.002 0.002 ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20 時）の値を示す。 
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地点名：黒川 

測定日：平成 21 年 1 月 27 日（火）～平成 21 年 2 月 2日（月） 

月 日 

項 目 
1月27日 1月28日 1月29日 1月30日 1月31日 2 月 1 日 2 月 2 日 期間 環境基準

最高値 0.002 0.003 0.004 0.005 0.002 0.002 0.005 0.005 0.100 

平均値 0.001 0.001 0.002 0.003 0.002 0.001 0.002 0.002 0.040 

二酸化硫黄 

SO2 

（ppm） 

最低値 0.000 0.001 0.001 0.002 0.001 0.001 0.001 0.000 ― 

最高値 0.004 0.005 0.006 0.002 0.000 0.000 0.002 0.006 ― 

平均値 0.001 0.001 0.001 0.001 0.000 0.000 0.001 0.001 ― 

一酸化窒素 

NO 

（ppm） 

最低値 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.006 0.011 0.009 0.010 0.004 0.000 0.026 0.026 ― 

平均値 0.003 0.005 0.005 0.006 0.001 0.000 0.007 0.004 
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

NO2 

（ppm） 

最低値 0.001 0.001 0.002 0.002 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.009 0.012 0.012 0.012 0.005 0.001 0.027 0.027 ― 

平均値 0.004 0.006 0.006 0.006 0.001 0.000 0.008 0.004 ― 

窒素酸化物 

NOx 

（ppm） 

最低値 0.001 0.001 0.002 0.002 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.041 0.106 0.187 0.030 0.015 0.017 0.055 0.187 0.200 

平均値 0.024 0.028 0.037 0.016 0.006 0.010 0.027 0.021 0.100 

浮遊粒子状物質 

SPM 

（mg/m3） 

最低値 0.007 0.012 0.017 0.004 0.002 0.006 0.005 0.002 ― 

最高値 0.041 0.043 0.044 0.028 0.042 0.041 0.051 0.051 0.060 

平均値 
(0.025) 
0.020 

(0.021)
0.016 

(0.021)
0.016 

(0.022)
0.022 

(0.039)
0.038 

(0.040)
0.040 

(0.028) 
0.023 

(0.028)
0.025 ― 

光化学オキシダント

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.002 0.003 0.003 0.014 0.026 0.033 0.001 0.001 ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20 時）の値を示す。 
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地点名：野間出野 

測定日：平成 21 年 1 月 27 日（火）～平成 21 年 2 月 2日（月） 

月 日 

項 目 
1月27日 1月28日 1月29日 1月30日 1月31日 2 月 1 日 2 月 2 日 期間 環境基準

最高値 0.001 0.003 0.004 0.006 0.001 0.001 0.004 0.006 0.100 

平均値 0.001 0.001 0.001 0.002 0.001 0.001 0.002 0.001 0.040 

二酸化硫黄 

SO2 

（ppm） 

最低値 0.001 0.000 0.000 0.001 0.001 0.001 0.001 0.000 ― 

最高値 0.008 0.007 0.010 0.008 0.001 0.001 0.003 0.010 ― 

平均値 0.002 0.002 0.002 0.002 0.000 0.000 0.001 0.001 ― 

一酸化窒素 

NO 

（ppm） 

最低値 0.001 0.001 0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.006 0.013 0.011 0.015 0.004 0.001 0.024 0.024 ― 

平均値 0.003 0.007 0.006 0.007 0.001 0.000 0.006 0.004 
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

NO2 

（ppm） 

最低値 0.001 0.001 0.003 0.002 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.013 0.015 0.016 0.023 0.005 0.002 0.026 0.026 ― 

平均値 0.005 0.009 0.008 0.009 0.001 0.001 0.007 0.006 ― 

窒素酸化物 

NOx 

（ppm） 

最低値 0.002 0.002 0.004 0.003 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.039 0.034 0.043 0.037 0.010 0.025 0.057 0.057 0.200 

平均値 0.016 0.012 0.020 0.014 0.004 0.010 0.024 0.014 0.100 

浮遊粒子状物質 

SPM 

（mg/m3） 

最低値 0.000 0.000 0.002 0.002 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.044 0.045 0.046 0.030 0.045 0.045 0.054 0.054 0.060 

平均値 
(0.028) 

0.022 

(0.025)

0.019 

(0.025)

0.020 

(0.022)

0.023 

(0.041)

0.041 

(0.043)

0.043 

(0.032) 

0.028 

(0.031)

0.028 
― 

光化学オキシダント

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.003 0.007 0.003 0.010 0.030 0.040 0.006 0.003 ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20 時）の値を示す。 
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地点名：下田尻 

測定日：平成 21 年 1 月 27 日（火）～平成 21 年 2 月 2日（月） 

月 日 

項 目 
1月27日 1月28日 1月29日 1月30日 1月31日 2 月 1 日 2 月 2 日 期間 環境基準

最高値 0.001 0.003 0.003 0.001 0.000 0.000 0.003 0.003 0.100 

平均値 0.000 0.000 0.001 0.000 0.000 0.000 0.001 0.000 0.040 

二酸化硫黄 

SO2 

（ppm） 

最低値 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.008 0.004 0.015 0.007 0.000 0.000 0.002 0.015 ― 

平均値 0.001 0.000 0.001 0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

一酸化窒素 

NO 

（ppm） 

最低値 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.036 0.048 0.051 0.046 0.005 0.001 0.030 0.051 ― 

平均値 0.010 0.014 0.017 0.016 0.002 0.000 0.013 0.010 
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

NO2 

（ppm） 

最低値 0.003 0.002 0.006 0.005 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.039 0.052 0.055 0.052 0.005 0.001 0.030 0.055 ― 

平均値 0.010 0.015 0.017 0.017 0.002 0.000 0.013 0.011 ― 

窒素酸化物 

NOx 

（ppm） 

最低値 0.003 0.002 0.006 0.005 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.041 0.034 0.028 0.021 0.008 0.014 0.045 0.045 0.200 

平均値 0.012 0.010 0.016 0.010 0.002 0.007 0.018 0.011 0.100 

浮遊粒子状物質 

SPM 

（mg/m3） 

最低値 0.001 0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.042 0.042 0.043 0.028 0.043 0.044 0.053 0.053 0.060 

平均値 
(0.026) 

0.019 

(0.021)

0.015 

(0.020)

0.016 

(0.018)

0.019 

(0.039)

0.039 

(0.042)

0.041 

(0.025) 

0.020 

(0.027)

0.024 
― 

光化学オキシダント

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.000 0.000 0.000 0.002 0.030 0.037 0.001 0.000 ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20 時）の値を示す。 
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地点名：千軒 

測定日：平成 21 年 1 月 27 日（火）～平成 21 年 2 月 2日（月） 

月 日 

項 目 
1月27日 1月28日 1月29日 1月30日 1月31日 2 月 1 日 2 月 2 日 期間 環境基準

最高値 0.007 0.008 0.009 0.008 0.007 0.004 0.010 0.010 0.100 

平均値 0.003 0.003 0.004 0.006 0.005 0.004 0.005 0.004 0.040 

二酸化硫黄 

SO2 

（ppm） 

最低値 0.000 0.000 0.001 0.004 0.003 0.003 0.003 0.000 ― 

最高値 0.017 0.014 0.024 0.037 0.001 0.001 0.019 0.037 ― 

平均値 0.003 0.004 0.005 0.007 0.000 0.001 0.003 0.003 ― 

一酸化窒素 

NO 

（ppm） 

最低値 0.000 0.001 0.002 0.000 0.000 0.000 0.001 0.000 ― 

最高値 0.012 0.024 0.016 0.018 0.004 0.002 0.027 0.027 ― 

平均値 0.005 0.011 0.010 0.011 0.002 0.001 0.011 0.007 
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

NO2 

（ppm） 

最低値 0.001 0.003 0.006 0.004 0.001 0.000 0.002 0.000 ― 

最高値 0.024 0.032 0.034 0.054 0.005 0.003 0.035 0.054 ― 

平均値 0.008 0.015 0.016 0.017 0.002 0.002 0.014 0.011 ― 

窒素酸化物 

NOx 

（ppm） 

最低値 0.001 0.005 0.008 0.004 0.001 0.001 0.003 0.001 ― 

最高値 0.029 0.040 0.031 0.025 0.015 0.014 0.047 0.047 0.200 

平均値 0.015 0.012 0.017 0.012 0.006 0.007 0.020 0.013 0.100 

浮遊粒子状物質 

SPM 

（mg/m3） 

最低値 0.005 0.001 0.004 0.001 0.002 0.000 0.002 0.000 ― 

最高値 0.032 0.034 0.033 0.021 0.036 0.037 0.043 0.043 0.060 

平均値 
(0.020) 

0.015 

(0.013)

0.010 

(0.013)

0.009 

(0.010)

0.011 

(0.032)

0.032 

(0.035)

0.035 

(0.020) 

0.016 

(0.020)

0.018 
― 

光化学オキシダント

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.000 0.000 0.000 0.000 0.021 0.032 0.001 0.000 ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20 時）の値を示す。 
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地点名：新光風台 

測定日：平成 21 年 1 月 27 日（火）～平成 21 年 2 月 2日（月） 

月 日 

項 目 
1月27日 1月28日 1月29日 1月30日 1月31日 2 月 1 日 2 月 2 日 期間 環境基準

最高値 0.002 0.002 0.006 0.004 0.001 0.001 0.006 0.006 0.100 

平均値 0.001 0.001 0.002 0.002 0.001 0.001 0.002 0.001 0.040 

二酸化硫黄 

SO2 

（ppm） 

最低値 0.000 0.000 0.001 0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.003 0.003 0.002 0.001 0.001 0.000 0.003 0.003 ― 

平均値 0.000 0.001 0.001 0.000 0.000 0.000 0.001 0.000 ― 

一酸化窒素 

NO 

（ppm） 

最低値 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.009 0.017 0.012 0.009 0.003 0.001 0.028 0.028 ― 

平均値 0.003 0.006 0.006 0.005 0.001 0.001 0.009 0.004 
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

NO2 

（ppm） 

最低値 0.001 0.001 0.004 0.003 0.001 0.000 0.001 0.000 ― 

最高値 0.009 0.018 0.014 0.010 0.004 0.001 0.029 0.029 ― 

平均値 0.004 0.007 0.007 0.006 0.001 0.001 0.010 0.005 ― 

窒素酸化物 

NOx 

（ppm） 

最低値 0.001 0.001 0.004 0.003 0.001 0.000 0.001 0.000 ― 

最高値 0.041 0.034 0.027 0.028 0.015 0.025 0.042 0.042 0.200 

平均値 0.021 0.016 0.019 0.016 0.008 0.014 0.024 0.017 0.100 

浮遊粒子状物質 

SPM 

（mg/m3） 

最低値 0.006 0.006 0.014 0.005 0.004 0.008 0.007 0.004 ― 

最高値 0.044 0.043 0.044 0.034 0.045 0.044 0.050 0.050 0.060 

平均値 
(0.030) 

0.025 

(0.028)

0.023 

(0.029)

0.025 

(0.026)

0.027 

(0.040)

0.039 

(0.042)

0.041 

(0.029) 

0.025 

(0.032)

0.029 
― 

光化学オキシダント

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.002 0.012 0.009 0.020 0.031 0.037 0.002 0.002 ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20 時）の値を示す。 
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地点名：丸山台 

測定日：平成 21 年 1 月 27 日（火）～平成 21 年 2 月 2日（月） 

月 日 

項 目 
1月27日 1月28日 1月29日 1月30日 1月31日 2 月 1 日 2 月 2 日 期間 環境基準

最高値 0.002 0.002 0.005 0.004 0.000 0.000 0.005 0.005 0.100 

平均値 0.001 0.001 0.002 0.002 0.000 0.000 0.002 0.001 0.040 

二酸化硫黄 

SO2 

（ppm） 

最低値 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.008 0.004 0.010 0.005 0.001 0.000 0.004 0.010 ― 

平均値 0.002 0.002 0.002 0.001 0.000 0.000 0.002 0.001 ― 

一酸化窒素 

NO 

（ppm） 

最低値 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.015 0.022 0.014 0.017 0.004 0.000 0.035 0.035 ― 

平均値 0.006 0.010 0.009 0.009 0.001 0.000 0.012 0.007 
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

NO2 

（ppm） 

最低値 0.001 0.004 0.006 0.003 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.018 0.023 0.024 0.021 0.004 0.000 0.038 0.038 ― 

平均値 0.008 0.011 0.011 0.010 0.001 0.000 0.013 0.008 ― 

窒素酸化物 

NOx 

（ppm） 

最低値 0.001 0.004 0.007 0.003 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.043 0.037 0.038 0.034 0.021 0.022 0.055 0.055 0.200 

平均値 0.024 0.019 0.025 0.019 0.008 0.014 0.027 0.019 0.100 

浮遊粒子状物質 

SPM 

（mg/m3） 

最低値 0.007 0.009 0.013 0.002 0.002 0.000 0.005 0.000 ― 

最高値 0.041 0.042 0.042 0.035 0.043 0.044 0.050 0.050 0.060 

平均値 
(0.028) 

0.024 

(0.027)

0.023 

(0.028)

0.025 

(0.021)

0.024 

(0.040)

0.039 

(0.041)

0.042 

(0.029) 

0.027 

(0.031)

0.029 
― 

光化学オキシダント

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.004 0.011 0.011 0.015 0.027 0.039 0.006 0.004 ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20 時）の値を示す。 
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地点名：上杉口 

測定日：平成 21 年 1 月 27 日（火）～平成 21 年 2 月 2日（月） 

月 日 

項 目 
1月27日 1月28日 1月29日 1月30日 1月31日 2 月 1 日 2 月 2 日 期間 環境基準

最高値 0.006 0.008 0.006 0.004 0.002 0.002 0.006 0.008 0.100 

平均値 0.003 0.005 0.004 0.003 0.002 0.001 0.002 0.003 0.040 

二酸化硫黄 

SO2 

（ppm） 

最低値 0.000 0.002 0.003 0.002 0.001 0.001 0.001 0.000 ― 

最高値 0.035 0.027 0.044 0.029 0.000 0.000 0.029 0.044 ― 

平均値 0.006 0.008 0.009 0.006 0.000 0.000 0.005 0.005 ― 

一酸化窒素 

NO 

（ppm） 

最低値 0.000 0.001 0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 ― 

最高値 0.010 0.022 0.023 0.023 0.004 0.001 0.027 0.027 ― 

平均値 0.006 0.011 0.013 0.012 0.001 0.001 0.012 0.008 
0.040～

0.060 

二酸化窒素 

NO2 

（ppm） 

最低値 0.001 0.004 0.005 0.004 0.001 0.000 0.002 0.000 ― 

最高値 0.044 0.038 0.058 0.052 0.004 0.001 0.046 0.058 ― 

平均値 0.011 0.019 0.022 0.018 0.001 0.001 0.017 0.013 ― 

窒素酸化物 

NOx 

（ppm） 

最低値 0.001 0.005 0.006 0.004 0.001 0.000 0.002 0.000 ― 

最高値 0.027 0.027 0.033 0.030 0.016 0.018 0.053 0.053 0.200 

平均値 0.016 0.014 0.021 0.014 0.006 0.012 0.026 0.016 0.100 

浮遊粒子状物質 

SPM 

（mg/m3） 

最低値 0.004 0.007 0.011 0.000 0.001 0.005 0.004 0.000 ― 

最高値 0.043 0.045 0.043 0.030 0.044 0.043 0.054 0.054 0.060 

平均値 
(0.027) 

0.020 

(0.019)

0.013 

(0.019)

0.013 

(0.016)

0.017 

(0.041)

0.040 

(0.042)

0.042 

(0.024) 

0.019 

(0.027)

0.023 
― 

光化学オキシダント

 

Ox 

 

（ppm） 最低値 0.000 0.001 0.001 0.001 0.030 0.040 0.001 0.000 ― 

注：光化学オキシダントの ( ) 内は、昼間（5時から 20 時）の値を示す。 
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② 1 検体測定項目 

全地点の 1検体測定項目の調査結果を下表に示す。 

塩化水素、ベンゼン、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、ジクロロメタン、水銀、

ダイオキシン類については、全て環境基準値または目標値を下回る値であった。 

各地点における粉じん濃度は 0.0078～0.030mg/m3、粉じん中鉛濃度は 3.0～4.4ng/m3、粉じん

中カドミウム濃度は定量下限値未満～0.12ng/m3であった。 

 

試料採取日：平成 21 年 1 月 27 日（火）～平成 21 年 2 月 2日（月） 

地点 

項目 
国崎 黒川 野間出野 下田尻 上杉口 千軒 丸山台 一庫 新光風台 

環境基準 

又は目標値 

塩化水素 

(ppm) 
<0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 目標値 

0.02ppm以下 

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 

(mg/m3) 
0.00092 0.0017 0.00078 0.00081 0.00091 0.00069 0.00069 0.00077 0.00069 

環境基準 

年平均値が 

0.003 mg/m3 

以下 

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

(mg/m3) 
0.00006 0.00003 <0.00003 0.00015 <0.00003 <0.00003 <0.00003 <0.00003 0.00005 

環境基準 

年平均値が 

0.2 mg/m3 

以下 

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

(mg/m3) 
<0.00004 <0.00004 <0.00004 <0.00004 <0.00004 <0.00004 <0.00004 <0.00004 <0.00004 

環境基準 

年平均値が 

0.2 mg/m3 

以下 

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 

(mg/m3) 
0.00045 0.00028 0.00026 0.00029 0.00025 0.00026 0.00027 0.00027 0.00030 

環境基準 

年平均値が 

0.15 mg/m3 

以下 

水銀 

(ng/m3) 
1.4 1.5 1.5 1.7 2.0 1.4 1.6 1.4 3.4 

WHO値 

15 ng/m3 

以下 

粉じん 

(mg/m3) 
0.0085 0.030 0.011 0.013 0.014 0.010 0.0078 0.013 0.011 － 

鉛 

(ng/m3) 
3.0  3.2  3.8  4.4  4.0  3.4  3.8  4.0  3.6  － 

カドミウム 

(ng/m3) 
<0.1 0.12 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 0.10 0.12 0.11 － 

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類 

(pg-TEQ/ m3) 
0.0085 0.0067 0.010 0.014 0.013 0.015 0.018 0.0094 0.011 

環境基準 

年平均値 

0.6 pg-TEQ/ m3

以下 

注）「<」とは、未満（定量下限値以下）を示す。 
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2) 工事前、工事中、試運転時の比較（国崎地区） 

各物質について、国崎地点における本年度の調査結果（工事中及び試運転時）を環境影響評

価時（工事前）及び工事中（平成 17 年度～平成 19 年度）の調査結果とあわせて以下に示す。 

ア. 窒素酸化物 

ｱ) 二酸化窒素（NO2） 
 

1 時間値 日平均値 

調査時期 
期 間 
平均値 
(ppm) 

最高値 
(ppm) 

最高値 
(ppm) 

0.04ppm 以 上
0.06ppm 以下の
日数(日) 

0.06ppm を超え
た日数 
(日) 

春季 0.003 0.025 0.007 ○ 0 0 

夏季 0.006 0.023 0.008 ○ 0 0 

秋季 0.006 0.027 0.011 ○ 0 0 

環境影響評価時 
（工事前） 

冬季 0.005 0.024 0.010 ○ 0 0 

夏季 0.005 0.030 0.012 ○ 0 0 

秋季 0.002 0.013 0.004 ○ 0 0 
工事中 
（Ｈ17） 

冬季 0.006 0.048 0.018 ○ 0 0 

春季 0.004 0.027 0.010 ○ 0 0 

夏季 0.003 0.021 0.007 ○ 0 0 

秋季 0.005 0.022 0.008 ○ 0 0 

工事中 
（Ｈ18） 

冬季 0.008 0.050 0.027 ○ 0 0 

春季 0.004 0.016 0.006 ○ 0 0 

夏季 0.003 0.008 0.004 ○ 0 0 

秋季 0.003 0.023 0.007 ○ 0 0 

工事中 
（Ｈ19） 

冬季 0.003 0.025 0.009 ○ 0 0 

春季 0.003 0.015 0.005 ○ 0 0 

夏季 0.002 0.011 0.005 ○ 0 0 
工事中 
（Ｈ20） 

秋季 0.003 0.027 0.009 ○ 0 0 

試運転時(H20) 冬季 0.004 0.030 0.009 ○ 0 0 

環境基準（ppm） － 0.04～0.06 のゾーン内またはそれ以下 

注）○：環境基準値以下、●：環境基準値超過を示す。 
【環境影響評価時の調査日】 
春季：平成 14 年 5 月 14 日(火)～5月 20 日(月)  夏季：平成 14 年 8 月 2日(金)～8月 8日(木) 
秋季：平成 14 年 11 月 8 日(金)～11 月 14 日(木) 冬季：平成 15年 1 月 30 日(木)～2月 5日(水) 

【工事中の調査日】 
（平成 17 年度） 
夏季：平成17年 8月 27日(土)～9月 2日(金)    秋季：平成17年 11月 12日(土)～11月 18日(金) 
冬季：平成 18 年 1 月 24 日(火)～1月 30 日(月) 

（平成 18 年度） 
春季：平成 18 年 6 月 1日(木)～6月 7日(水)  夏季：平成 18年 8 月 23 日(水)～8月 29 日(火) 
秋季：平成 18年 11月 6日(月)～11月 12 日(日) 冬季：平成 19年 1月 10日(水)～1月 16日(火) 

（平成 19 年度） 
春季：平成 19 年 5 月 24 日(木)～5月 30 日(水) 夏季：平成 19 年 8 月 21 日(火)～8月 27 日(月) 
秋季：平成 19年 11月 6日(火)～11月 12 日(月) 冬季：平成 20年 1月 22日(火)～1月 28日(月) 

（平成 20 年度） 
春季：平成 20 年 6 月 5日(木)～6 月 11 日（水） 夏季：平成 20 年 8 月 21 日(木)～8月 27 日(水) 
秋季：平成 20 年 11 月 5日(水)～11 月 11 日(火) 冬季：平成 21 年 1 月 27 日(火)～2月 2日(月) 
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ｲ) 一酸化窒素（NO） 

 

1 時間値 日平均値 調査 

時期 

期間平均値 

(ppm) 最高値(ppm) 最高値(ppm) 

春季 0.001 0.006 0.002

夏季 0.002 0.013 0.003

秋季 0.003 0.018 0.004

環境影響評価時 

（工事前） 

冬季 0.002 0.010 0.003

夏季 0.002 0.018 0.006

秋季 0.000 0.010 0.001
工事中 

（Ｈ17） 
冬季 0.003 0.056 0.016

春季 0.000 0.003 0.001

夏季 0.002 0.009 0.004

秋季 0.001 0.014 0.003

工事中 

（Ｈ18） 

冬季 0.002 0.020 0.007

春季 0.002 0.007 0.003

夏季 0.003 0.008 0.004

秋季 0.000 0.004 0.001

工事中 

（Ｈ19） 

冬季 0.001 0.012 0.002

春季 0.002 0.006 0.002

夏季 0.002 0.012 0.002
工事中 
（Ｈ20） 

秋季 0.002 0.017 0.003

試運転時(H20) 冬季 0.002 0.012 0.003

【環境影響評価時の調査日】 

春季：平成 14 年 5 月 14 日(火)～5月 20 日(月)  夏季：平成 14 年 8 月 2日(金)～8月 8日(木) 

秋季：平成 14 年 11 月 8 日(金)～11 月 14 日(木) 冬季：平成 15年 1 月 30 日(木)～2月 5日(水) 
【工事中の調査日】 

（平成 17 年度） 

夏季：平成17年 8月 27日(土)～9月 2日(金)    秋季：平成17年 11月 12日(土)～11月 18日(金) 

冬季：平成 18 年 1 月 24 日(火)～1月 30 日(月) 
（平成 18 年度） 

春季：平成 18 年 6 月 1日(木)～6月 7日(水)  夏季：平成 18年 8 月 23 日(水)～8月 29 日(火) 

秋季：平成 18 年 11 月 6日(月)～11 月 12 日(日) 冬季：平成 19 年 1 月 10 日(水)～1月 16 日(火) 
（平成 19 年度） 

春季：平成19年 5月 24日(木)～5月 30日(水)  夏季：平成19年 8月 21日(火)～8月 27日(月) 

秋季：平成 19 年 11 月 6日(火)～11 月 12 日(月) 冬季：平成 20 年 1 月 22 日(火)～1月 28 日(月) 
（平成 20 年度） 

春季：平成 20 年 6 月 5日(木)～6 月 11 日（水） 夏季：平成 20 年 8 月 21 日(木)～8月 27 日(水) 

秋季：平成 20 年 11 月 5日(水)～11 月 11 日(火) 冬季：平成 21 年 1 月 27 日(火)～2月 2日(月) 
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ｳ) 窒素酸化物（NOX） 

 

1 時間値 日平均値 
調査時期 

期間平均値 

(ppm) 最高値(ppm) 最高値(ppm) 

春季 0.004 0.029 0.008

夏季 0.008 0.027 0.010

秋季 0.009 0.036 0.014

環境影響評価時 

（工事前） 

冬季 0.007 0.031 0.013

夏季 0.007 0.033 0.018

秋季 0.002 0.015 0.005
工事中 

（Ｈ17） 
冬季 0.009 0.101 0.034

春季 0.004 0.028 0.010

夏季 0.005 0.026 0.011

秋季 0.006 0.026 0.010

工事中 

（Ｈ18） 

冬季 0.011 0.065 0.034

春季 0.006 0.023 0.008

夏季 0.005 0.012 0.007

秋季 0.003 0.024 0.008

工事中 

（Ｈ19） 

冬季 0.004 0.041 0.011

春季 0.005 0.018 0.006

夏季 0.004 0.015 0.007
工事中 
（Ｈ20） 

秋季 0.005 0.033 0.011

試運転時(H20) 冬季 0.006 0.033 0.011

【環境影響評価時の調査日】 

春季：平成 14 年 5 月 14 日(火)～5月 20 日(月)  夏季：平成 14 年 8 月 2日(金)～8月 8日(木) 

秋季：平成 14 年 11 月 8 日(金)～11 月 14 日(木) 冬季：平成 15年 1 月 30 日(木)～2月 5日(水) 
【工事中の調査日】 

（平成 17 年度） 

夏季：平成17年 8月 27日(土)～9月 2日(金)    秋季：平成17年 11月 12日(土)～11月 18日(金) 

冬季：平成 18 年 1 月 24 日(火)～1月 30 日(月) 
（平成 18 年度） 

春季：平成 18 年 6 月 1日(木)～6月 7日(水)  夏季：平成 18年 8 月 23 日(水)～8月 29 日(火) 

秋季：平成 18 年 11 月 6日(月)～11 月 12 日(日) 冬季：平成 19 年 1 月 10 日(水)～1月 16 日(火) 
（平成 19 年度） 

春季：平成19年 5月 24日(木)～5月 30日(水)  夏季：平成19年 8月 21日(火)～8月 27日(月) 

秋季：平成 19 年 11 月 6日(火)～11 月 12 日(月) 冬季：平成 20 年 1 月 22 日(火)～1月 28 日(月) 
（平成 20 年度） 

春季：平成 20 年 6 月 5日(木)～6 月 11 日（水） 夏季：平成 20 年 8 月 21 日(木)～8月 27 日(水) 

秋季：平成 20 年 11 月 5日(水)～11 月 11 日(火) 冬季：平成 21 年 1 月 27 日(火)～2月 2日(月) 
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イ. 浮遊粒子状物質（SPM） 

 

1 時間値 日平均値 

調査時期 

期 間 

平均値 

(mg/m3) 

最高値 

(mg/m3) 

0.20mg/m3 を超

えた時間数(時

間) 

最高値 

(mg/m3) 

0.10mg/m3を 

超えた日数 

(日) 

春季 0.021 0.073 ○ 0 0.041 ○ 0 

夏季 0.018 0.039 ○ 0 0.024 ○ 0 

秋季 0.024 0.138 ○ 0 0.064 ○ 0 

環境影響評価時 

（工事前） 

冬季 0.014 0.129 ○ 0 0.030 ○ 0 

夏季 0.031 0.076 ○ 0 0.045 ○ 0 

秋季 0.014 0.043 ○ 0 0.025 ○ 0 
工事中 

（Ｈ17） 
冬季 0.014 0.040 ○ 0 0.024 ○ 0 

春季 0.041 0.297 ● 1 0.059 ○ 0 

夏季 0.027 0.123 ○ 0 0.034 ○ 0 

秋季 0.022 0.084 ○ 0 0.040 ○ 0 

工事中 

（Ｈ18） 

冬季 0.026 0.116 ○ 0 0.048 ○ 0 

春季 0.034 0.143 ○ 0 0.067 ○ 0 

夏季 0.027 0.053 ○ 0 0.037 ○ 0 

秋季 0.022 0.043 ○ 0 0.032 ○ 0 

工事中 

（Ｈ19） 

冬季 0.018 0.048 ○ 0 0.022 ○ 0 

春季 0.031 0.068 ○ 0 0.043 ○ 0 

夏季 0.020 0.043 ○ 0 0.026 ○ 0 
工事中 
（Ｈ20） 

秋季 0.020 0.074 ○ 0 0.039 ○ 0 

試運転時(H20) 冬季 0.014 0.052 ○ 0 0.023 ○ 0 

環境基準（mg/m3） 0.20 以下 0.10 以下 

注）○：環境基準値以下、●：環境基準値超過を示す。 

【環境影響評価時の調査日】 

春季：平成 14 年 5 月 14 日(火)～5月 20 日(月)  夏季：平成 14 年 8 月 2日(金)～8月 8日(木) 

秋季：平成 14 年 11 月 8 日(金)～11 月 14 日(木) 冬季：平成 15年 1 月 30 日(木)～2月 5日(水) 
【工事中の調査日】 

（平成 17 年度） 

夏季：平成17年 8月 27日(土)～9月 2日(金)    秋季：平成17年 11月 12日(土)～11月 18日(金) 

冬季：平成 18 年 1 月 24 日(火)～1月 30 日(月) 
（平成 18 年度） 

春季：平成 18 年 6 月 1日(木)～6月 7日(水)  夏季：平成 18年 8 月 23 日(水)～8月 29 日(火) 

秋季：平成 18 年 11 月 6日(月)～11 月 12 日(日) 冬季：平成 19 年 1 月 10 日(水)～1月 16 日(火) 
（平成 19 年度） 

春季：平成19年 5月 24日(木)～5月 30日(水)  夏季：平成19年 8月 21日(火)～8月 27日(月) 

秋季：平成 19 年 11 月 6日(火)～11 月 12 日(月) 冬季：平成 20 年 1 月 22 日(火)～1月 28 日(月) 
（平成 20 年度） 

春季：平成 20 年 6 月 5日(木)～6 月 11 日（水） 夏季：平成 20 年 8 月 21 日(木)～8月 27 日(水) 

秋季：平成 20 年 11 月 5日(水)～11 月 11 日(火) 冬季：平成 21 年 1 月 27 日(火)～2月 2日(月) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浮遊粒子状物質

0.000

0.020

0.040

0.060

0.080

0.100

0.120

春季 夏季 秋季 冬季

日
平
均
値
最
高
値
(
m
g
/
m
3
)

環境影響評価時（工事前） 工事中（H17) 工事中（H18)
工事中（H19) 工事中・試運転時（H20)

環境基準



 78

ウ. 光化学オキシダント（OX） 

 

昼間の 1時間値が

0.06ppm を超えた 

時間数及び日数 

昼間の 1時間値が

0.12ppm を超えた 

時間数及び日数 
調査地点 

昼間の 1時間値

の期間平均値 

(ppm) 

昼間の 1時間値

の最高値 

(ppm) 
時間数 日数 時間数 日数 

春季 0.039 0.065 3 1 0 0 

夏季 0.023 0.085 2 1 0 0 

秋季 0.033 0.064 2 1 0 0 

環境影響評価時 

（工事前） 

冬季 0.032 0.065 2 1 0 0 

夏季 0.037 0.077 11 3 0 0 

秋季 0.017 0.031 0 0 0 0 
工事中 

（Ｈ17） 
冬季 0.006 0.013 0 0 0 0 

春季 0.062 0.096 57 7 0 0 

夏季 0.041 0.096 12 3 0 0 

秋季 0.030 0.055 0 0 0 0 

工事中 

（Ｈ18） 

冬季 0.026 0.053 0 0 0 0 

春季 0.044 0.099 25 6 0 0 

夏季 0.041 0.102 28 5 0 0 

秋季 0.036 0.056 0 0 0 0 

工事中 

（Ｈ19） 

冬季 0.030 0.044 0 0 0 0 

春季 0.045 0.091 21 4 0 0 

夏季 0.025 0.054 0 0 0 0 
工事中 
（Ｈ20） 

秋季 0.023 0.049 0 0 0 0 

試運転時(H20) 冬季 0.030 0.052 0 0 0 0 

注 1）昼間とは 5時～20 時。 

注 2）光化学オキシダント（Ox）の測定法：環境影響評価時（工事前）は湿式法、工事中（H17,H18,H19）は乾式法。 

【環境影響評価時の調査日】 

春季：平成 14 年 5 月 14 日(火)～5月 20 日(月)  夏季：平成 14 年 8 月 2日(金)～8月 8日(木) 

秋季：平成 14 年 11 月 8 日(金)～11 月 14 日(木) 冬季：平成 15年 1 月 30 日(木)～2月 5日(水) 
【工事中の調査日】 

（平成 17 年度） 

夏季：平成17年 8月 27日(土)～9月 2日(金)    秋季：平成17年 11月 12日(土)～11月 18日(金) 

冬季：平成 18 年 1 月 24 日(火)～1月 30 日(月) 
（平成 18 年度） 

春季：平成 18 年 6 月 1日(木)～6月 7日(水)  夏季：平成 18年 8 月 23 日(水)～8月 29 日(火) 

秋季：平成 18 年 11 月 6日(月)～11 月 12 日(日) 冬季：平成 19 年 1 月 10 日(水)～1月 16 日(火) 
（平成 19 年度） 

春季：平成19年 5月 24日(木)～5月 30日(水)  夏季：平成19年 8月 21日(火)～8月 27日(月) 

秋季：平成 19 年 11 月 6日(火)～11 月 12 日(月) 冬季：平成 20 年 1 月 22 日(火)～1月 28 日(月) 
（平成 20 年度） 

春季：平成 20 年 6 月 5日(木)～6 月 11 日（水） 夏季：平成 20 年 8 月 21 日(木)～8月 27 日(水) 

秋季：平成 20 年 11 月 5日(水)～11 月 11 日(火) 冬季：平成 21 年 1 月 27 日(火)～2月 2日(月) 
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3) 大気質の影響調査のまとめ 

ア. 二酸化硫黄 

平成 20 年度における二酸化硫黄の調査結果は、全地点において 4季とも環境基準を下回る値

であった。 

 

イ. 二酸化窒素 

平成 20 年度における二酸化窒素の調査結果は、全地点において 4季とも環境基準を下回る値

であった。 

国崎地点における環境影響評価時（工事前）及び工事中（平成 17～19 年度）との比較による

と、平成 19 年度と平成 20 年度の調査結果（期間平均値）は、平成 18 年度までの結果より若干

低めの値であった。 

 

ウ. 浮遊粒子状物質 

平成 20 年度における浮遊粒子状物質の調査結果は、全地点において 4季とも日平均値及び 1

時間値は環境基準値を下回る値であった。 

国崎地点における環境影響評価時（工事前）及び工事中（平成 17～19 年度）との比較では、

平成 20 年度の調査結果（期間平均値）は、4季ともに他の年度に比べてやや低い値であった。 

 

エ. 光化学オキシダント 

平成 20 年度における光化学オキシダントの調査結果は、春季において昼間の一時間値が環境

基準値である 0.060ppm を超える期間が観測されたが、周辺の観測局においても同様な傾向にあ

り、広域的な影響によるものと推察される。 

国崎地点における環境影響評価時（工事前）及び工事中（平成 17～19 年度）との比較による

と、平成 20 年度の調査結果は、期間平均値については他の年度と同程度の値であったが、1時

間値の最高値については夏季において他の年度よりも低く環境基準値を上回る時間が無かった。

これは、平成 20 年度の夏季の調査時は昼間に曇りの時間帯が多かったためと考えられる。 

 

オ. 1 検体測定項目 

塩化水素、ベンゼン、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、ジクロロメタン、水銀、

ダイオキシン類については、全て環境基準値または目標値を下回る値であった。 
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5.2.2 水 質 

(1) 調査項目 

調査項目は、表 5.2.2.1 に示すとおりとした。 

 

表 5.2.2.1 調査項目 

対 象 測 定 項 目 

一般項目 気温、水温、流量、水深、色度 

生活環境項目 水素イオン濃度(pH)、生物化学的酸素要求量(BOD)、化学的酸

素要求量(COD)、溶存酸素量(DO)、浮遊物質量(SS)、全燐、全

窒素、大腸菌群数、全亜鉛 

健康項目 ｶﾄﾞﾐｳﾑ、全ｼｱﾝ、鉛、六価ｸﾛﾑ、砒素、総水銀、ｱﾙｷﾙ水銀、PCB、

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、四塩化炭素、1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼｽ-1,2-

ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄ

ﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ、ﾁｳﾗﾑ、ｼﾏｼﾞﾝ、ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ、ﾍﾞﾝｾﾞ

ﾝ、ｾﾚﾝ、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素、ほう素、ふっ素 

平常時 

河川水質 

（試運転時） 

その他項目 ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類、透視度、濁度、塩素イオン、n-ﾍｷｻﾝ抽出物、銅、

総ｸﾛﾑ、溶解性鉄、溶解性ﾏﾝｶﾞﾝ、ﾌｪﾉｰﾙ類、電気伝導度 

 

(2) 調査方法 

測定方法は、環境基本法（平成 5年法律第 91 号）に基づく「水質汚濁に係る環境基準につい

て」（昭和 46 年環境庁告示第 59 号）等に準拠し、実施した。 

 

表 5.2.2.2 測定方法 

区  分 調   査   方   法 

平常時 

河川水質 

（試運転時） 

日本工業規格 K0101「工業用水試験方法」、日本工業規格 K0102「工場排水試験法」

及び環境基本法（平成 5 年法律第 91 号）に基づく「水質汚濁に係る環境基準に

ついて」（昭和 46 年環境庁告示第 59 号）に定める方法。 

 

(3) 調査期間 

調査期間（採水日）は、平成 21 年 1 月 28 日とした。 

 

(4) 調査地点 

調査地点は、図 5.2.2.1 に示すとおり、事業から河川に放流する 1地点（Ｗ－11）とした。 
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図 5.2.2.1 水質調査地点位置図 
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(5) 調査結果 

放流先である田尻川においては、生活環境項目、健康項目及びダイオキシン類の調査結果は、

全て環境基準を満たす値であった。 

 

地点：Ｗ－11 
項 目 単 位 調査結果 達成状況 環境基準 

気温 ℃  6.8 － － 
水温 ℃  4.8 － － 
流量 m3/日  17,043 － － 
水深 m  0.60 － － 

一
般
項
目 

色度 度  6 － － 
水素イオン濃度（pH） －  7.8 ○ 6.5～8.5 
生物化学的酸素要求量（BOD） ㎎/ℓ  0.8 ○ 2 以下 
化学的酸素要求量（COD） ㎎/ℓ  2.3 ○ (3 以下) 
溶存酸素量（DO） ㎎/ℓ  14.0  ○ 7.5 以上 
浮遊物質量（SS） ㎎/ℓ  1 ○ 25 以下 
大腸菌群数 MPN/100mℓ  130 ○ 1,000 以下 
全燐 ㎎/ℓ  0.038  － － 

生
活
環
境
項
目 

全窒素 ㎎/ℓ  1.0  － － 
カドミウム ㎎/ℓ < 0.001 ○ 0.01 以下 
全シアン ㎎/ℓ 不検出 ○ 不検出 
鉛 ㎎/ℓ < 0.005 ○ 0.01 以下 
六価クロム ㎎/ℓ < 0.02 ○ 0.05 以下 
砒素 ㎎/ℓ < 0.005 ○ 0.01 以下 
総水銀 ㎎/ℓ < 0.0005 ○ 0.0005 以下 
アルキル水銀 ㎎/ℓ 不検出 ○ 不検出 
ＰＣＢ ㎎/ℓ 不検出 ○ 不検出 
ジクロロメタン ㎎/ℓ < 0.002 ○ 0.02 以下 
四塩化炭素 ㎎/ℓ < 0.0002 ○ 0.002 以下 
1,2-ジクロロエタン ㎎/ℓ < 0.0004 ○ 0.004 以下 
1,1-ジクロロエチレン ㎎/ℓ < 0.002 ○ 0.02 以下 
シス-1,2-ジクロロエチレン ㎎/ℓ < 0.004 ○ 0.04 以下 
1,1,1-トリクロロエタン ㎎/ℓ < 0.0005 ○ 1 以下 
1,1,2-トリクロロエタン ㎎/ℓ < 0.0006 ○ 0.006 以下 
トリクロロエチレン ㎎/ℓ < 0.002 ○ 0.03 以下 
テトラクロロエチレン ㎎/ℓ < 0.0005 ○ 0.01 以下 
1,3-ジクロロプロペン ㎎/ℓ < 0.0002 ○ 0.002 以下 
チウラム ㎎/ℓ < 0.0006 ○ 0.006 以下 
シマジン ㎎/ℓ < 0.0003 ○ 0.003 以下 
チオベンカルブ ㎎/ℓ < 0.002 ○ 0.02 以下 
ベンゼン ㎎/ℓ < 0.001 ○ 0.01 以下 
セレン ㎎/ℓ < 0.002 ○ 0.01 以下 
硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 ㎎/ℓ  0.87 ○ 10 以下 
ほう素 ㎎/ℓ < 0.05 ○ 1 以下 

健
康
項
目 

ふっ素 ㎎/ℓ  0.28 ○ 0.8 以下 
ダイオキシン類 pg-TEQ/ℓ  0.082 ○ 1 以下 
透視度 度  30 以上 － － 
濁度 度  1.2 － － 
塩素イオン ㎎/ℓ  13 － － 
n-ヘキサン抽出物 ㎎/ℓ < 0.5 － － 
銅 ㎎/ℓ < 0.01 － － 
亜鉛 ㎎/ℓ 0.004 － － 
総クロム ㎎/ℓ < 0.03 － － 
溶解性鉄 ㎎/ℓ  0.03 － － 
溶解性マンガン ㎎/ℓ  0.01 － － 
フェノール類 ㎎/ℓ < 0.01 － － 

そ
の
他
項
目 

電気伝導度 mS/m  18.4 － － 
注 1）生活環境項目の環境基準は、参考としてＡ類型の基準値を示す。 
注 2）水深は、採水位置の断面における最深部の水深を示す。 
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5.2.3 底 質 

(1) 調査項目 

調査項目は、表 5.2.3.1 に示すとおりとした。 

 

表 5.2.3.1 調査項目 

対 象 測 定 項 目 

底 質 含水量、硫化物、強熱減量、粒度組成、化学的酸素要求量（COD）、ｱﾙｷﾙ水銀、全窒
素、全ﾘﾝ、鉛、ｶﾄﾞﾐｳﾑ、総水銀、砒素、六価ｸﾛﾑ、総ｸﾛﾑ、銅、ｼｱﾝ化合物、PCB、ﾀﾞ
ｲｵｷｼﾝ類、水素ｲｵﾝ濃度（pH）、酸化還元電位、ﾘﾝ酸性ﾘﾝ、ｱﾝﾓﾆｱ性窒素、硝酸性窒素、
亜硝酸性窒素 
（ただし、W-4 地点の再分析と、W-5～W-10 地点については、鉛、カドミウム、砒
素、銅のみ） 

 

(2) 調査方法 

測定方法は、表 5.2.3.2 に示すとおり。 

表 5.2.3.2 測定方法 

測 定 項 目 測 定 方 法 

含水量、粒度組成 「土質試験法」(平成 12 年、地盤工学会)に定める方法 

リン酸性リン、ｱﾝﾓﾆｱ性窒素、硝酸性
窒素、亜硝酸性窒素 

「土壌環境分析法」(1997 年、土壌環境分析法編集委員会)
に定める方法 

酸化還元電位 「河川水質試験方法(案)」(1997 年、建設省)に定める方法

ｼｱﾝ化合物 日本工業規格(JIS K 0102)に定める方法 

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類 「ダイオキシン類に係る底質調査測定マニュアル」(平成
12 年 3 月、環境庁)に定める方法 

硫化物、強熱減量、化学的酸素要求量
（COD）、ｱﾙｷﾙ水銀、全窒素、全ﾘﾝ、鉛、
ｶﾄﾞﾐｳﾑ、総水銀、砒素、六価ｸﾛﾑ、総
ｸﾛﾑ、銅、PCB、水素ｲｵﾝ濃度(pH) 

「底質調査方法」(平成 3年、環境庁)に定める方法 

 

(3) 調査期間 

調査期間（試料採取日）は、表 5.2.3.3 に示すとおりとした。 

表 5.2.3.3 調査期間 

区 分 測 定 期 間 

1 回目：平成 20 年 11 月 12 日（試料採取） 底 質 

2 回目：平成 20 年 12 月 24 日（試料採取） 

 

(4) 調査地点 

調査地点は、表 5.2.3.4 及び図 5.2.3.1 に示すとおりとした。 

 

表 5.2.3.4 調査地点 

区 分 調査地点 試料採取期日 

W-4 田尻川（放流地点下流側） 平成 20 年 11 月 12 日 

W-5 田尻川（放流地点下流側）

W-6 

W-7 
田尻川（放流地点上流側）

平成 20 年 12 月 24 日 

W-8 

W-9 

底 質 

W-10 

事業区域内（雨水調整池） 平成 20 年 12 月 24 日 
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図 5.2.3.1 底質調査地点位置図 
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(5) 調査結果 

Ｗ－４地点においては、基準値が設けられている総水銀、ＰＣＢ、ダイオキシン類について

の分析結果は、全て基準を満たす値であった。 

田尻川におけるＷ－４及びＷ－５地点の銅の濃度は 250～270mg/kg であり、他の田尻川の地

点であるＷ－６及びＷ－７地点（46～55mg/kg）と比べ、高い濃度であった。この理由としては、

造成地内及び下田尻地区における土壌調査結果によると田尻川付近の土壌には銅及び鉛が比較

的多く含まれていると考えられ、調査地点よりも上流側を含めた流域の土壌が降雨時に濁水とと

もに田尻川へ流入している（降雨時には河川では濁りが発生している）状況であるため、それら

が流れの緩やかとなったＷ－４及びＷ－５地点付近に堆積し、底質に銅が多く含まれている可能

性が考えられる。ただし、造成区域内のＷ－８～Ｗ－10 地点の濃度は 82～84mg/kg であり、Ｗ

－４及びＷ－５地点の銅の濃度（250～270mg/kg）よりも低い値であることから、調査地点より

も上流側からの影響が大きいものと考えられる。 

また、鉛については、造成区域内の地点の濃度が田尻川の調査地点の濃度よりも高かったが、

銅の場合と同様に、調査地点より上流側からの影響の可能性が考えられる。 

 

・底質測定結果 

（1回目 採取日：平成 20 年 11 月 12 日［W-4 地点］） 

（2回目 採取日：平成 20 年 12 月 24 日［W-5～W-10 地点］） 

測定値 

田尻川 造成区域内 
項  目 

W-4 
W-4 

(再分析)
W-5 W-6 W-7 W-8 W-9 W-10 

基準値

含水量 （質量%） 17.9 ― ― ― ― ― ― ― ― 

硫化物 （mg/g) <0.05 ― ― ― ― ― ― ― ― 

強熱減量 （質量%） 1.2 ― ― ― ― ― ― ― ― 

粒度組成  （別途記載） ― ― ― ― ― ― ― ― 

ＣＯＤ （mg/g) 1.4 ― ― ― ― ― ― ― ― 

アルキル水銀 (mg/kg） <0.01 ― ― ― ― ― ― ― ― 

全窒素 （mg/g) 0.29 ― ― ― ― ― ― ― ― 

全リン （mg/g) 0.28 ― ― ― ― ― ― ― ― 

鉛 (mg/kg） 250 190 140 120 32 210 260 320 ― 

カドミウム (mg/kg） 2.1 1.2 1.4 0.87 0.66 3.0 2.1 3.0 ― 

総水銀 (mg/kg） <0.01 ― ― ― ― ― ― ― 25 注 1 

砒素 (mg/kg） 6.0 37 10 5.2 4.4 13 14 16 ― 

六価クロム (mg/kg） <2 ― ― ― ― ― ― ― ― 

総クロム (mg/kg） 32 ― ― ― ― ― ― ― ― 

銅 (mg/kg） 250 270 270 46 55 82 83 84 ― 

シアン化合物 (mg/kg） <0.5 ― ― ― ― ― ― ― ― 

ＰＣＢ (mg/kg） <0.01 ― ― ― ― ― ― ― 10 注 1 

ダイオキシン類 （pg-TEQ/g） 0.47 ― ― ― ― ― ― ― 150 注 2 

ｐＨ  7.1 ― ― ― ― ― ― ― ― 

酸化還元電位 （mV) +228 ― ― ― ― ― ― ― ― 

リン酸性リン （mg/g) 0.015 ― ― ― ― ― ― ― ― 

アンモニア性窒素 （mg/g) 0.002 ― ― ― ― ― ― ― ― 

硝酸性窒素 （mg/g) <0.001 ― ― ― ― ― ― ― ― 

亜硝酸性窒素 （mg/g) <0.001 ― ― ― ― ― ― ― ― 

注 1）総水銀及びＰＣＢの基準は、底質の暫定除去基準（昭和 50 年 10 月 28 日、環水管第 119 号）による 

注 2）ダイオキシン類の基準は、「ダイオキシン類（底質）に係る環境基準」（平成 14 年 7 月 22 日 環境省告示 46

号）による。 
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Ｗ－４地点において採取した試料の粒度組成分布は、下表に示すとおりであり、ほとんどが

砂礫分であった。 

 

・粒度組成分布 

（採取日：平成 20 年 11 月 12 日［W-4 地点］） 

 

項 目 粒度組成

粗 礫 分 (%) 15.3

中 礫 分 (%) 31.7

細 礫 分 (%) 20.6

粗 砂 分 (%) 18.3

中 砂 分 (%) 12.3

細 砂 分 (%) 0.6

シ ル ト分 
粘 土 分 

(%) 1.2
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5.2.4 騒音・振動・低周波音 

(1) 調査項目 

調査項目は、表 5.2.4.1 に示すとおりとした。 

 

表 5.2.4.1 調査項目 

区 分 調 査 項 目 

環境騒音・振動（工事中） 等価騒音ﾚﾍﾞﾙ、時間率騒音ﾚﾍﾞﾙ、時間率振動ﾚﾍﾞﾙ

工事用機械の稼働に伴う騒音・振動 等価騒音ﾚﾍﾞﾙ、時間率騒音ﾚﾍﾞﾙ、時間率振動ﾚﾍﾞﾙ

工事車両の通行に伴う騒音・振動 
等価騒音ﾚﾍﾞﾙ、時間率騒音ﾚﾍﾞﾙ、時間率振動ﾚﾍﾞﾙ、
時間交通量 

環境騒音・振動・低周波音（試運転時） 等価騒音ﾚﾍﾞﾙ、時間率騒音ﾚﾍﾞﾙ、低周波音ﾚﾍﾞﾙ 

敷地境界騒音・振動（試運転時） 等価騒音ﾚﾍﾞﾙ、時間率騒音ﾚﾍﾞﾙ、低周波音ﾚﾍﾞﾙ 

発生源周辺低周波音（試運転時） 低周波音ﾚﾍﾞﾙ 

道路交通騒音・振動・交通量（搬入車両走
行時） 

等価騒音ﾚﾍﾞﾙ、時間率騒音ﾚﾍﾞﾙ、時間率振動ﾚﾍﾞﾙ、
時間交通量 

 

(2) 調査方法 

測定方法は、表 5.2.4.2 に示すとおりとした。 

 

表 5.2.4.2 騒音の測定条件 

項 目 調 査 方 法 

騒音ﾚﾍﾞﾙ 

騒音の測定は、「環境騒音の表示・測定方法」（JIS Z 8731）及び「騒音に係
る環境基準について」（平成 10 年 9月 30 日環境庁告示第 64 号）に準拠。12
時間連続で騒音レベルを測定し、0.2 秒間隔のデータ処理をして、1 時間毎
の等価騒音レベル（ＬAeq）、騒音レベル中央値（ＬA50）、90％レンジの上・
下端値（ＬA5、ＬA95）、80％レンジの上・下端値（ＬA10、ＬA90）及び騒音
レベル最大値（ＬAmax）を算出。 

振動ﾚﾍﾞﾙ 
「振動規制法施行規則」に準拠し 10 分間の振動レベルを測定（JIS-Z-8735）。
5秒間隔 100 回法によりデータ処理後、80%レンジの上端値を算出。 

低周波音ﾚﾍﾞﾙ 

低周波音の測定方法に関するマニュアル」（平成 12 年 10 月、環境庁）に準
拠。24 時間連続で低周波音レベルを測定し、10 分間に分割したデータを、1
秒間隔 500 回法によりデータ処理をして、Ｇ特性 5％時間率音圧レベル（Ｌ
G5）、50％時間率音圧レベル（Ｌ50）を算出。 

時間交通量 カウンター法により方向別・車種別に計測。車種分類は 8車種分類。 

 

(3) 調査期間 

調査期間は、表 5.2.4.3 に示す期間とした。 

 

表 5.2.4.3 調査期間 

区 分 調 査 期 間 

環境騒音・振動（工事中） 

工事用機械の稼働に伴う騒音・振動 

工事車両の通行に伴う騒音・振動 

平成 20 年 8月 21 日（7:00～19:00） 

環境騒音・振動・低周波音（試運転時） 

敷地境界騒音・振動（試運転時） 

発生源周辺低周波音（試運転時） 

平成 21 年 1月 28 日～29 日（24 時間） 

道路交通騒音・振動・交通量（搬入車両走行時） 平成 21 年 2月 2日（7:00～17:00） 
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(4) 調査地点 

調査地点は、表 5.2.4.4 及び図 5.2.4.1 に示すとおりとした。 

 

表 5.2.4.4 調査地点 

区 分 調査地点 備考 

環境騒音・振動（工事中） 1 地点：国崎 国崎地区民家前 

工事用機械の稼働に伴う騒音・振動 1地点：敷地境界 事業実施区域の敷地境界 

工事車両の通行に伴う騒音・振動 
2 地点：県道野間出野一庫
線(北側)、県道野間出野一
庫線(南側) 

道路沿道官民境界 

環境騒音・振動・低周波音（試運転
時） 

2 地点：国崎、東海ｶﾝﾄﾘｰｸ
ﾗﾌﾞ 

事業地近傍 

敷地境界騒音・振動（試運転時） 1 地点：敷地境界 事業実施区域の敷地境界 

発生源周辺低周波音（試運転時） 1 地点：発生源周辺 事業計画地内 

道路交通騒音・振動・交通量（搬入
車両走行時） 

2 地点：県道野間出野一庫
線(北側)、県道野間出野一
庫線(南側) 

道路沿道官民境界 

 

 

 

 



 90

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.2.4.1 騒音・振動・低周波音調査地点 
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(5) 調査結果 

1) 環境騒音・振動（工事中） 
調査地点 平均値（一時間値の最小～最大） 備  考 

騒音 
（dB(A)） 
ＬAeq 

44（41～49） 
環境基準Ｂ類型 
昼間：55dB(A) 

国 崎 
振動 
（dB） 
Ｌ10 

30 未満（30 未満） 
第１種区域（特定工場） 

昼間：60 dB※ 

※川西市の振動規制法に基づく規制内容は、昼間 8 時～19 時：60 dB、夜間 19 時～8
時：55 dB である。備考には、昼間を示している。 

 

・環境騒音（国崎） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・環境振動（国崎） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開始時刻 終了時刻 LAeq パワー平均 ＬA5 ＬA10 ＬA50 ＬA90 ＬA95 Lmax

7:00 8:00 48.8 53 52 47 40 39 63

8:00 9:00 45.5 49 48 41 38 37 80

9:00 10:00 43.6 48 44 37 33 32 77

10:00 11:00 40.9 45 42 38 35 34 62

11:00 12:00 43.7 45 43 40 34 33 77

12:00 13:00 42.2 46 44 40 36 34 62

13:00 14:00 42.7 46 45 42 39 38 59

14:00 15:00 45.1 48 46 43 40 40 68

15:00 16:00 44.3 48 45 41 37 37 67

16:00 17:00 43.6 43 42 38 36 35 78

17:00 18:00 40.7 44 43 39 37 36 64

18:00 19:00 40.8 44 42 38 35 35 64

測定日

8月21日

時間率騒音レベル　(dB(Ａ))測定時間
等価騒音レベル
(dB(Ａ))

44

開始時刻 終了時刻
80％レンジ上端値

(Ｌ10)
中央値
(Ｌ50)

80％レンジ下端値
(Ｌ90)

7:00 7:10 30未満 30未満 30未満

8:00 8:10 30未満 30未満 30未満

9:00 9:10 30未満 30未満 30未満

10:00 10:10 30未満 30未満 30未満

11:00 11:10 30未満 30未満 30未満

12:00 12:10 30未満 30未満 30未満

13:00 13:10 30未満 30未満 30未満

14:00 14:10 30未満 30未満 30未満

15:00 15:10 30未満 30未満 30未満

16:00 16:10 30未満 30未満 30未満

17:00 17:10 30未満 30未満 30未満

18:00 18:10 30未満 30未満 30未満

測定時間
測定日

8月21日

振動レベル  (dB)



 92

2) 工事用機械の稼働に伴う騒音・振動 
調査地点 一時間値の最大値（最小～最大） 備  考 

騒音 
（dB(A)） 
Ｌ5 

60（54～60） 
特定建設作業騒音 
85 dB(A) 

敷地境界 
振動 
（dB） 
Ｌ10 

30（30 未満～30） 
特定建設作業振動 

75 dB 

 

・工事騒音（敷地境界） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・工事振動（敷地境界） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開始時刻 終了時刻 LAeq パワー平均 ＬA5 ＬA10 ＬA50 ＬA90 ＬA95 Lmax

7:00 8:00 55.7 60 58 53 47 46 78

8:00 9:00 53.8 59 57 51 44 43 73

9:00 10:00 52.3 57 55 48 42 41 76

10:00 11:00 52.3 57 55 49 44 43 76

11:00 12:00 51.5 57 54 48 43 41 73

12:00 13:00 49.6 54 52 47 44 43 68

13:00 14:00 53.7 57 57 48 45 44 81

14:00 15:00 52.1 58 58 47 44 43 75

15:00 16:00 51.0 57 57 47 43 43 74

16:00 17:00 53.0 57 57 48 43 42 81

17:00 18:00 53.5 57 57 49 44 43 81

18:00 19:00 50.6 55 55 47 42 41 76

53

時間率騒音レベル　(dB(Ａ))測定時間
等価騒音レベル
(dB(Ａ))

測定日

8月21日

開始時刻 終了時刻
80％レンジ上端値

(Ｌ10)
中央値
(Ｌ50)

80％レンジ下端値
(Ｌ90)

7:00 7:10 30未満 30未満 30未満

8:00 8:10 30未満 30未満 30未満

9:00 9:10 30未満 30未満 30未満

10:00 10:10 30未満 30未満 30未満

11:00 11:10 30未満 30未満 30未満

12:00 12:10 30未満 30未満 30未満

13:00 13:10 30未満 30未満 30未満

14:00 14:10 30未満 30未満 30未満

15:00 15:10 30未満 30未満 30未満

16:00 16:10 30未満 30未満 30未満

17:00 17:10 30.4 30未満 30未満

18:00 18:10 30未満 30未満 30未満

測定時間
測定日

振動レベル  (dB)

8月21日



 93

3) 工事車両の通行に伴う騒音・振動 
調査地点 平均値（一時間値の最小～最大） 備  考 

騒音 
（dB(A)） 
ＬAeq 

66（63.9～69.0） 
幹線交通の環境基準 
昼間：70dB(A) 

振動（dB） 
Ｌ10 

30 未満（30 未満） 
第１種区域（道路の要請限度） 

昼間：65 dB 

大型車 321 台 

小型車 2,587 台 

県道野間出
野一庫線
（北側） 

交
通
量 

合計 2,908 台 

大型車工事車両 
0 台 

騒音 
（dB(A)） 
ＬAeq 

68（65.0～70.8） 
幹線交通の環境基準 
昼間：70dB(A) 

振動（dB） 
Ｌ10 

30 未満（30 未満） 
第１種区域（道路の要請限度） 

昼間：65 dB 

大型車 387 台 

小型車 2,855 台 

県道野間出
野一庫線
（南側） 

交
通
量 

合計 3,242 台 

大型車工事車両 
22 台 

注）振動の平均値の算出は、30 未満を 30 として計算し、全ての時間帯で 30 未満の
場合は、平均値を 30 未満と表示した。 

 

・道路交通騒音（県道野間出野一庫線（北側）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・道路交通騒音（県道野間出野一庫線（南側）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開始時刻 終了時刻 LAeq パワー平均 ＬA5 ＬA10 ＬA50 ＬA90 ＬA95 Lmax

7:00 8:00 69.0 75 73 60 51 48 89

8:00 9:00 68.1 75 72 57 46 46 92

9:00 10:00 66.2 73 69 54 46 46 90

10:00 11:00 66.4 73 69 55 48 47 90

11:00 12:00 66.1 72 69 54 47 45 89

12:00 13:00 63.9 71 67 53 48 47 88

13:00 14:00 63.9 71 67 53 48 47 84

14:00 15:00 64.6 71 68 53 48 48 87

15:00 16:00 65.9 72 69 53 47 47 90

16:00 17:00 65.8 72 69 53 47 47 91

17:00 18:00 66.2 73 71 55 47 46 88

18:00 19:00 64.5 72 69 53 46 46 86

66

時間率騒音レベル　(dB(Ａ))測定時間
等価騒音レベル
(dB(Ａ))

測定日

8月21日

開始時刻 終了時刻 LAeq パワー平均 ＬA5 ＬA10 ＬA50 ＬA90 ＬA95 Lmax

7:00 8:00 70.8 77 75 64 51 48 91

8:00 9:00 69.6 76 74 62 46 43 88

9:00 10:00 67.2 74 71 56 42 40 88

10:00 11:00 67.4 74 71 56 45 44 88

11:00 12:00 66.6 73 69 52 44 42 90

12:00 13:00 65.0 72 68 52 44 43 93

13:00 14:00 65.1 72 69 54 45 44 84

14:00 15:00 65.0 72 69 54 43 43 84

15:00 16:00 66.9 74 71 55 45 43 88

16:00 17:00 66.7 74 70 55 43 41 87

17:00 18:00 68.4 76 73 59 45 42 86

18:00 19:00 67.3 74 71 55 41 38 95

測定日

8月21日

時間率騒音レベル　(dB(Ａ))測定時間
等価騒音レベル
(dB(Ａ))

68



 94

・道路交通振動（県道野間出野一庫線（北側）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・道路交通振動（県道野間出野一庫線（南側）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開始時刻 終了時刻
80％レンジ上端値

(Ｌ10)
中央値
(Ｌ50)

80％レンジ下端値
(Ｌ90)

7:00 7:10 30未満 30未満 30未満

8:00 8:10 30未満 30未満 30未満

9:00 9:10 30未満 30未満 30未満

10:00 10:10 30未満 30未満 30未満

11:00 11:10 30未満 30未満 30未満

12:00 12:10 30未満 30未満 30未満

13:00 13:10 30未満 30未満 30未満

14:00 14:10 30未満 30未満 30未満

15:00 15:10 30未満 30未満 30未満

16:00 16:10 30未満 30未満 30未満

17:00 17:10 30未満 30未満 30未満

18:00 18:10 30未満 30未満 30未満

測定時間
測定日

振動レベル  (dB)

8月21日

開始時刻 終了時刻
80％レンジ上端値

(Ｌ10)
中央値
(Ｌ50)

80％レンジ下端値
(Ｌ90)

7:00 7:10 30未満 30未満 30未満

8:00 8:10 30未満 30未満 30未満

9:00 9:10 30未満 30未満 30未満

10:00 10:10 30未満 30未満 30未満

11:00 11:10 30未満 30未満 30未満

12:00 12:10 30未満 30未満 30未満

13:00 13:10 30未満 30未満 30未満

14:00 14:10 30未満 30未満 30未満

15:00 15:10 30未満 30未満 30未満

16:00 16:10 30未満 30未満 30未満

17:00 17:10 30未満 30未満 30未満

18:00 18:10 30未満 30未満 30未満

測定時間
測定日

8月21日

振動レベル  (dB)
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・交通量（県道野間出野一庫線（北側））(台) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・交通量（県道野間出野一庫線（南側））(台) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査地点： 県道野間出野一庫線（北側） 調査方向： 南北上下線合計

調査時間： 毎正時より1時間 調査期日：

軽貨物車 小型貨物車 軽乗用車 小型乗用車 普通乗用車
小型車類
小計

工事車両 普通貨物車 特殊車
乗合自動車
(バス)

大型車類
小計

二輪車類
(原付含む) 自転車 歩行者

 7時台 51 28 87 159 76 401 0 17 6 6 29 430 9 0 0

 8時台 31 32 60 99 53 275 0 26 2 4 32 307 6 1 0

 9時台 23 18 39 54 30 164 0 24 5 0 29 193 8 0 0

10時台 19 20 38 56 22 155 0 43 2 1 46 201 5 0 0

11時台 20 24 24 50 34 152 0 27 7 1 35 187 6 0 0

12時台 21 13 35 50 27 146 0 12 3 1 16 162 9 3 0

13時台 21 8 34 76 38 177 0 19 5 1 25 202 5 2 0

14時台 24 12 39 70 32 177 0 20 0 1 21 198 9 10 0

15時台 30 12 46 60 37 185 0 21 6 2 29 214 13 1 0

16時台 26 14 64 79 39 222 0 24 1 2 27 249 7 1 0

17時台 29 18 76 125 58 306 0 18 4 1 23 329 9 0 0

18時台 30 15 51 80 51 227 0 7 1 1 9 236 6 0 0

合計 325 214 593 958 497 2587 0 258 42 21 321 2908 92 18 0

平成20年8月21日（木）

小型車類 大型車類
合計

参考

調査地点： 県道野間出野一庫線（南側） 調査方向： 南北上下線合計

調査時間： 毎正時より1時間 調査期日： 平成20年8月21日（木）

軽貨物車 小型貨物車 軽乗用車 小型乗用車 普通乗用車
小型車類
小計

工事車両 普通貨物車 特殊車
乗合自動車
(バス)

大型車類
小計

二輪車類
(原付含む)

自転車 歩行者

 7時台 73 68 90 181 83 495 2 28 7 5 42 537 12 0 1

 8時台 28 37 48 89 51 253 10 30 7 5 52 305 5 0 0

 9時台 20 28 40 67 26 181 0 29 5 0 34 215 8 1 0

10時台 22 27 39 54 27 169 4 44 1 1 50 219 4 0 0

11時台 25 35 23 65 40 188 1 27 7 1 36 224 4 0 3

12時台 24 22 38 49 30 163 1 14 3 1 19 182 11 0 0

13時台 23 20 33 82 43 201 2 19 3 1 25 226 5 1 0

14時台 23 17 38 66 40 184 0 24 1 3 28 212 11 9 0

15時台 37 19 49 62 51 218 3 23 3 2 31 249 12 2 2

16時台 31 23 64 77 39 234 5 24 1 2 32 266 10 1 0

17時台 42 49 78 132 62 363 1 19 3 1 24 387 11 1 0

18時台 24 16 43 72 51 206 1 7 5 1 14 220 6 1 0

合計 372 361 583 996 543 2855 30 288 46 23 387 3242 99 16 6

小型車類 大型車類
合計

参考
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4) 環境騒音・振動・低周波音（試運転時） 
調査地点 平均値（一時間値の最小～最大） 備  考 

騒音（dB） 
ＬAeq 

昼間：41（36～45） 
夜間：35（34～38） 

環境基準Ｂ類型 
昼 間：55dB 
夜 間：45dB 

国 崎 

振動（dB） 
Ｌ10 

昼間：30 未満（30 未満）
夜間：30 未満（30 未満）

第 1種区域（特定工場） 
昼 間：60dB 

夜 間：55dB 

騒音（dB） 
ＬAeq 

昼間：47（41～53） 
夜間：41（40～42） 

環境基準Ｂ類型 
昼 間：55dB 
夜 間：45dB 東海カント

リークラブ 
振動（dB） 
Ｌ10 

昼間：30 未満（30 未満）
夜間：30 未満（30 未満）

第 1種区域（特定工場） 
昼 間：60dB 

夜 間：55dB 

注）川西市の振動規制法に基づく規制内容は、昼間 8時～19 時：60dB、夜間 19 時～8時：55dB である。 

 

調査地点 最大値（一時間値の最小～最大） 備  考 

低周波音（dB） 
ＬG5 

70（57～70） 
参考指標値（ISO 7196 に規程された G
特性低周波音レベル）：100dB 

国 崎 
低周波音（dB） 

Ｌ50 
62（51～62） 

参考指標値（一般環境中に存在する低
周波音レベル）：90dB 

低周波音（dB） 
ＬG5 

75（58～75） 
参考指標値（ISO 7196 に規程された G
特性低周波音レベル）：100dB 東海カント

リークラブ 低周波音（dB） 
Ｌ50 

67（54～67） 
参考指標値（一般環境中に存在する低
周波音レベル）：90dB 

注）低周波音の一時間値の最大値は、各時間帯における 10 分毎の集計値の最大値である。一時間値の

最小（最大）は、各時間帯における 10 分毎の集計値の最大値のうち、最も小さい（大きい）時間

帯の値を示す。 

注）ＬG5 の指標値は、ISO 7196 に規程された平均的な被験者が知覚できる値。Ｌ50 の指標値は、「低周

波空気振動調査報告書」（環境大気保全局，1984，12）に記載されている一般環境中に存在する低

周波音レベルの値。 
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・環境騒音（国崎） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・環境騒音（東海カントリークラブ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21:00

1月29日

13:00

15:00

17:00

0:00 1:00

14:00

16:00

20:00

4317:00 18:00 40.3
7033

34
33
33 68

6634 33
15:00 16:00 40.8 6345 33 33

65
4513:00 14:00 40.3

32
34 62

12:00 40.1

60
60

41

36
36
37

35
34
33
34

37
36
38
37

41
43

44

44

42
42
42

45

44
45
42

45.3
43.2

41.6 47

64
47 60
47 45

44
40
38

37
35

ＬA5

時間率騒音レベル　(dB(Ａ))

開始時刻

34

調
査
日

10:00

39.9

38

時
間
帯 ＬA95LAeq ＬA50

70

Lmax

49 713640

11:00
9:00

7:00
8:00

ＬA90

46
44

観測時間

ＬA10終了時刻

42 36

等価騒音レベル
(dB(Ａ))

ｴﾈﾙｷﾞｰ
平均

7:00

昼
間

夜
間

33

36
35

34
37

33

40.0

6:00

40 36 33 3318:00 19:00 38.0 42

41

10:00
11:00 12:00

8:00
9:00

63
19:00 20:00 37.7 42 40 35 34 33 60

58
21:00 22:00 36.1 39 37 35 33

38 35

34 33 33

33 33

23:00 36.4 39 37
33 49

33 57

35 33

66
23:00 0:00 34.6 37 36 34 33

33 32 55
1:00 2:00 33.7 36 35 33 33 32 50
2:00 3:00 34.3 36 34 33 33 32 52
3:00 4:00 33.9 36 35 33 33 32 52

36 33 33 32 65
5:00 6:00 34.7 38 36 33 33 32 49

34.0

35.8

41.2

40.7

40.8

1月29日

1月28日

39

35

36

39

4:00 5:00 38.0

22:00

43

41

等価騒音レベル
(dB(Ａ))

ｴﾈﾙｷﾞｰ
平均

47

40.2 42

41.6 44

48.2

52
5:00 6:00 41.5 44 43 41 40 39 53

42 40 39 394:00 5:00 40.8

53
3:00 4:00 40.5 43 42 40 39 39 53

39 50
2:00 3:00 40.6 42 42 40 39 39

47
1:00 2:00 40.4 42 42 40 39
0:00 1:00

39 48

41 40

49
42 40 39

39 39

41.1 43
39 4940.7 43

42 41 40 39

40 40 50
21:00 22:00 40.8 43 42 40 39

43 41

56
19:00 20:00 42.3 45 44 42 40 40 55
18:00 19:00 42.2 44 44 41 40 40

43
43
45

42

44
44

41
43

41

45

47

観測時間

ＬA10終了時刻開始時刻

43.7 46

時
間
帯

9:00

12:00

7:00
8:00
9:00

11:00
10:00

ＬA95LAeq ＬA50

59

Lmax

50 65

42

ＬA90

調
査
日 ＬA5

時間率騒音レベル　(dB(Ａ))

70
52 70
52 50

50
46
46

44
45

51
48
50

46.5
49.0

46.9 50
48.3

49

45
54

51

46

54
47
49

56

47
41
47
49

65
69

45

42
45
43

43
42
39
44

70
5913:00 14:00 53.3

39
43 72

12:00 44.2

7344 43
15:00 16:00 44.7 6349 39 39

6443
41

42
41 594617:00 18:00 43.7

21:00

0:00

1月29日

13:00
昼
間

夜
間

22:00 23:00

10:00
11:00

51.0

46.8

15:00

17:00

14:00

16:00

20:00

1月29日

1月28日

7:00
8:00

23:00

6:00
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・環境振動（国崎） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・環境振動（東海カントリークラブ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1月29日

1月28日

1月29日

12:00

80％レンジ下端値(Ｌ90)

振動レベル　　　　(dB)
測定日時

80％レンジ上端値(Ｌ10) 中央値(Ｌ50)

8:00 ～

10:00

6:00 ～
7:00 ～

30未満 30未満
8:10

6:10

30未満 30未満
7:10 30未満 30未満 30未満

9:10 30未満

11:00 ～ 11:10 30未満
～

9:00 ～

～ 12:10

30未満

30未満 30未満
30未満

10:10

30未満

30未満 30未満

13:00 ～ 13:10 30未満

30未満

30未満 30未満 30未満

30未満
30未満 30未満

30未満
30未満

30未満

15:10 30未満
14:00 ～ 14:10

30未満 30未満
16:00 ～ 16:10 30未満 30未満 30未満
15:00 ～

30未満 30未満17:00 ～ 17:10 30未満
30未満

19:00 ～ 19:10 30未満 30未満 30未満
18:00 ～ 18:10

30未満

30未満30未満

30未満 30未満
21:00 ～ 21:10 30未満 30未満 30未満
20:00 ～ 20:10

30未満
23:00 ～ 23:10 30未満 30未満 30未満
22:00 ～ 22:10

30未満
1:00 ～ 1:10 30未満 30未満 30未満
0:00 ～ 0:10

30未満
3:00 ～ 3:10 30未満 30未満 30未満
2:00 ～ 2:10

30未満
5:00 ～ 5:10 30未満 30未満 30未満
4:00 ～ 4:10 30未満30未満

30未満30未満

30未満30未満

30未満30未満

1月29日

1月28日

1月29日

30未満30未満

30未満30未満

30未満30未満

30未満

30未満
5:00 ～ 5:10 30未満 30未満 30未満
4:00 ～ 4:10

30未満
3:00 ～ 3:10 30未満 30未満 30未満
2:00 ～ 2:10

30未満
1:00 ～ 1:10 30未満 30未満 30未満
0:00 ～ 0:10

30未満
23:00 ～ 23:10 30未満 30未満 30未満
22:00 ～ 22:10 30未満

30未満 30未満
21:00 ～ 21:10 30未満 30未満 30未満
20:00 ～ 20:10 30未満

30未満30未満 30未満
19:00 ～ 19:10 30未満 30未満 30未満
18:00 ～ 18:10

30未満 30未満17:00 ～ 17:10 30未満

30未満 30未満
16:00 ～ 16:10 30未満 30未満 30未満
15:00 ～ 15:10 30未満
14:00 ～ 14:10

30未満

30未満 30未満 30未満

30未満
30未満 30未満

30未満
30未満

30未満

13:00 ～ 13:10 30未満
～ 12:10

30未満

30未満 30未満
30未満

10:10

30未満

30未満 30未満
11:00 ～ 11:10 30未満

9:00 ～ 9:10 30未満 30未満 30未満
8:10

6:10

30未満 30未満
7:10 30未満 30未満 30未満

6:00 ～
7:00 ～

12:00

80％レンジ下端値(Ｌ90)

振動レベル　　　　(dB)
測定日時

80％レンジ上端値(Ｌ10) 中央値(Ｌ50)

8:00 ～

10:00 ～
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・環境低周波音（国崎） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・環境低周波音（東海カントリークラブ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日付 時間
Ｇ特性音圧レベル
ＬG5（dB）

平坦特性音圧レベル
Ｌ50（dB）

15時 67 60
16時 67 59
17時 66 55
18時 62 54
19時 64 55
20時 61 55
21時 61 55
22時 63 53
23時 60 54
0時 57 52
1時 59 52
2時 61 51
3時 60 52
4時 66 53
5時 69 54
6時 70 58
7時 70 58
8時 67 58
9時 70 59
10時 69 62
11時 68 61
12時 70 62
13時 66 62
14時 64 60

70 62
57 51

注）低周波音の一時間値の最大値は、各時間帯における10分毎の集計値の最大値である。一時間値の最小（最
    大）は、各時間帯における10分毎の集計値の最大値のうち、最も小さい（大きい）時間帯の値を示す。

最大値

1月29日

1月28日

最小値

日付 時間
Ｇ特性音圧レベル
ＬG5（dB）

平坦特性音圧レベル
Ｌ50（dB）

15時 65 63
16時 67 59
17時 68 58
18時 63 56
19時 64 57
20時 61 56
21時 65 56
22時 67 55
23時 63 56
0時 57 55
1時 58 54
2時 66 55
3時 62 55
4時 70 55
5時 71 56
6時 74 59
7時 70 63
8時 68 62
9時 72 63
10時 69 61
11時 65 61
12時 71 61
13時 74 66
14時 71 68

74 68
57 54最小値

最大値

1月29日

1月28日

注）低周波音の一時間値の最大値は、各時間帯における10分毎の集計値の最大値である。一時間値の最小（最
    大）は、各時間帯における10分毎の集計値の最大値のうち、最も小さい（大きい）時間帯の値を示す。
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5) 敷地境界騒音・振動（試運転時） 
調査地点 一時間値の平均値（最小～最大） 備  考 

騒音（dB） 
Ｌ5 

 朝：57（56、58） 
昼間：56（54～59） 
 夕：53（51～54） 
夜間：49（47～52） 

第 2種区域（特定工場） 
昼 間：60dB 
朝・夕：50dB 
夜 間：45dB 敷地境界 

振動（dB） 
Ｌ10 

30 未満（30 未満） 
第 1種区域（特定工場） 

昼 間：60dB 

夜 間：55dB 

注）川西市の騒音規制法に基づく規制内容は、朝 6 時～8 時：50dB、昼間 8 時～18 時：60dB、夕 18 時

～22 時：50dB、夜間 22 時～6時：45dB である。 

注）川西市の振動規制法に基づく規制内容は、昼間 8時～19 時：60dB、夜間 19 時～8時：55dB である。 

 

・試運転時騒音（敷地境界） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・試運転時振動（敷地境界） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1月29日

1月28日

1月29日

30未満30未満

30未満30未満

30未満30未満

30未満

30未満
5:00 ～ 5:10 30未満 30未満 30未満
4:00 ～ 4:10

30未満
3:00 ～ 3:10 30未満 30未満 30未満
2:00 ～ 2:10

30未満
1:00 ～ 1:10 30未満 30未満 30未満
0:00 ～ 0:10

30未満
23:00 ～ 23:10 30未満 30未満 30未満
22:00 ～ 22:10 30未満

30未満 30未満
21:00 ～ 21:10 30未満 30未満 30未満
20:00 ～ 20:10 30未満

30未満30未満 30未満
19:00 ～ 19:10 30未満 30未満 30未満
18:00 ～ 18:10

30未満 30未満17:00 ～ 17:10 30未満

30未満 30未満
16:00 ～ 16:10 30未満 30未満 30未満
15:00 ～ 15:10 30未満
14:00 ～ 14:10

30未満

30未満 30未満 30未満

30未満
30未満 30未満

30未満
30未満

30未満

13:00 ～ 13:10 30未満
～ 12:10

30未満

30未満 30未満
30未満

10:10

30未満

30未満 30未満
11:00 ～ 11:10 30未満

9:00 ～ 9:10 30未満 30未満 30未満
8:10

6:10

30未満 30未満
7:10 30未満 30未満 30未満

6:00 ～
7:00 ～

12:00

80％レンジ下端値(Ｌ90)

振動レベル　　　　(dB)
測定日時

80％レンジ上端値(Ｌ10) 中央値(Ｌ50)

8:00 ～

10:00 ～

1月29日

13:00

15:00

17:00

0:00 1:00

14:00

16:00

20:00

5517:00 18:00 51.2
7146

46
46
46 74

15:00 16:00 51.0 7056 46 46

70
12:00 50.3

6646 46
13:00 14:00 51.0

46

54

48
49
49

47
48
47

84
72

46
46
46
46

6756

52
53
54

54
56

56
53

59
48
49

63
56 66
55 54

54
49
49

46
46

開始時刻

調
査
日

10:00

50.6
7:00
8:00

等価騒音レベル
(dB(Ａ))

時
間
帯

75

ＬA90

56 4650
477:00 56

観測時間 時間率騒音レベル　(dB(Ａ))

ＬA95LAeq ＬA50

67

LmaxＬA10終了時刻

53

夜
間

10:00
11:00 12:00

9:00

11:00

49.7

6:00
8:00

9:00

46

46
46

51.5

58

46
56

46

46
47

46

46

46 69
54 52

53
53

57

48 46

51 47

63
19:00 20:00 50.2 54 52 47 46

46 46 63
21:00 22:00 47.8 51 50 46 46

51 50 46 46
46 62

46 59
46

47 46

62
23:00 0:00 47.4 50 48 46 46

46 46 57
1:00 2:00 46.5 47 47 46 46 46 61

47 46 46 46

46 46 65
47 46 46 46

48.5 52 49 46
65

61
47.2 48 47 46 46
47.6

46 64
46.7

23:00

49.6

51.9

47.8

21:00

3:00 4:00
2:00 3:00

6:00

18:00 19:00

49

48

53

47

22:00

46.5

49

57

ＬA5

1月29日

1月28日

4:00 5:00
5:00

朝

56
昼
間

夕 53
48.6

52.9
50.9

55.9
51.5
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6) 発生源周辺低周波音（試運転時） 
調査地点 一時間値の平均値（最小～最大） 備  考 

低周波音（dB） 
ＬG5 

81（69～81） 
参考指標値（ISO 7196 に規程された G
特性低周波音レベル）：100dB 

発生源周辺 
低周波音（dB） 

Ｌ50 
85（66～85） 

参考指標値（一般環境中に存在する低
周波音レベル）：90dB 

注）低周波音の一時間値の最大値は、各時間帯における 10 分毎の集計値の最大値である。一時間値の

最小（最大）は、各時間帯における 10 分毎の集計値の最大値のうち、最も小さい（大きい）時間

帯の値を示す。 

 

・試運転時低周波音（発生源周辺） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日付 時間
Ｇ特性音圧レベル
ＬG5（dB）

平坦特性音圧レベル
Ｌ50（dB）

15時 77 77
16時 78 81
17時 72 67
18時 69 66
19時 70 66
20時 70 66
21時 71 67
22時 70 66
23時 69 66
0時 69 66
1時 69 66
2時 70 66
3時 70 66
4時 70 66
5時 70 66
6時 72 66
7時 76 67
8時 75 78
9時 81 79
10時 81 82
11時 81 85
12時 78 70
13時 78 76
14時 79 80

81 85
69 66

注）低周波音の一時間値の最大値は、各時間帯における10分毎の集計値の最大値である。一時間値の最小（最
    大）は、各時間帯における10分毎の集計値の最大値のうち、最も小さい（大きい）時間帯の値を示す。

1月29日

1月28日

最大値
最小値
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7) 道路交通騒音・振動・交通量（搬入車両走行時） 
調査地点 平均値（一時間値の最小～最大） 備  考 

騒音（dB） 
ＬAeq 

66（64.4～67.8） 
幹線交通の環境基準 

昼間：70dB 

振動（dB） 
Ｌ10 

30 未満（30 未満） 
第１種区域（道路の要請限度） 

昼間：65 dB 

大型車 294 台 

小型車 1,414 台 

県道野間出野一庫
線（北側） 

交
通
量 

合計 1,708 台 

搬入車両 
33 台 

騒音（dB） 
ＬAeq 

67（64.5～68.4） 
幹線交通の環境基準 

昼間：70dB 

振動（dB） 
Ｌ10 

32（30 未満～36） 
第１種区域（道路の要請限度） 

昼間：65 dB 

大型車 403 台 

小型車 1,829 台 

県道野間出野一庫
線（南側） 

交
通
量 

合計 2,232 台 

搬入車両 
144 台 

注）振動の平均値の算出は、30 未満を 30 として計算し、全ての時間帯で 30 未満の場合は平均値を 30 未

満とした。 

 

・道路交通騒音（県道野間出野一庫線（北側）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・道路交通騒音（県道野間出野一庫線（南側）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

66.0

67.8

67.4

66.5

66.1

15:00

14:00

16:00

52

52

51

51

51

55

67

8851 51

16:00 17:00 65.9 9072 51 51

87

7114:00 15:00 64.4

51

51 86

13:00 68

89

88

55

51

51

51

55

54

54

53

72

69

69

73

72

72

69

6813:00 65.6

67.1

66

8:00

9:00

10:00

12:00

11:00

66.0

90

74 88

73 69

70

55

56

52

52

74 88

74 58

57

53

52

52

52

時間率騒音レベル　(dB(Ａ))観測時間
等価騒音レベル
(dB(Ａ))

Lmax終了時刻 ＬA5

11:00

ＬA95LAeq ｴﾈﾙｷﾞｰ平均

72

71

93

ＬA10 ＬA50 ＬA90

12:00

時
間
帯

昼間

開始時刻

7:00

8:00

9:00

10:00

ＬA90

時
間
帯

昼間

開始時刻

7:00

8:00

9:00

10:00

11:00

12:00

Lmax終了時刻 ＬA95ＬA5 ＬA10 ＬA50

時間率騒音レベル　(dB(Ａ))観測時間

LAeq

等価騒音レベル
(dB(Ａ))

ｴﾈﾙｷﾞｰ平均

7267.9

72

85

74 89

74 61

59

46

43

44

42

89

75 87

75 71

72

57

57

43

42

13:00 65.6

68.4

67
74

72

70

69

69

70

70

73

72

54

53

52

53

55

90

87

56

41

41

40

41

92

8414:00 15:00 64.5

39

40

13:00 14:00

68

73

8673 41 40

41

41

40

40

8:00

9:00

10:00

12:00

11:00

67.9

67.6

66.9

66.7

16:00 65.815:00 8641 40

16:00 17:00 66.4
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・道路交通振動（県道野間出野一庫線（北側）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・道路交通振動（県道野間出野一庫線（南側）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30未満 30未満16:00 ～ 16:10 31

15:00 ～ 15:10

30未満

30 30未満 30未満

30未満

30未満 30未満

30未満

30未満

30未満

14:00 ～ 14:10 30未満

～ 13:10

11:10

30未満 30未満

30未満

36

30未満 30未満

30未満

12:00 ～ 12:10 30未満

10:00 ～ 10:10 36 30未満

9:10

7:10

31 30未満

8:10 36 30未満 30未満

30未満

2月2日

7:00 ～

8:00 ～

9:00 ～

11:00 ～

13:00

80％レンジ下端値(Ｌ90)

振動レベル　　　　(dB)
測定日時

80％レンジ上端値(Ｌ10) 中央値(Ｌ50)

80％レンジ下端値(Ｌ90)

振動レベル　　　　(dB)
測定日時

80％レンジ上端値(Ｌ10) 中央値(Ｌ50)

2月2日

7:00 ～

8:00 ～

9:00 ～

11:00 ～

13:00

30未満

9:10

7:10

30未満 30未満

8:10 30未満 30未満 30未満

30未満

10:00 ～ 10:10 30未満

12:00 ～ 12:10 30未満

30未満 30未満

30未満

30未満

30未満 30未満

30未満

30未満

30未満

30未満

14:00 ～ 14:10 30未満

～ 13:10

11:10

15:00 ～ 15:10

30未満

30未満 30未満 30未満

30未満

30未満 30未満

30未満 30未満16:00 ～ 16:10 30未満
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・交通量（県道野間出野一庫線（北側））(台) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・交通量（県道野間出野一庫線（南側））(台) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査地点： 県道野間出野一庫線（北側） 調査方向： 南北上下線合計

調査時間： 毎正時より1時間 調査期日：

軽貨物車 小型貨物車 軽乗用車 小型乗用車 普通乗用車
小型車類
小計

搬入車両 普通貨物車 特殊車
乗合自動車
(バス)

大型車類
小計

二輪車類
(原付含む) 自転車 歩行者

 7時台 33 13 76 116 97 335 0 10 7 5 22 357 10 3 0

 8時台 28 16 43 136 38 261 0 18 4 2 24 285 1 1 0

 9時台 25 12 35 45 27 144 9 21 8 3 41 185 5 3 0

10時台 31 5 2 91 22 151 11 24 11 2 48 199 4 0 0

11時台 19 21 26 52 19 137 2 28 9 1 40 177 3 1 0

12時台 17 3 7 109 21 157 2 27 2 2 33 190 6 0 0

13時台 16 12 24 53 21 126 12 19 9 2 42 168 6 0 0

14時台 27 4 3 81 30 145 5 10 8 0 23 168 4 4 0

15時台 22 19 50 46 28 165 2 21 4 1 28 193 10 0 0

16時台 23 8 2 110 29 172 0 18 5 0 23 195 8 1 0

合計 241 113 268 839 332 1793 43 196 67 18 324 2117 57 13 0

平成21年2月2日（月）

小型車類 大型車類
合計

参考

調査地点： 県道野間出野一庫線（南側） 調査方向： 南北上下線合計

調査時間： 毎正時より1時間 調査期日：

軽貨物車 小型貨物車 軽乗用車 小型乗用車 普通乗用車
小型車類
小計

搬入車両 普通貨物車 特殊車
乗合自動車
(バス)

大型車類
小計

二輪車類
(原付含む) 自転車 歩行者

 7時台 41 12 69 117 90 329 0 8 7 4 19 348 9 3 0

 8時台 29 20 36 129 43 257 0 16 4 2 22 279 5 1 1

 9時台 28 13 29 49 24 143 27 26 9 2 64 207 4 5 0

10時台 29 9 6 92 23 159 55 29 4 2 90 249 5 1 2

11時台 17 21 25 56 23 142 15 30 8 1 54 196 3 0 2

12時台 23 4 9 108 22 166 4 28 0 1 33 199 4 1 0

13時台 14 12 17 53 19 115 29 17 3 2 51 166 7 0 1

14時台 33 12 4 89 27 165 11 10 3 0 24 189 8 2 0

15時台 31 20 50 50 26 177 3 20 1 0 24 201 10 0 1

16時台 21 9 13 108 25 176 0 17 5 0 22 198 9 0 2

合計 266 132 258 851 322 1829 144 201 44 14 403 2232 64 13 9

平成21年2月2日（月）

小型車類 大型車類
合計

参考
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(6) 工事前との比較 

平成 20 年度の調査結果を環境影響評価時（工事前）及び工事中（平成 17～19 年度）の

調査結果とあわせ以下に示す。 

 

ア. 環境騒音 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）環境影響評価時（平成 14 年度）及び試運転時（平成 21 年 1 月）の値は、工事中（平成
14,17～19 年度）の調査結果と比較するため 7：00～19：00 の値を用いた。 

 

イ. 工事騒音 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）環境影響評価時（平成 14 年度）及び試運転時（平成 21 年 1 月）の値は、工事中（平成
14,17～19 年度）の調査結果と比較するため 7：00～19：00 の値を用いた。 

 

等価騒音レベル　平均値（国崎）

46 44 43 43
48 44 46 46 44 41
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8月29日

平成19年
1月12日

平成19年
8月23日

平成20年
2月5日

平成20年
8月21日

平成21年
1月28日

等
価
騒
音
レ
ベ
ル
 
d
B
(
A
)

環境基準

騒音レベルの90%レンジ上端値の最大値（敷地境界）

52 53

82 82

69

50
60

55 57 56
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騒
音
レ
ベ
ル
 
d
B
(
A
)

特定建設作業騒音に係る規制基準
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ウ. 道路交通騒音 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）環境影響評価時（平成 14 年度）の値は、工事中の調査結果と比較するため 7：00～19：
00 の値を用いた。試運転時（平成 21 年 1 月）の値は、参考として 7:00～17:00 の値を
示した。 

 

等価騒音レベル　県道野間出野一庫線　南側
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等価騒音レベル　県道野間出野一庫線　北側
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エ. 環境振動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）環境影響評価時（平成 14 年度）及び試運転時（平成 21 年 1 月）の値は、工事中（平成
14,17～19 年度）の調査結果と比較するため 7：00～18：10 までの値を用いた。 

注）振動の平均値の算出は、30 未満を 30 として計算した。 

 

オ. 工事振動 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）環境影響評価時（平成 14 年度）及び試運転時（平成 21 年 1 月）の値は、工事中（平成
14,17～19 年度）の調査結果と比較するため 7：00～18：10 までの値を用いた。 

注）振動の平均値の算出は、30 未満を 30 として計算した。 
 

振動レベルの80%レンジ上端値の最大値（国崎）
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d
B 特定工場からの振動に係る規制基準

振動レベルの80%レンジ上端値の最大値（敷地境界）
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カ. 道路交通振動・交通量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注）環境影響評価時（平成 14 年度）の値は、工事中の調査結果と比較するため 7：00～19：
00 の値を用いた。試運転時（平成 20 年度）の値は、参考として 7:00～16:10 の値を示
した。 

注）振動の平均値の算出は、30 未満を 30 として計算した。 
 

 

 

振動レベルの80%レンジ上端値の平均値　県道野間出野一庫線　北側
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振動レベルの80%レンジ上端値の平均値　県道野間出野一庫線　南側
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(7) 調査結果のまとめ 

1) 環境騒音 

平成 20 年度における環境騒音の調査結果は、国崎及び東海カントリークラブとも、Ｂ類型に

おける昼間の環境基準（55dB(A)）を下回る値であった。 

国崎における環境影響評価時（工事前）及び工事中（平成 17～19 年度）との比較では、今回

の工事中及び試運転時の調査結果は、環境影響評価時及び工事中（平成 17～19 年度）と同程度

の値となっている。 

 

2) 工事騒音及び試運転時騒音 

平成 20 年度の敷地境界における工事騒音の調査結果（騒音レベルの 90％レンジ上端値）は、

特定建設作業騒音に係る規制基準（85dB(A)）を下回る値であった。 

環境影響評価時（工事前）及び工事中（平成 17～19 年度）との比較では、今回の工事中の調

査結果は、これまでの工事中の騒音レベル（いずれも基準を下回っている）の範囲内であった。 

また、今回の試運転時の施設稼動音の調査結果は、環境影響評価時（工事前）とほぼ同レベ

ルであったが、「特定工場等において発生する騒音の規制に関する基準」との比較を行った結果

によると、朝、夕、夜間において特定工場に係る規制基準値（朝・夕：50dB、夜間 45dB）を上

回る値であった。これは、朝、夕については敷地境界から田尻川をはさんだ対岸の県道における

車両の交通による音が卓越していたこと、また、夜間については敷地境界付近の田尻川の水音が

卓越していたことが要因と考えられる。この県道と田尻川は、事業区域と東側の近隣民家の間に

あり、それらに起因する音が恒常的に施設稼動音より卓越している状況であることから、当該地

における施設稼動よる騒音の寄与は小さいものと考えられる。 

 

3) 道路交通騒音 

平成 20 年度における道路交通騒音の調査結果は、全て昼間の幹線交通を担う道路に面する地

域の環境基準（70dB(A)）を下回る値であった。 

北側調査地点における環境影響評価時（工事前）及び工事中（平成 17～19 年度）との比較で

は、環境影響評価時（工事前）が 66～67dB(A)、工事中（平成 17 年度）が 2回とも 68dB(A)、平

成 18 年度が 66～67dB(A)に対し、今回の調査結果は工事中、試運転時とも 66dB(A)とほぼ同じ値

であった。 

南側調査地点では環境影響評価時（工事前）が 2回とも 68dB(A)、工事中（平成 17 年度）が

68～69dB(A)、工事中（平成 18 年度）が 67～68dB(A)に対し、今回の調査結果は 67～68dB(A)と

ほぼ同じ値であった。 

 

4) 環境振動 

平成 20 年度における環境振動の調査結果は、国崎及び東海カントリークラブとも、30dB 未

満であった。なお、国崎における環境影響評価時（工事前）及び工事中（平成 17～19 年度）の

調査結果も全て 30dB 未満となっている。 
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5) 工事振動及び試運転時振動 

敷地境界における工事振動の調査結果は、特定建設作業振動に係る規制基準（75dB）を下回

る値であった。 

環境影響評価時（工事前）及び工事中（平成 17～19 年度）との比較では、今回の工事中及び

試運転時の調査結果は、いずれも 30dB 未満であり、これまでの工事中において 30dB 未満であっ

た場合と同じであった。なお、一般的に人が振動を感じはじめるのは 55dB 程度といわれており、

今回の調査結果も 55dB を下回っている。 

 

6) 道路交通振動 

道路交通振動の調査結果は、全て振動規制法における昼間の要請限度（65dB）を下回る値で

あった。 

北側調査地点における環境影響評価時（工事前）及び工事中（平成 17～19 年度）との比較で

は、今回調査も含め全ての調査時期において調査結果は 30dB 未満であった。 

南側調査地点では環境影響評価時（工事前）が 2 回とも 30dB 未満、工事中（平成 17 年度）

が 32～33dB、工事中（平成 18 年度）が 30dB 未満及び 30dB に対し、今回の調査結果は 30 未満

～32dB とほぼ同じ値であった。 

 

7) 環境低周波音 

工事中における環境低周波音の調査結果は、国崎及び東海カントリークラブとも、参考指標

値（ＬG：100dB、Ｌ50：90dB）を下回る値であった。 

 

8) 発生源周辺低周波音 

試運転時における発生源周辺低周波音の調査結果は、国崎及び東海カントリークラブとも、

参考指標値（ＬG：100dB、Ｌ50：90dB）を下回る値であった。 
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5.2.5 土壌汚染 

(1) 調査項目 

調査項目は、表 5.2.5.1 に示すとおりとした。 

 

表 5.2.5.1 調査項目 

対 象 測 定 項 目 

溶出試験 カドミウム、全シアン、有機燐、鉛、六価クロム、砒素、総水銀、

アルキル水銀、ＰＣＢ、銅、ジクロロメタン、四塩化炭素、1,2-ｼﾞ

ｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,1,2-

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ、ﾁｳﾗﾑ、ｼﾏｼﾞ

ﾝ、ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ、ﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｾﾚﾝ、ふっ素、ほう素 

土壌汚染 

（現況） 

 

含有量試験 ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類、ｶﾄﾞﾐｳﾑ、鉛、砒素、総水銀 

 

(2) 調査方法 

測定方法は、表 5.2.5.2 に示すとおり。 

表 5.2.5.2 測定方法 

項  目 測 定 方 法 

ｶﾄﾞﾐｳﾑ、全ｼｱﾝ、有機燐、鉛、六価ｸﾛﾑ、砒素、総水

銀、ｱﾙｷﾙ水銀、ＰＣＢ、銅、ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、四塩化炭素、

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸ

ﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ、ﾁｳﾗﾑ、ｼﾏｼﾞﾝ、ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ、

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｾﾚﾝ、ふっ素、ほう素 

・「土壌の汚染に係る環境基準について」

（平成 3年環境庁告示第 46 号） 

・日本工業規格に定める方法 

・「底質調査方法」(環境庁、平成 3年)

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類 

 

「ダイオキシン類に係る土壌調査測定

マニュアル」（環境庁水質保全局土壌農

薬課：平成 12 年 1 月） 

 

(3) 調査期間 

調査期間は、表 5.2.5.3 に示すとおりとした。 

表 5.2.5.3 調査期間 

区 分 測 定 期 間 

土壌汚染 平成 20 年 10 月 31 日（試料採取）  

 

(4) 調査地点 

調査地点は、表 5.2.5.4 及び図 5.2.5.1 及び図 5.2.5.2 に示すとおりとした。 

 

表 5.2.5.4 調査地点 

区 分 調 査 地 点 

土壌汚染 事業地内：1地点 
周辺地区：9地点 
（一庫、国崎、黒川、野間出野、下田尻、千軒、新光風台、
丸山台、上杉口） 
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図 5.2.5.1 土壌汚染調査地点位置図（周辺環境） 
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図 5.2.5.2 土壌汚染調査地点位置図（事業地内） 
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(5) 調査結果 

調査結果を、以下に示す。 

下田尻地点及び事業地内においては、鉛の溶出試験による濃度が基準値を超える値であった。

その他の項目については基準を満たす値であった。他の地区においては、全ての項目について基

準を満たす値であった。 

 

事業地内は鉱山として利用されていた土地であり、土壌中の鉛濃度が高い土壌であることが

平成 14 年度の工事実施前の調査において確認されている。 

 

・国崎、黒川、野間出野、下田尻、上杉口 

項  目 国崎 黒川 
野間 

出野 
下田尻 上杉口

土壌対策汚染法 

汚染区域 

指定基準 

環境基準 

 アルキル水銀  （mg/ℓ） <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 検出されないこと 検出されないこと

 総水銀  （mg/ℓ） <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.0005以下 0.0005以下 

 カドミウム  （mg/ℓ） <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01以下 0.01以下 

 鉛  （mg/ℓ） 0.007 <0.005 <0.005 0.018 <0.005 0.01以下 0.01以下 

 有機リン  （mg/ℓ） <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 検出されないこと 検出されないこと

 六価クロム  （mg/ℓ） <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 0.05以下 0.05以下 

 砒素  （mg/ℓ） <0.005 <0.005 <0.005 0.006 <0.005 0.01以下 0.01以下 

 シアン  （mg/ℓ） <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 検出されないこと 検出されないこと

 ＰＣＢ  （mg/ℓ） <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 検出されないこと 検出されないこと

 銅  （mg/kg） <0.2 0.8 2.0 18 16 ― 125未満 

 ふっ素  （mg/ℓ） 0.18 0.31 <0.08 0.34 0.39 0.8以下 0.8以下 

 ほう素  （mg/ℓ） <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 1以下 1以下 

 ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ  （mg/ℓ） <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 0.03以下 0.03以下 

 ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ  （mg/ℓ） <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.01以下 0.01以下 

 四塩化炭素  （mg/ℓ） <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 0.002以下 0.002以下 

 ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ  （mg/ℓ） <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 0.02以下 0.02以下 

 1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ  （mg/ℓ） <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 0.004以下 0.004以下 

 1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ  （mg/ℓ） <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 1以下 1以下 

 1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ  （mg/ℓ） <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 0.006以下 0.006以下 

 1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ  （mg/ℓ） <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 0.02以下 0.02以下 

 ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ  （mg/ℓ） <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 0.04以下 0.04以下 

 1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ  （mg/ℓ） <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 0.002以下 0.002以下 

 チウラム  （mg/ℓ） <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 0.006以下 0.006以下 

 シマジン  （mg/ℓ） <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 0.003以下 0.003以下 

 チオベンカルブ  （mg/ℓ） <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 0.02以下 0.02以下 

 ベンゼン  （mg/ℓ） <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01以下 0.01以下 

溶 

出 

試 

験 

 セレン  （mg/ℓ） <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 0.01以下 0.01以下 

 総水銀  （mg/kg） 0.03 <0.01 0.02 0.12 0.04 15以下 ― 

 カドミウム  （mg/kg） 0.73 0.13 0.25 0.91 0.22 150以下 ― 

 鉛  （mg/kg） 58 9.6 18 130 32 150以下 ― 

 砒素  （mg/kg） 6.8 1.8 4.3 27 11 150以下 ― 

含
有
量
試
験 

 ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類       (pg-TEQ/g)  1.7 0.48 3.6 3.3 0.47 ― 1000以下 

注）網掛部は基準を超える地点。 

 



 115

・千軒、丸山台、一庫、新光風台、事業地近傍 

項  目 千軒 丸山台 一庫 
新光 

風台 

事業 

地内 

土壌対策汚染法 

汚染区域 

指定基準 

環境基準 

 アルキル水銀  （mg/ℓ） <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 検出されないこと 検出されないこと 

 総水銀  （mg/ℓ） <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.0005以下 0.0005以下 

 カドミウム  （mg/ℓ） <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01以下 0.01以下 

 鉛  （mg/ℓ） <0.005 0.005 <0.005 <0.005 0.014 0.01以下 0.01以下 

 有機リン  （mg/ℓ） <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 検出されないこと 検出されないこと 

 六価クロム  （mg/ℓ） <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 0.05以下 0.05以下 

 砒素  （mg/ℓ） <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 0.01以下 0.01以下 

 シアン  （mg/ℓ） <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 検出されないこと 検出されないこと 

 ＰＣＢ  （mg/ℓ） <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 検出されないこと 検出されないこと 

 銅  （mg/kg） 1.6 1.7 0.8 1.5 19 ― 125未満 

 ふっ素  （mg/ℓ） 0.08 <0.08 0.14 0.09 <0.08 0.8以下 0.8以下 

 ほう素  （mg/ℓ） <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 1以下 1以下 

 ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ  （mg/ℓ） <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 0.03以下 0.03以下 

 ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ  （mg/ℓ） <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.01以下 0.01以下 

 四塩化炭素  （mg/ℓ） <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 0.002以下 0.002以下 

 ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ  （mg/ℓ） <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 0.02以下 0.02以下 

 1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ  （mg/ℓ） <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 0.004以下 0.004以下 

 1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ  （mg/ℓ） <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 1以下 1以下 

 1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ  （mg/ℓ） <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 0.006以下 0.006以下 

 1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ  （mg/ℓ） <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 0.02以下 0.02以下 

 ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ  （mg/ℓ） <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 0.04以下 0.04以下 

 1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ  （mg/ℓ） <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 0.002以下 0.002以下 

 チウラム  （mg/ℓ） <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 0.006以下 0.006以下 

 シマジン  （mg/ℓ） <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 0.003以下 0.003以下 

 チオベンカルブ  （mg/ℓ） <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 0.02以下 0.02以下 

 ベンゼン  （mg/ℓ） <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01以下 0.01以下 

溶 

出 

試 

験 

 セレン  （mg/ℓ） <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 0.01以下 0.01以下 

 総水銀  （mg/kg） 0.04 0.03 0.03 0.02 0.12 15以下 ― 

 カドミウム  （mg/kg） 0.34 0.41 0.81 0.2 0.86 150以下 ― 

 鉛  （mg/kg） 21 53 51 9.7 100 150以下 ― 

 砒素  （mg/kg） 4.5 21 13 4.9 32 150以下 ― 

含
有
量
試
験 

 ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類       (pg-TEQ/g)  6.7 7.0 1.4 1.5 8.7 ― 1000以下 

注）網掛部は基準を超える地点。 
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5.2.6 悪 臭 

(1) 調査項目 

調査項目は、臭気指数（臭気濃度）とした。 

 

表 5.2.6.1 調査項目 

対 象 測 定 項 目 

悪 臭 臭気指数（臭気濃度） 

 

(2) 調査方法 

測定方法は、表 5.2.6.2 に示すとおり。 

表 5.2.6.2 測定方法 

項  目 測  定  方  法 

臭気指数(臭気濃度) 臭気指数及び臭気排出強度の算定の方法（平成 7年
9月 13 日環境庁告示第 63 号） 

 

(3) 調査期間 

調査期間は、表 5.2.6.2 に示すとおりとした。 

表 5.2.6.2 調査期間 

区 分 測 定 期 間 

悪 臭 試運転時：平成 21 年 1月 23 日（試料採取） 

 

(4) 調査地点 

調査地点は、表 5.2.6.3 及び図 5.2.6.1 に示すとおりとした。 

 

表 5.2.6.3 調査地点 

区 分 調 査 地 点 

悪 臭 事業地内：1地点 
周辺地区：4地点 
（国崎、東海カントリークラブ、知明湖キャンプ場） 

 

(5) 調査結果 

分析（官能試験）の結果、臭気指数及び臭気濃度は全ての地点において、定量下限値未満で

あった。 

 

項目 事業区域内 国崎 
東海 

ｶﾝﾄﾘｰｸﾗﾌﾞ

知明湖 

ｷｬﾝﾌﾟ場 
下田尻 

臭気指数 <10 <10 <10 <10 <10 

臭気濃度 <10 <10 <10 <10 <10 

備考）分析（官能試験）は、分析日と同日内に実施した。 
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図 5.2.6.1 悪臭調査地点位置図 
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5.2.7 動物・植物 

(1) 調査項目 

調査項目は、表 5.2.7.1 に示すとおりとした。 

 

表 5.2.7.1 調査項目 

対 象 測 定 項 目 

植 物 植生、ｴﾄﾞﾋｶﾞﾝ・ﾔﾏｻﾞｸﾗ、ｸﾓﾉｽｼﾀﾞ 

動 物 ｺｳﾓﾘ、ﾋﾒﾎﾞﾀﾙ 

 

(2) 調査方法 

測定方法は、表 5.2.7.2 に示すとおりとした。 

 

表 5.2.7.2 測定方法 

項  目 測  定  方  法 

植生 コドラート法による 

ｴﾄﾞﾋｶﾞﾝ・ﾔﾏｻﾞｸﾗ 現地踏査により、各個体の確認位置、樹高、DBH、シカ
による食害状況等の他、樹勢等のモニタリング項目（健
康状態等）を記録する方法 

ｸﾓﾉｽｼﾀﾞ 自生地における個体の確認 

ｺｳﾓﾘ 間歩における個体の確認 

ﾋﾒﾎﾞﾀﾙ 夜間において個体数をカウントする方法 

 

(3) 調査期間 

調査期間は、表 5.2.7.3 に示すとおりとした。 

表 5.2.7.3 調査期間 

区 分 測 定 期 間 

植生 平成 20 年 9月 11 日、 
平成 20 年 9月 29 日～平成 20 年 10 月 1 日 

ｴﾄﾞﾋｶﾞﾝ・
ﾔﾏｻﾞｸﾗ 

ｴﾄﾞﾋｶﾞﾝ：平成 20 年 9月 1日～平成 20 年 9 月 2日、 
     平成 20 年 10 月 10 日 
ﾔﾏｻﾞｸﾗ：平成 20 年 9月 11 日 

ｸﾓﾉｽｼﾀﾞ 春季：平成 20 年 5 月 31 日、6月 20 日 
夏季：平成 20 年 8 月 26 日 
秋季：平成 20 年 10 月 10 日 
冬季：平成 21 年 1 月 26 日 

ｺｳﾓﾘ 冬季 2回：平成 20 年 12 月 18 日、平成 21 年 3月 5日 

ﾋﾒﾎﾞﾀﾙ 夏季 2回：平成 20 年 6月 26 日、平成 20 年 7 月 4日 

 

(4) 調査地点 

調査地点は、表 5.2.7.4 に示すとおりとした。 

 

表 5.2.7.4 調査地点 

区 分 測 定 期 間 

植生 コドラート 20 箇所 

ｴﾄﾞﾋｶﾞﾝ・
ﾔﾏｻﾞｸﾗ 

ｴﾄﾞﾋｶﾞﾝ：敷地内全域 
ﾔﾏｻﾞｸﾗ：敷地内生育場所 

ｸﾓﾉｽｼﾀﾞ 事業地内生育場所 1箇所 

ｺｳﾓﾘ 間歩 5地点 

ﾋﾒﾎﾞﾀﾙ 敷地内（11定点及び 2ルート） 



 119

(5) 調査結果 

1) 植 生 

20 地点のコドラート（No.25～No.45 地点：図 5.2.7.1 参照）における植生の調査結果の概要

は以下のとおりであった。 

 

● No.25～No.45 地点における植生は、コナラ－アベマキ群集、アカマツ群落、スギ・ヒ

ノキ植林、伐採跡低木林に区分された。 

● 各調査区の植生区分は、コナラ、アベマキが混生する地域にある No.26～No.29、No.32、

No.34～No.36、No.40、No.43、No.45 地点はコナラ－アベマキ群集とし、また、エドヒ

ガンのみが優占する No.37～No.39、No.41 地点についても、その周辺に広範囲に広が

るコナラ－アベマキ群集に含めることとした。 

 アカマツの優占する No.44 地点はアカマツ群落とした。 

 スギ、ヒノキが混生する地域にある No.25、No.30、No33 地点はスギ・ヒノキ植林とし

た。 

 伐採後に先駆性の木本等によって形成されている No.31、No.42 地点は伐採跡低木林と

した。 

● エドヒガンの生育箇所として選定した調査区は、コナラ－アベマキ群集に区分された

調査区のうちの No.26～No.28、No.32、No.37～No.41、No.43 地点と、スギ・ヒノキ植

林に区分された調査区のうちの No.30 地点の計 11 箇所である。 

● シカによる食害については、No.34、No.35、No.36、No.45 のコナラ－アベマキ群集に

おいてリョウブ及びサルトリイバラに食害が見られ、No.42 の伐採跡低木林においてク

サギ及びネザサに食害が見られた。 

● 区分された各群落における 100m2あたりの平均種数は、コナラ－アベマキ群集 

（No. 26～29、No.34～41、No.43、No.45）は 22.7 種、アカマツ群落（No.44）では 12

種、スギ・ヒノキ植林（No.25、No.30、No.33）では 17.3 種、伐採跡低木林（No.31、

No.42）では 51.5 種であった。 

● 調査結果によると、伐採跡低木林を除いては、全ての群落において下層植生の発達が

十分でなかったと考えられる。この要因の一つとして、シカによる食害によって草本

類の発育が阻害されている可能性がある。 
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2) エドヒガン・ヤマザクラ 

敷地内にエドヒガンの個体が 250 個体確認された。 

エドヒガン（敷地内の毎木調査）及びヤマザクラ（大木）についてのモニタリング調査結果

は以下のとおりであった。 

 

表 5.2.7.5 モニタリング項目（エドヒガン・ヤマザクラ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 5.2.7.6 エドヒガン調査結果（樹高、胸高直径、モニタリング項目）［250 個体］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 5.2.7.7 ヤマザクラ調査結果（樹高、胸高直径、モニタリング項目） 

［ヤマザクラ大木 1 個体］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1）モニタリング項目の内容はエドヒガンと同様。 

注 2）調査対象のヤマザクラは 5本の株立ちであり、5本それぞれの幹の胸高直径（DBH）を測定した。 

 

11.8
114.0
20.5
12.3
10.1
5.7

1. 樹　　　　勢

2. 樹　　　　形

3. 枝の伸長量

4. 枝葉の密度

5. 葉　　　　形

6. 葉の大きさ

7. 葉　　　　色

8. ネクロシス 評　価　①

評　価　④

評　価　③

評　価　③

評　価　②

調　査　結　果

評　価　③

評　価　②

評　価　②

樹　　高  （m）
D  B  H （cm）

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
項
目

(

評
価
①
〜

評
価
④

)

項　　目

　　　   評価点
調査項目

評価①：
良好・正常

評価②：
普通・正常に近い

評価③：
悪化のかなり進んだもの

評価④：
顕著に悪化しているもの

1.樹勢 生育旺盛なもの
多少影響はあるが、あま
り目立たない程度

異常が一目で分かる程度
生育劣弱で回復の見込み
がないとみられるもの

2.樹形 自然樹形を保つ
一部に幾分の乱れはある
が、本来の形に近いもの

自然樹形の崩壊がかなり
進んだもの

自然樹形がまったく崩壊
し、奇形化しているもの

3.枝の伸長量 正常
幾分少ないが、それほど
目立たない

枝は短小となり細い
枝は極度に短小し、しょ
うが状の節間がある

4.枝葉の密度
正常。枝及び葉の密度の
バランスがとれている

普通。①に比べてやや劣
る

やや疎
枯枝が多く、葉の発生が
少ない。密度が著しく疎

5.葉形 正常 少し歪みがある 変形が中程度 変形が著しい

6.葉の大きさ 正常 幾分小さい 中程度に小さい 著しく小さい

7.葉色 正常 やや異常 かなり異常 著しく異常

8.ネクロシス 無し 僅かにある かなり多い 著しく多い

備考）ネクロシスとは、生理障害や肥料の過不足、農薬の薬害等による細胞の壊死により発生する褐色の斑点

( 個体数 (割合) )
　　　　　評価点
項　目

計

1. 樹　　　勢 45 (18.0%) 133 (53.2%) 63 (25.2%) 9 (3.6%) 250
2. 樹　　　形 29 (11.6%) 99 (39.6%) 113 (45.2%) 9 (3.6%) 250
3. 枝の伸長量 54 (21.6%) 145 (58.0%) 48 (19.2%) 3 (1.2%) 250
4. 枝葉の密度 42 (16.8%) 99 (39.6%) 95 (38.0%) 14 (5.6%) 250
5. 葉　　　形 231 (92.4%) 16 (6.4%) 3 (1.2%) 0 (0.0%) 250
6. 葉の大きさ 220 (88.0%) 25 (10.0%) 4 (1.6%) 1 (0.4%) 250
7. 葉　　　色 241 (96.4%) 7 (2.8%) 2 (0.8%) 0 (0.0%) 250
8. ネクロシス 250 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 250

評　価　① 評　価　② 評　価　③ 評　価　④
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3) クモノスシダ 

クモノスシダの個体は、春季調査において、昨年度までに確認されていた 1 株に加え、新た

に 2株の個体が確認された。確認された 3株の個体は、春季～冬季の調査において、いずれも生

育状況は良好であった。 

 

・ 春季調査結果（平成 20 年 5 月 31 日、6月 20 日） 

調査箇所：自生地の岩場 1箇所  確認株数：3株 

（昨年度までに確認された 1株に加え、新たに 2株を確認） 

 

・ 夏季調査結果（平成 20 年 8 月 26 日） 

調査箇所：自生地の岩場 1箇所  確認株数：3株 （3株とも葉に胞子嚢を確認） 

 

・ 秋季調査結果（平成 20 年 10 月 10 日実施） 

調査箇所：自生地の岩場 1箇所  確認株数：3株 （3株とも葉に胞子嚢を確認） 

 

・ 冬季調査結果（平成 21 年 1 月 26 日実施） 

調査箇所：自生地の岩場 1箇所  確認株数：3株 （3株とも葉に胞子嚢を確認） 
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4) コウモリ 

調査では種類、性別、個体数を確認し、標識番号を前腕に付けて放獣した。また、すでに標

識を付けられている個体については、番号を記録した。 

なお、本調査は、環境省第７－５４号、兵庫県第５９号の許可を得て行った。 

ア. コウモリ類全体の確認状況 

事業実施区域内におけるコウモリ類の個体数の推移を、図 5.2.7.2 に示す。コウモリ類全体

の確認状況を以下に述べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.2.7.2 事業実施区域内におけるコウモリ類の個体数の推移（種別の総数） 

 

第 1 回の調査時には、5 箇所の間歩において 4 種、78 個体のコウモリ類が確認され、このう

ちキクガシラコウモリが 72 頭と最も多く、次いでコキクガシラコウモリが 4個体、モモジロコ

ウモリ及びテングコウモリが各 1個体であった。昨年度の同時期（昨年度 12 月）では、キクガ

シラコウモリが 68 個体確認されており、同種についてはほぼ同数の確認状況であった。その他

の 3種については、昨年度の同時期には確認されていなかった。 

 

第 2 回の調査時には、5 箇所の間歩において、4 種、24 個体のコウモリ類が確認され、キク

ガシラコウモリが 16 頭と最も多く、次いでモモジロコウモリが 4頭、コキクガシラコウモリ及

びテングコウモリが各 2 頭確認された。キクガシラコウモリについては、第 1 回よりも確認個

体数が少なかったが、冬眠時期を終え、既に他の地域へ移動した個体が多かったものと考えら

れる。 
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イ. 種別の確認状況 

事業実施区域内におけるコウモリ類各種の地点別の個体数の推移を、図 5.2.7.3(1)～図

5.2.7.3(4)に示す。平成 17 年度から平成 20 年度までのコウモリ類各種の確認状況を以下に示

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.2.7.3(1) 事業実施区域内における地点別の個体数の推移（キクガシラコウモリ） 

 

キクガシラコウモリの確認状況は、冬眠時期である 12 月及び 1月において、No.11 間歩にお

いて毎年度 50 頭以上が確認されている。4 月以降は生息地域を移動すると考えられ、4 月の調

査時（平成 17 年度、平成 18 年度）には、No.4 間歩で少数が確認されている程度であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.2.7.3(2) 事業実施区域内における地点別の個体数の推移（コキクガシラコウモリ） 

 

コキクガシラコウモリの確認状況は、平成 17 年 4 月に No.4 間歩で 5 頭が確認されているの

が最も多く、その他の調査日には、No.22 間歩以外で、1～2頭が確認されている。 
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図 5.2.7.3(3) 事業実施区域内における地点別の個体数の推移（モモジロコウモリ） 

 

モモジロコウモリの確認状況は、今年度（平成 20 年度）において、初めて確認され、まず、

12 月に No.10 間歩において 1個体、3月に No.11 間歩において 4個体が確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.2.7.3(4) 事業実施区域内における地点別の個体数の推移（テングコウモリ） 

 

テングコウモリの確認状況は、平成 19 年度以降 No.11 間歩及び No.22 間歩において 1～2 頭

が確認された。 

 

 

以上の調査結果によると、今年度第 1 回及び第 2 回の調査実施時期は施設の試運転時であっ

たが、施工前から今年度に至るまで、確認されたコウモリ類の個体数や種数の著しい減少等は

認められず、コウモリ類の生息環境は維持されていることから、昨年から引続き実施された工

事及び施設の試運転によるコウモリの生息環境への影響は軽微であったと考えられる。 
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5) ヒメボタル 

調査の結果、確認されたヒメボタルの個体数は、本年度 6/26 の調査では、昨年度の調査結果

と比較して確認個体数は少なかったが、本年度 7/4 の調査では昨年度の調査結果と比較して確認

個体数が多かった。6/26 の調査時よりも 7/4 の調査時ほうが、当該地域のヒメボタルの発生の

最盛期に近い時期であった可能性が考えられる。 

 

・ 全 11 定点での確認個体数の合計：460 個体（6/26 調査）、885 個体（7/4 調査） 

（昨年度は 6/30 で 679 個体、7/3 で 539 個体） 

 

・ ライントランセクト調査及びその付近の 2定点における確認個体数の合計： 

                  329 個体（6/26 調査）、678 個体（7/4 調査） 

（昨年度は 6/30 で 639 個体、7/3 で 551 個体） 

 

以上の結果より、年度全体としては昨年度よりも多くの個体が確認されたことから、ヒメボ

タルの生息環境は維持されており、工事及び施設の試運転によるヒメボタルの生息環境への影響

は軽微であったと考えられる。 
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